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第一章　魔手







　アンジェラ・ジンデルという娘むすめは、常に何かに餓うえていた。

　有力貴族の娘として生まれ、容姿にも才覚にも優すぐれていた為ため、彼かの女じよは常に人の上に立つ者として幼い頃ころより振ふる舞まってきた。そしてそれを周囲も容よう認にん――いや積極的に推すい奨しようしてきた。

　アンジェラの母は女の身でありながら、愚ぐ鈍どんな兄や弟を押おし退のけてジンデル家の家か督とくを継ついだ女じよ傑けつであり……婿むことしてジンデル家に入ってきた夫ですらも、何処どこか見下す様な振る舞いにでる事が多かった。またアンジェラの父もその事に異を唱える様子は無く、伴はん侶りよというよりまるで召めし使つかいの様にアンジェラの母に従っていた。男だん尊そん女じよ卑ひが基本である貴族社会において、それは異様な事であったが……アンジェラの母はそれを可能とするだけの傑けつ物ぶつであったという事なのだろう。

　そんな両親の元で育てられたアンジェラは、当然の様に男に負けぬ才女たれと教育され、それに応えて実績を残した。

　ハリス真教会の宣教騎き士し団だんに入団したのも、元々は経歴に箔はくを付ける為である。

　知ち恵えのみならず武力でも――ありとあらゆる面で男を凌りよう駕がしている事を示さねばならない。それ故ゆえにアンジェラは子供の頃から武術を一通り教わってきたし、宣教騎士団に入って辺境の蛮ばん族ぞく共や地神、亜あ神しん、異い獣じゆう、といった化け物と戦う事にも、臆おくする事は無かった。

　だが……その一方でアンジェラの中には常にある種の『渇かわき』が在った。

　何かが足りない。満たされない。

　それが何か分からないので、尚なお更さらに焦しよう燥そう感が募つのる。

　恐おそらくそれはきっと――分かってしまえば簡単な事なのだろうと思う。胸の奥おく底そこから沸わき上あがる衝しよう動どうの様な、単純で、しかしそれ故に強く、消えずに残るもの。

　だが今のままではきっと手に入らない。それは分かる。分かっている。

　だからアンジェラは自分の中の渇かつ望ぼうを忘れようとするかの様に、ハリス真教会の務めに励はげんだ。教典を暗記してその教えの素す晴ばらしさを周囲に説いて回った。彼女の熱心な信徒振ぶりに周囲はただただ感かん嘆たんした。

　やがてアンジェラは愚おろかな男共を従えて、瞬またたく間まに宣教騎士団の副団長という立場にまで達する。ジンデル家という名門の出であったればこそだが――勿もち論ろん、二十歳はたちの若さでその地位にまで手を掛かける事が出来たのは、アンジェラの才覚と努力の賜たまものに他ほかならない。

　だが……

「…………」

　目覚めたのは薄うす暗ぐらい部屋の中でだった。

　石造りの――石いし壁かべがそのまま露ろ出しゆつした、味も素っ気も無い場所である。何処か湿しめっぽく黴かび臭くさい。恐らくは地ち下か蔵ぐらの類たぐいだろう。

「…………」

　猫ねこの様な吊つり気味の眼めを瞬まばたかせて、アンジェラは溜ため息いきをついた。

　先まず体の状態を確かく認にんする。手を動かし、顔に、体にと順番に触ふれていく。

　勿論……己おのれの無事を確認する為ではない。

　これが悪い夢ではないのだという事を――情け容よう赦しやなく身も蓋ふたも無い現実なのだという事を、確認する為だった。既すでに此こ処こに囚とらわれてから幾いく日にちが経過したか分からないが……目覚める度たびに繰くり返かえす、これは儀ぎ式しきの様なものだ。

　身体のあちらこちらには打だ撲ぼくの鈍どん痛つうが残り、浅くではあるが斬きられた右みぎ腕うでの傷は鋭するどい痛みを訴うつたえてくる。手て枷かせ足あし枷かせは填はめられていないが、元々着ていた宣教騎き士しの衣装ははぎ取られた。どこかに武器を仕込んでいるかも――と考えられたのだろう。代わりに与あたえられたのは簡素極きわまりない貫かん頭とう衣い……というよりも一枚の布を折って、端はしを何カ所か紐ひもで結わえた程度の代しろ物ものである。布きれと言っても差さし支つかえない。

　下手に動けば胸や尻しりがあっさりと見えてしまうだろう。

　地下であるせいか、寒々とした見た目に反してそう温度は低くないし、ぼろぼろだが毛布も与えられているので凍こごえる心配は無い。此処にやってくるのは食事の上げ下げや、用足しの壺つぼを取とり替かえに来る世話役の少女と、見張り役らしい女傭よう兵へいだけで、男に見られる心配は無かったが――屈くつ辱じよく的てきである事に変わりは無い。

　とても分かり易やすい敗残兵の為体ていたらくだった。

「くっ…………」

　辺境の地――フリートラント。

　そこで初めてアンジェラの輝かがやかしい経歴は泥どろにまみれた。

　アンジェラの所属する第九宣教騎士団は、教化遠えん征せいの途と中ちゆうだった。

　ハリス真教会は偉い大だいかつ強大だが……さすがにその威い光こうも王都から遠く離はなれた辺境の地までは届かず、土着の邪じや神しんを信しん奉ぽうする蛮ばん族ぞく達たちが存在する。

　地神信しん仰こうだ。

　地神と呼ばれるこの『神』は人を食う。

　人を食って力をつけ、その力の一部を土地に還かん元げんする。

　還元された力によって土地が豊かになり、本来は人が住めなかったような痩やせた土地に人間が住めるようになるのだ。無論、この地神という化け物共は、人間のために土地を肥やしているのではない。土地を肥やす事で、そこに人間の定住を促うながすと同時に、そこから生いけ贄にえという名の『餌えさ』が供給される体制を作っているだけだ。

　つまり……考えるだに穢けがらわしい事だが……あの怪かい物ぶつ共は、人間を家か畜ちく代わりにしているのである。

　嘆なげかわしい。

　いくら生きる為とはいえ、家畜の立場に甘あまんじるなど人間の生き方ではない。

　斯か様ように愚ぐ劣れつな信仰を持つ蛮族達に、ハリス真教会の尊き教えを広めるために派は遣けんされる栄えい誉よある騎士――それが宣教騎士であり、彼かれ等らを組織し軍団化したものが宣教騎士団なのである。

　アンジェラは第九宣教騎士団の副団長として、部下と共にこの辺境の街――フリートラントに進軍した。邪じや教きようが根付く野や蛮ばんなる街に神意を知らしめるための、聖なる使命を帯びた行動である。

　何の不安も無かった。

　地神をも一いつ騎き打うちで葬ほうむり去さる、宣教騎士団の最強にして究極兵器――守護聖人像、それを同時に二体も投入しての作戦である。敗北の可能性など欠かけ片らも無かった。無かった筈はずなのである。

　だが現実にはアンジェラ達は敗北した。

　守護聖人像は破は壊かいされ、部下は散り散りに逃にげ去り、挙げ句、指揮官のアンジェラは深手を負い虜りよ囚しゆうとして捉とらえられてしまった。

　それから何日が過ぎたのか、アンジェラにはよく分からない。

　捕とらえられて数日は、負わされた傷から生じる熱で前後不覚に陥おちいっており、この地下蔵には外の明かりが入ってこない為、昼夜の別も分からない。出入り口である扉とびらには小さな、掌てのひら程ほどの大きさの窓が設しつらえられていて、そこからランプのものらしい微かすかな光が入ってくる程度である。運ばれてくる食事の回数で一日経たったと判断しているだけだ。

「……最悪ですね……」

　誰だれに言うでもなくそう呟つぶやく。

　名門貴族の娘として生まれ、才女として周囲から賞賛を浴び、ハリス真教会に入会し、宣教騎士となってからは、輝かしいその職務に励み、何の汚お点てんも失敗も停てい滞たいも無く生きてきた。自分の思おもい描えがいた理想の通りに。

　なのに……今。自分はこんな屈辱的な扱あつかいを受けている。

　傷の手当てはされた。食事も運ばれてくる。どちらも敵に――それも単なる敗残兵に対してせねばならない謂いわれは無い。逆に言えば、わざわざフリートラントの連中がアンジェラを生かしているのは、彼女に利用価値があると認めているからだ。

　このままでは望む望まぬに関かかわらず、敵に利する事になる。

　アンジェラはそれを考えただけで吐はき気けすら覚えた。

　何という屈くつ辱じよくか。

　それもこれも――

「あの男ッ……！」

　脳のう裏りに浮うかぶのはあの男の顔だ。

　白しら髪がの少年。アンジェラがこの様な状じよう況きように置かれる事となった原因。

「〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉……！」

　あれは人の姿をした怪物だった。

　あろう事か、あの男は事実上、単身で守護聖人像を破壊し、宣教騎士団を敗走せしめたのである。勿論、フリートラントの住人や、女傭兵などの協力は在った様だが、あの男の発揮した力に比すれば微び々びたるものだろう。

　神をも滅ほろぼす守護聖人像を、打うち壊こわした――男。

　あの男の姿が脳裏から離れない。消えない。自分があの男の事を心底恐ろしいと思っているのが分かる。それが何よりも屈辱的だった。ハリス真教会の教えを受けた光こう輝き満つる宣教騎士たる自分が恐れるのは、天上の神のみである。

　なのに――

「くっ……」

　行き場の無い激情に全身が震ふるえる。

　その時――ふとアンジェラはこの『牢ろう獄ごく』に近づいてくる足音に気付いた。

「……？」

　怪け訝げんに思ってアンジェラは扉の方へと眼を向ける。

　食事かもしくは便壺の取り替えかと思ったのだが、足音が違ちがう。いつもより数が多い。恐らくは三人。しかも足音の一つは間かん隔かくが長めである。つまりは足が長い、長身の人物であるという事だ。

　そして――

「――貴様っ!?」

　分厚い木の扉を開いて姿を現したのは――アンジェラが何度も何度も脳裏に描いてきたあの〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉だった。

　身みの丈たけは高く、細身だが芯しんの通った力強い立ち方をしている事から、脆ぜい弱じやくな印象は微み塵じんも感じない。顔つきもまた端たん整せいで若々しいが、それだけに老人の如き白い髪かみや、血の様に赤い瞳ひとみが――何処か『死』を連想する特とく徴ちようが、際きわ立だって見える。

　確か名はアマノ・ユキナリ――であったか。

　囚われの身となって以来、その顔を見たのは初めての事だった。

「アンジェラ・ジンデル――だったっけ？」

　僅わずかに首を傾かしげ、ユキナリはそう声を掛けてきた。

　どこか斜しやに構えたような、余よ裕ゆう含ぶくみの表情がアンジェラを苛いら立だたせる。自分がアンジェラよりも圧あつ倒とう的てきに優位に在るのだという事を、理解しており、なおかつそれをアンジェラに改めて思い知らせようというのだろう。

　憎にくたらしい。身が震える位に憎らしい。

　その涼すずしげな顔をどうにかして苦痛や屈辱に歪ゆがめさせてやる方法は無いだろうか。そうすればさぞ痛快な事であろう。かつて自分を女と舐なめてかかった男達には例外無くそうしてやったものなのだが――今のアンジェラには難しい。

「傷の方はだいぶん良くなったよな」

　とユキナリはアンジェラの右腕を見て言う。

「そろそろ話を聞かせて貰もらいたいんだがな？」

「ふん。蛮族如きに、言葉を与えてやる義理など在りません」

　アンジェラは身体の奥おくから生じてくる訳の分からない震えを、意識して抑おさえ込みながらそう言った。ついでに精せい一いつ杯ぱい、嘲あざけりの色を乗せて笑ってみせる。

「さあ、今すぐに私を解き放ちなさい」

「やれやれ……」

　ユキナリは呆あきれた様子で溜息をつく。

　そんな彼かれの後ろから――

「最初からわかっていたことだろう？　拷ごう問もんにでもかけりゃいいんだ」

　見張り役らしい傭兵の女がそう言ってきた。

　赤毛で野生の猫科の動物を思わせるしなやかさがある。

　背せ丈たけはユキナリと同じ程度――女性としてはかなり長身の部類に入るだろう。服の上からでも、姿勢やわずかな仕草などからその体がよく鍛きたえられていることが見て取れる。ただし宣教騎き士し達たちと異なり、その物もの腰ごしは洗練されていない。粗そ野やと言っても良いだろう。

　信仰ではなく金銭で戦う卑いやしい輩やからそのものだ。

　それでいて、時折、その仕草に気品の様なものを感じさせる事があり――奇き妙みような違い和わ感かんをアンジェラは覚えていた。あるいは身を持もち崩くずした元貴族なのかもしれない。

　名前は確か――ヴェロニカといったか。

「拷問か……」

　ユキナリは渋しぶった。

「好みじゃないんだけどな」

「何を上品ぶった事を……」

　アンジェラはユキナリを睨にらみながら言った。

「〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉――邪じや悪あくな殺さつ戮りく者の分際で」

　アンジェラはユキナリの正体を知っている。

　彼は元々〈御み遣つかい〉と呼ばれる存在だ。

　ハリス真教会によってこの世界へ召しよう喚かんされた霊れい的てき存在であり、ハリス真教会の奇き跡せきの力を代行し、ハリス真教会の理想を世に知らしめる、その為の存在だ。いわば宣教騎士達とその存在意義は同じなのである。

　だがその名めい誉よある御お役やく目めを、この男は放ほう棄きした。

　あまつさえハリス真教会を裏切り――大量の信徒を虐ぎやく殺さつしたのだという。細かい事は伏ふせられているが、先代教皇が崩ほう御ぎよなされたのも、宣教騎士団上層部が大おお幅はばに刷新されたのも、このユキナリが――〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉が王都で暴れ回ったせいだという話だった。

「〈御遣い〉としてこの世界に喚よばれながらハリス真教会に反旗を翻ひるがえした裏切り者、背教者……やはり汚お物ぶつが紛まぎれ込んでは神聖なる儀式も失敗の憂うき目めに遭あうという事ですね。嘆かわしい事です」

「――汚物？」

　ふとユキナリが眉まゆを顰ひそめる。

　その反応に気を良くしてアンジェラは言いつのった。

「教皇猊げい下かがせっかく温情を与え、偉大なる〈御遣い〉降臨の儀式の手伝いをさせて下さったというのに――」

「何の話だよ」

「ですから」

　アンジェラは笑いながら言った。

「魔ま女じよですよ。貴方あなたの受肉の儀式に立ち会ったという」

「…………イルジナの事を言っているのか？」

「そうそう、そういう名前でしたか？　偉大なる前教皇猊下をして唯ゆい一いつの過あやまちですよ、下げ賤せんな、穢らわしい魔ま女じよ風ふ情ぜいに情けを掛けた事……」

「イルジナは錬れん金きん術じゆつ師しだ。彼女は立ち会った訳でも手伝った訳でもなくて――」

「ええ、わかっていますよ。おそらく前教皇猊下は神秘の儀式に接する事でイルジナとやらの曇くもった目を醒さましてやろうとお考えだったのでしょう。なのにかの魔女は、せっかく正義に目覚める機会を頂ちよう戴だいしながらも、こともあろうに儀式を穢して、〈御遣い〉を我わが物としようと画策したわけです！　全く救い難がたい愚鈍さ、救い難い下げ劣れつさで――」

「――黙だまれ」

「最後は腹を刺さされて殺されたのでしたか？　先代の騎士団長様も慈じ悲ひ深ぶかい御お方かたですね。その程度で済ませてしまうとは。穢らわしい魔女、背教の裏切り者、そんな輩は八やつ裂ざきにして豚ぶたの餌にすべきでした。いや、火ひ炙あぶりすら生なま温ぬるい――」

「黙れと言っている」

「いえ……どうせ魔女など淫いん蕩とうそのもの、せめて最下層の売ばい春しゆん窟くつで鎖くさりに繋つないで肉奴ど隷れいとして役立て、己の罪深さを十二分に知らしめた後、最後に――」

　ぱん！　と乾かわいた音と共に衝しよう撃げきでアンジェラの視界が揺ゆれた。

　左の頬ほおにゆっくりと痛みが広がっていたのは、その後の事である。アンジェラはその時になってようやく自分が、ユキナリに平手打ちされたのだという事に気付いた。

「…………」

　発ほつ作さ的てきな行動だったのか――ユキナリ自身も驚おどろいたように自分の右手を見ている。

　だが訳の分からない衝動に突つき動うごかされているのはアンジェラも同様だった。

「ご、ご覧なさい。野や蛮ばん極きわまりない！　魔女の穢れが〈御遣い〉をこんな風にしてしまったのですよ！　なんと罪深い、なんと卑しい女だったんでしょう！　分相応に売春窟で男共に股またを開いていれば良かったものを、教皇猊下のお近づきになった事で、何を勘かん違ちがいしたのやら！」

「…………」

　アンジェラの叫さけびに、ユキナリが再び彼女を見つめる。

　その白い顔から表情が消えるのを、アンジェラは目まの当あたりにした。

「ひっ……？」

　悲鳴じみた喘あえぎが唇くちびるから漏もれる。

　ユキナリの全身から怒ど気きが膨ふくれ上がるのが見えた。本物の憤ふん怒どというものは目に見えるものなのだという事をアンジェラはこの時、初めて知った。あるいはそれはユキナリであるからなのかもしれないが。

〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉。

　個人の体たい躯くに守護聖人像をも上回る力を備えた――神をも斃たおす男。

　アンジェラは今、まるで捕ほ食しよく者しやを前にした小動物の様に、生き物として圧倒的に強大な存在を間近に見る事で、本能的な恐きよう怖ふを感じていた。

　勝てない。絶対に勝てない。こんなもの……勝てる筈が無い。

　勿論、今まで、武芸を修める上で様々な者達と試合を重ねてきたし、その中では力及およばず負けた事も在った。だがそれでも相手の力量というものは概おおむね推おし量はかれたし、そこから更さらに考えを巡めぐらせて勝つ方法も思いつく事が出来た。男女の違いはあれど同じ人間なのだから、力の差は絶対的なものではなく、埋うめる方法は幾いくつも在った。

　だがこいつは。この男は。

　違う。全く違う。

　何をどうすれば良いのか見当がつかない。あまりに力が違い過ぎて隙すきを突くだの策を巡らすだのといった程度の小細工ではどうにもならない。毒も持たぬ小虫が巨きよ大だいな獣に挑いどむ様なものだ。何処をどうひっくり返しても勝ち目など見つからない。

　アンジェラは恐怖にただただ身を震わせる。

　いや。これは――

「そこまで言うなら」

　ユキナリはむしろ淡たん々たんとした口調で言った。

「自分が同じ目に遭わされる覚かく悟ごも出来てるんだよな？」

　ユキナリの手が伸のびて――アンジェラの首を掴つかむ。

　奇跡を起こす〈御遣い〉の手だ。ユキナリがその気になれば、そこから火か炎えんを出す事も刃は物ものを出す事も可能だろう。アンジェラはのど元に剣けんの切っ先を突きつけられているのに等しい。

「…………！」

　アンジェラは息を呑のむ。

　体の奥底から何か得体の知れない感覚が吹ふき出してきて一いつ瞬しゆんで全身の産うぶ毛げが逆立ってしまった。同じ目に遭わされる？　それはつまり、今、自分が口走ったのと同じ様な仕打ちをされるという事か。

　辛かろうじてこの身を覆おおっている粗そ末まつな布きれをはぎ取られ。

　このユキナリに、殴なぐられ、蹴けられて、地に這はわされ、尻を上げさせられて――

「……わ、私を、私を陵りよう辱じよくするというのですかッ！」

「…………」

「け、獣にも劣おとる所行です、卑しい魔女の穢れを受けた、救い難いごみくずの分際で、み、身の程を――身の程をわき、わきまえ、なさい！」

「…………」

　ユキナリは――無言。

　その血の様に赤い瞳がただただアンジェラを睨んでいる。

　怒おこっている。そう。怒っている。

　もっと怒れば良い。我を忘れる位に怒れば良いのだ。

　そうすれば………………そうすれば？　どうなる？

「まったく、下世話な事この上無い――」

　尚なおも思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせながらアンジェラは震える。

　満たされなかった何かが満たされる予感が在った。

　これだ。これなのだ。神の如き、いや、神をも上回る圧倒的存在、圧倒的な暴力の持ち主によって自分は屈くつ服ぷくさせられて――

「いい加減にしろ」

　二人の間に割って入ったヴェロニカがそう言ったのは――果たしてどちらにだったか。

　ヴェロニカの両手がユキナリとアンジェラを左右に分ける。ユキナリは意外な位にあっさりとアンジェラの首から手を離した。

「この女も大たい概がいだが。貴方もどうかしてるぞ、ユキナリ」

「……そうだな。ごめん」

　長い溜息をつくユキナリ。

　ゆっくりと彼が冷静さを取り戻もどし、その全身から溢あふれんばかりに滾たぎっていた怒いかりが萎しぼんでいくのを――アンジェラは、何な故ぜか残念に思った。





●






　応接室に戻った途と端たん――ユキナリはその長身を投げ出す様にしてソファに座すわり込んだ。

　そしてそのまま片手で顔を覆いながら長い溜息を漏らす。

「……ユキ？」

　ユキナリの隣となりに腰こしを下ろした少女が首を傾げる。

　肩かたに掛からぬ程度で切りそろえられた癖くせの無い銀ぎん髪ぱつがその動きに従ってさらりと揺れる。

　綺き麗れいな少女である。それは間ま違ちがいない。

　しかし――

「何か、在った……？」

　初雪の様に白い肌はだ、宝玉の様に蒼あおい瞳、何処かたどたどしい口調と相まって、その容姿からは人形の様な……硬こう質しつで怜れい悧りな雰ふん囲い気きが醸かもし出されていた。生身の俗ぞく臭しゆうを欠いた美しく精せい緻ちな工芸品とでも言おうか。顔を横切る硝子ガラスと不銹鋼ステンレスの視力補正具――眼鏡の為に余計にそうした印象が強くなる。

　しかも……この少女は表情というものに乏とぼしい。

　ユキナリを気き遣づかっているのはその仕草や台詞せりふから察しはつくが、その一方で口調にも表情にも一いつ切さいの揺らぎが無い。人間と同じ姿形でありながら人間に備わって当然の何かを欠落させているかの様なその佇たたずまいが、彼女を人の模造品の様に見せているのだろう。

　ダーシャ・ウルバン。

　ユキナリの相棒であり――『恩人』の妹だ。

「あ……ああ……いや……」

　ユキナリは曖あい昧まいに首を振る。

　ダーシャにはとても言えない。彼女の姉は先さき程ほどアンジェラが散々口くち汚ぎたなく罵ののしったイルジナ・ウルバンだ。イルジナを慕したうという意味ではユキナリ以上のダーシャが、アンジェラの言葉を聞けばどんな反応を示すか、分かったものではない――というか、概ね想像がつくからこそユキナリは誤ご魔ま化かすしかなかった。

　だが……

「…………ん」

　分かった、皆みなまで言うな――とでも言うかの様にダーシャは小さく頷うなずくと、一いつ切さい淀よどみの無い滑なめらかな動きで右手を閃ひらめかせる。華きや奢しやなその指が一瞬で何処からか取り出して握にぎって見せたのは、無骨な鋼鉄で作られた凶きよう器きである。

〈レッチリ〉――スタームルガー・スーパーブラックホーク44マグナム・カスタム。

　つまりは拳けん銃じゆうである。

　およそ銃じゆうというものが存在しない、概がい念ねんすら一いつ般ぱんには知られていないこの世界において、ダーシャはほぼ唯一と言っても過言では無い『拳銃使いハンドガンナー』だ。華奢なその姿に大型の拳銃は不相応にも見えるが、彼女は問題無くこの拳銃を扱っている。撃鉄ハンマーを半起こしハーフコツク、装填ローデイン孔グ・ゲートを開いて回転弾だん倉そうの中の弾たまを確認する動作も、ごく滑らかで自然なものだった。

「いや。待て。何をする気だ？」

　とユキナリが声を掛けると、既にソファから腰を浮かしていたダーシャは、淡々とした口調で言った。

「あの、宣教騎士の女。きっと、何か不ふ愉ゆ快かいな事、ユキに、言った」

　ユキナリが地下蔵に幽ゆう閉へいされているあのアンジェラ・ジンデルを尋じん問もんしに行ったのはダーシャも承知している。そこから帰ってくるなり、ユキナリが溜息をついてソファに身を沈しずめたのだから、何か憂ゆう鬱うつになる様な事があったのだ――と推測するのは、確かにそう難しい事ではあるまい。

「だから、償つぐなわせる」

「だから待てって、〈レッチリ〉片手に何する積もりだよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　とダーシャは無表情に頷いた。

「掌になら撃うち込んでも致ち命めい傷しようにならない」

「何が大丈夫だよ。いいから止めろ。止めてください」

「…………」

　ダーシャはユキナリの顔色を窺うかがうかの様に見つめていたが――彼がもう一度止めると、再び彼の隣に腰を下ろした。どうやら拷問、いや何も問うつもりが無い以上は単なる虐ぎやく待たい行こう為いか、とにかくその物ぶつ騒そうな行動は、思いとどまってくれた様だった。

「どうやらユキナリも落ち着いたみたいだな」

　と言うのは後から居間に入ってきたヴェロニカである。

「ユキ……も？」

　と首を傾げるダーシャに、ヴェロニカは入り口横の壁に背中を預けながら苦く笑しようする。

「ユキナリこそ、さっきはあの女騎士を嬲なぶり殺ごろしにしかねない勢いだったよ」

「……ユキ、が？」

　ダーシャが眼鏡の奥で目を瞬かせながら言う。

　驚いているのだろう。実際、ユキナリは滅めつ多たな事では暴力を振るわないし、敵であれ何であれ痛めつけて喜ぶ様な趣しゆ味みも無い。相手が女子供なら尚更だ。その事を誰よりもよく知っているからこそ、ダーシャは意外に感じているのだ。

「あの……ユキナリ様」

　と何処か遠えん慮りよするかの様な口調で、三人目の声がする。

　ワゴンで茶器一式を運んできた少女が、ソファ前のテーブルに茶器を並べ始めた。

「お疲つかれ様さまでした……お茶を、どうぞ」

　亜あ麻ま色いろの髪を三つ編みにした、素そ朴ぼくな印象の少女である。

　良くも悪くもダーシャとは対たい称しよう的てき、おどおどと常に揺れているかの様な不安げな表情や仕草が特徴で、目鼻立ちはそれなりに整っているのだが、器量の良さよりもその気弱げな物腰が先に目立つ。

　ベルタ・ヴォーマンというのがこの娘の名である。

　諸事情在ってユキナリに『捧ささげられた』身で、普ふ段だんは彼の身の回りの世話や、雑用を引き受けてくれている。ただし今はこの屋や敷しき――シリングス邸ていに留とどまって、見張り役の女傭兵ヴェロニカ共々、あのアンジェラの世話をしていた。

「ああ、ありがとう」

　ユキナリはそう言ってベルタに微ほほ笑えみかける。

「いえ……」

　とベルタは頬を赤く染めて俯うつむいた。

　彼女がユキナリの従じゆう僕ぼくの様な立場にいるのは、本来、彼女の自由意志で選んだ結果ではないというか、色々と成り行きの感が強いのだが……それはそれとして、彼女はユキナリの事を慕っているらしい。特にこの数日はユキナリと顔を合わす度に恋こいする乙おと女めそのものといった初うい々ういしい反応を示すので、ユキナリとしても少々戸と惑まどい気味である。

　ともあれ――

「しかしあれは……何だったんだ」

　ユキナリは改めて溜息をついて言った。

「何か在ったのですか？」

　ベルタの後から更にもう一人――金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が居間に足を踏ふみ入いれながらそう尋たずねてきた。凜りんとした雰囲気の在る美人で、ダーシャやベルタに比べて若じやつ干かん、大人びた雰囲気が在る。実際に年ねん齢れいが上という訳ではなく、同世代の少女達よりも『政治的』な苦労を背せ負おい込む事が多い為だろう。

　フィオナ・シリングス――フリートラントの街長の娘であり、現在は父の代行を務めている少女だ。王都に留学した経験も在り、知識も豊富、頭の回転も速く、それでいて柔じゆう軟なん性せいも高い。既にその肩かた書がきから『代行』の文字が取れても違和感は無い位だった。

　ともあれ――

「ああ、まあ、その……」

　ユキナリは何と言って良いのか分からず言葉を濁にごす。

　だが代わりにヴェロニカが、あっさりと地下蔵での出来事を暴ばく露ろしてしまった。

「あのアンジェラ・ジンデルがユキナリを侮ぶ辱じよくする様な事を言ったのさ。で、彼が激げき怒どして平手打ちを一発」

「……ユキナリが？」

　と驚いた様にフィオナが言うのは、彼女もまた、ユキナリの性格というものをよく知っているからだろう。ダーシャの様にユキナリの傍そばに長く居た訳ではないが、フィオナはフィオナで人を見る眼――というか優れた人間観察の才が在る。

「ああ、まあ、ついカッとなってな」

「ユキナリもそんな風に激げき昂こうする事があるんですね」

「幻げん滅めつしたか？　女に手を上げる最低な野や郎ろうって」

「いえ？」

　言ってフィオナは笑う。

「むしろ人間味があって親しみがわきますよ？」

「……そういうもんかね」

「そもそもユキナリ？　――最低な男というのはですね、女を殴る時には拳こぶしを使いますから。カッとなって出たのが、平手だというのは、紳しん士しの証しよう拠こですよ」

　とフィオナはヴェロニカの方を見て言う。

「……確かにな」

　とヴェロニカも苦笑して頷いた。傭兵である彼女は、恐らく人間の本ほん性しようというものが剥むき出しになる場面を何度も見てきたのだろう。

「それにあの女の反応も妙みようだった」

「――妙というと？」

「ユキナリに頬をぶたれても、怯ひるむどころか、むしろ――」

　そこでヴェロニカは眉を顰めて言いい淀よどんだ。

「なんというか、むしろ、よりユキナリを挑ちよう発はつしていたというか……」

「そうなんだよな」

　ユキナリはアンジェラの顔を思い出す。

　頬を赤らめ、眼はぎらぎらと輝いて、息も荒あらく……何か異様な雰囲気だった。恐怖や憤怒で震えているというよりも、何か、興奮している様な感じだった。

　正直、思い返せば気味が悪かった。実際に相対していた時は、ユキナリも怒りで興奮状態にあった為ために、あまり気にならなかったのだが――

「敵意からユキナリを侮辱していた訳ではないのですか？」

　怪訝そうにフィオナが尋ねてくる。

「多分、あれは違う」

　とヴェロニカが若干、辟へき易えきした様な表情で言った。

「あれは……悦よろこんでいたな。本人も気付いているかどうか怪あやしいが」

「悦ぶ……？」

「私も傭よう兵へい稼か業ぎようで色んな人間を見てきたが」

　意味が分からない、といった様子でベルタやダーシャと顔を見合わせるフィオナに……ヴェロニカは溜息交じりで言った。

「時々、まともとは思えない刺し激げきで悦ぶ人間はいるものさ」

「まともではない刺激……？」

　と不思議そうに呟くのはベルタである。

「傭兵なんてのは普ふ通つうの人間の集まりから爪つま弾はじきになった奴やつが流れつく先でもあるからね。普通に馴な染じめない、変わった奴は珍めずらしくないどころか、一山いくらの状態さ。特にああいう、下半身に絡からんだ嗜し好こうってのは色々でね。同性がいい奴、年が離れてないとダメな奴……対象が上の場合も、下の場合も両方ね」

「ああ……そういう……」

　とフィオナが苦笑を浮かべて頷き、ダーシャとベルタはむしろ興きよう味み津しん々しんといった様子でヴェロニカの話を聞いている。

　そして――

「あとは実の姉や妹じゃないとダメってのもいたな」

「…………」

　ヴェロニカの何気ない一言は、ユキナリの胸の奥に引っかかった。

　姉や妹に対して強い愛着や執しゆう着ちやくを持つ状態――特に恋れん愛あい感情や性的欲求を覚える事を、俗ぞくにシスター・コンプレックス、略してシスコンという訳だが。

（……姉ちゃん……）

　ユキナリの前世――天あま野の行ゆき成なりの育った家は、かなり特とく殊しゆな環かん境きようだった。

　親は父も母も滅多に家に寄り付かず、物心ついてからずっと、姉と二人で身を寄せ合う様にして生きてきた。だから家族という言葉で先まずユキナリが思い浮かべるのは、仕事中毒ワーカホリツクの父でもなく、新興宗教にはまっていた母でもなく、姉の初はつ音ねだ。

　通常、人間の子供が己おのれの『世界』において最初に認にん識しきする『他人』は母親であり、だからこそ、殆ほとんどの子供にとって母親というのは強い影えい響きよう力りよくを持つ存在に――芽生えた愛情を捧げるべき最初の存在になる。

　だがユキナリの『世界』において最初に存在した『他人』は姉だ。

　姉こそがユキナリの最大の理解者だった。

　姉こそがユキナリの最愛の家族であった。

　だからこそ『前世』の最さい期ごの時――轟ごう々ごうと唸うなる炎ほのおに焼かれながらも、姉と共に死ねるならば未まだマシだと、ユキナリは本気で思ったものだ。

　しかし――

（俺おれだけがこんな……こっちに来ちまって）

　最愛の姉はもう居ない。

　なのに自分だけがおめおめとこうして生きている。この新しい世界で仲間にも恵めぐまれて生きていられる。その事にユキナリは罪悪感すら感じていた。

「ユキナリ様……」

「――あ、ああ、ベルタ、何？　どうかした？」

　おずおずとした口調でベルタに呼よび掛かけられて、ユキナリは我に返った。

　ユキナリの『巫女みこ』を自じ認にんする少女は、何か訴うつたえかける様な眼めで彼を見つめ――

「ユキナリ様も、その、ひょっとして……『まともではない刺激』が……お好みなのでしょうか……？」

　いつもの申し訳無さそうな口調で、しかしとんでもない話題を切り出してきた。

「は……？　ど、どうしてそんな話になる？」

　今の今まで姉の事を考えていたせいか、妙に焦あせってしまうユキナリ。

　まさかベルタにそんな内心を見み透すかされた訳でもあるまいが。そもそも彼かの女じよはユキナリにかつて姉が居た事すら知らないだろうし。

「いえ……その……ユキナリ様のお好みを知れば……私でも……その……御ご奉ほう仕し出来るんじゃないかって……」

「御奉仕して貰ってるから。もう充じゆう分ぶんに」

「……それは……でも……」

　と何やらベルタは不安げ――というよりも不満げだ。

　しかもユキナリの隣ではダーシャもまた、何か妙な事を考えていた様で……

「――ユキ」

　ふと何か決意するかの様にぎゅっと拳を握りしめてダーシャは言った。

「大丈夫」

「いや。何が？」

　嫌いやな予感を覚えてそう尋ねるユキナリ。

「ユキが『まともとは思えない刺激』が好き、でも大丈夫。頑がん張ばる、から」

「頑張らなくてよろしい。っていうか何を頑張るつもりだよ？」

「……平手打ち？」

　そう言って――まるで何かの素そ振ぶりでもするかの様に、右手を繰くり返かえし動かして見せるダーシャ。華奢に見えるが、意外とダーシャは腕わん力りよくがあるので、彼女の平手打ちは結構、痛そうだった。

「俺はそういう趣味じゃないから」

「そう、なの？」

　と首を傾げるダーシャ。

　そんなユキナリ達たちのやりとりを、ヴェロニカは苦笑して眺ながめていたが――

「まあ、尋問は捗はかどらなかったが……あの女の存在自体が人ひと質じちとしての意味を持つのは間違いない。とりあえずはあのまま地ち下か蔵ぐらに飼っておくべきだろうな」

　話をとりまとめる様にそう言った。

「とりあえずというのは、いつまでの話です？」

　と尋ねるのはフィオナだ。

　彼女にしてみれば自分の家の地下蔵に、一人とはいえ敵を閉じ込めておくのはやはり落ち着かないのだろう。一応、見張りとしてヴェロニカが滞たい在ざいしているし、アンジェラの武器は全て取り上げてあるが、それでもだ。

「分からない。相手の――教会の出方次し第だいか」

「むしろこちらから使者を送っての交こう渉しようは……止めておいた方が良さそうですね」

「私の仲間の事を気に掛けてくれるのは有り難いが――」

　ヴェロニカは顔をしかめて言った。

　彼女の仲間である傭よう兵へい達たちや、雇やとい主ぬしである商人達は、アルドレイルの街で未だ囚とらわれたままだ。元々アンジェラを生かしておいて捕ほ虜りよにしたのは、人ひと質じち交こう換かんでアンジェラの仲間達を取り戻す事ができるかもしれない――という思おも惑わくもあったからだ。

　しかし……

「恐おそらく、守護聖人像を二体も繰り出して、地方の一都市を制圧出来なかったのは、教会側としても初めての事だろう。アルドレイルに残っている連中も混乱している筈はずだ。場合によっては教会本部への報告を躊ちゆう躇ちよしている可能性も在るし……いずれにせよ、こちらの思惑が何処に在るのか分からないまま、迷っていてくれた方が、時間が稼かせげる」

「なるほど」

　と感心した様子でフィオナが頷く。

　フリートラントが今後、教会に対してどういう姿勢をとるにせよ、時間を稼いで街の力そのものを充じゆう実じつさせておくに越こした事は無い。

「あの女が人質になっているだろう事は、もうアルドレイルの連中も知っているだろうから……人質交換をする積もりが向こうにあるなら、私の仲間や雇い主を無意味に殺したりはしないだろうしな」

　アンジェラは有力貴族の出で、かつ第九宣教騎き士し団だんの副団長の地位にもあった人物である。重要人物である事は間違いないだろうから、教会としても取り返せるものならば取り返したいと考える筈だった。

「つまり、しばらくは大丈夫……と」

「しばらくは、な」

「……それでよろしいですか、ユキナリ？」

　フィオナはダーシャ、ベルタ、そしてユキナリと視線を順に送り――誰だれからも異論が出ない事を確かく認にんした上で、念を押おす様に尋ねてきた。

「異論は無いよ」

　ユキナリは肩を竦すくめて同意を示した。





●






　フリートラントの街は辺境に位置する。

　これは王都を基準点、即すなわち世界の中心として見た場合の認識であるが……単純に交こう通つう網もうの密度とその上に生じる物流の量から見ての事でもある。フリートラントが存在する地域では人間が住んでいる領域は広大な荒こう野やに点在する程度のものであり、辺境街かい道どうがこれを辛うじて結んでいるだけに過ぎない。

　しかも辺境街道はかつて、王国軍が地方遠えん征せいの際に敷しいたものだが、現在その維い持じは各地方都市や商業組合等に一任され、充分に整備されているとは言い難い。

　王都周辺では石材や煉れん瓦がが敷き詰つめられている道路も、辺境になると地面は剥き出し、雨の後にはあちらこちらが泥濘ぬかるみ、主な利用者である巡じゆん回かい商人達や、旅人達を難なん儀ぎさせていた。深い藪やぶがすぐ傍にまで迫せまっている場所も在れば、切り立った崖がけの上を通らねばならない場所も在る。

　街道の状態が良くないという事は、事故が起こり易やすいという事であると同時に、これを警けい戒かいすれば移動距きよ離りが稼げないという事であり……それはつまり、人里離はなれた場所での野営を余よ儀ぎなくされる事も多いという事を意味する。

　野盗や山さん賊ぞくといった無法者は勿もち論ろんだが、猛もう獣じゆう、更には異獣、亜あ神しんといった凶きよう暴ぼうな害がい獣じゆうの類いも辺境には出しゆつ没ぼつする事が多く……それ故に、辺境街道を往ゆく事は文字通りの命いのち懸がけの行こう為いだった。商人達も自らが重武装をするか、さもなくば護衛の傭よう兵へい部隊を随ずい伴はんさせた上、夜間の行動は避さけるのが常だ。

　少なくとも……辺境街道を単身で旅するのは事実上の自殺と言っても過言ではない。

　だが――今。

「…………」

　フリートラントに続く辺境の街道を一人の旅人が歩いている。

　驚いた事にそれは、十代前半とおぼしき少女であった。

　長い、白銀の髪かみの持ち主で……その一方で瞳ひとみの光こう彩さいは宝玉の如き紫むらさき色いろである。

　体つきは華奢そのものだ。何処どこからやってきたものかは一見しただけでは分からないが、少なくとも旅慣れている様子は無い。むしろ生家からろくに出た事すら無い様な――文字通りに深窓の令れい嬢じようといった雰囲気である。何よりその服装が旅人のものではない。眩まぶしい程ほどに白い長衣、編み上げのサンダル、武器の類いはおろか鞄かばんすら持っておらず、街中を散歩しているかの様な格好である。

　明らかに正気の沙さ汰たではない。

　此こ処こまで無事に歩いて来れた事そのものが、奇跡に等しい幸運と言っても良かった。

　ただし――その運の良さも此処までであったらしい。

「……？」

　少女はふと足を止めて首を傾かしげる。

　同時にがさりと街道の脇わき――近くの藪が揺れた。




　――いぎ。ぎ。ぎぎぎ。ぎぎ。ぎ。




　異様な声が藪の奥おくから滲にじみ出でてくる。

　すぐ近くに何かが潜ひそんでいる。そして近づいてくる。それは明らかだ。だが少女は怯おびえた様子も無く、むしろ不思議そうに眼を瞬まばたかせてそちらを見つめている。

　やがて――




　――ぎぎぎぎぎ！




　一ひと際きわ大きく藪が揺れたかと思うと、そこから異形のものが飛び出してきた。

　獣である。

　大きい。そして――醜みにくい。

　剛ごう毛もうに覆われた身体でありながら、その生き物はあろう事か二足歩行をしていた。ただし足は短く、腕うでは長く、前ぜん傾けい姿勢のままで、四つ足で歩いた方が無理が無いのではと思われる様な体躯である。

　恐らくは猿さるの一種なのだろう。いや。一種だったと言うべきか。

　獣の様でいて獣ではない。人の様でいて人でもない。

　明らかにその顔は人間寄りだった。獣の身体に人間の顔を継つぎ足たしたかの様な違い和わ感かんがそこには在る。まさしく異形。まさしく醜しゆう悪あく。どちらにも似ているというより、人からも獣からも中ちゆう途と半はん端ぱに外れた怪かい物ぶつだった。

　しかも――

「……ヌ、オ、オオオオ……」

　それは喋しやべった。

　その双そう眸ぼうにやはり獣以上人未満の異様な感情を滾らせて。

　渇かつ望ぼうである。それも食欲や性欲といった本能に属するものではない。

「ヌオォ……脳ッ！」

　頭を上下左右に激しく振ふりながらそれは言った。

「脳、脳、脳……味み噌そ……ヲ……オイテケ……」

「……脳のう味み噌そ？」

　少女はきょとんとした表情で更に首を傾げる。

　大の大人でも目の前で相対すれば怯まずにはおれぬ様な異形を前に、しかし微み塵じんもその様子に変化は無い。のんびりと街中を散策している最中に、ふと、珍しい種類の猫ねこや犬の類いを見かけた――その程度の反応だった。

　獣が喋る事にも驚いた様子は無い。

「脳……オイテケ……脳……オイテケバ……許シテヤル……」

「困ったな」

　少女は本気でそう言っているかの様だった。

「さすがに脳はあげられないよ？」

「脳……美味おいシイ……脳……舐なメル、啜すすル、囓かじル……頭……ヨクナル……チュウチュウ吸ウ……美味シイ、美味シイ、美味シイヨオ……！」

　会話が噛かみ合あっていない。

　だがそれも仕方の無い事だろう。少女の目の前に現れたその怪物はそもそもまともな会話が出来る程に賢かしこくはない。だからこそ人間の脳を喰くって賢くなろうとしているのだ。

　亜神。そう呼ばれる存在。

　ある種の生物が幾つかの偶ぐう然ぜんから、本来の寿じゆ命みようを超こえた歳さい月げつを経へて――霊れい的てきに一段高い存在へと変化したものである。確かに獣よりは多少知性があるが、しかしそれはまさしく猿さる知ぢ恵え、人間のそれには及ばない。だからより賢くなる為に、知的生物の脳を喰って霊的な階段を更に上がろうと考えているのだ。

　しかもその身体的な能力は人間を大きく上回る。

　サンダル履ばきの徒歩、しかも小こ柄がらな少女など、到とう底てい逃にげ切きれはすまい。

　それが分かっているから――という訳でもあるまいが。

「……ん？」

　少女は何気ない足取りで一歩踏み出した。

　後退うしろではない。前進まえだ。

　一歩。二歩。三歩。

　そこで少女は亜神と密着するかの様な状態にまで距離を詰めている。その間に亜神が何も少女に仕し掛かけなかったのは、この怪物にも少女の行動を不ふ審しんに思う程度の知ち恵えは備わっていたからかもしれない。

　少女は、いつの間にかその手に武器を持っていた。

　白い刃はを持つ諸もろ刃はの細剣レイピア。

　造りは非常に簡素シンプル――剣身と柄つかと、これに直交する棒状の鍔つばから成っている。虚こ仮け威おどしの部品は皆かい無む、唯ゆい一いつの装そう飾しよくと言えるのは、握った手の指を守る部分、鍔と柄つか頭がしらを結んで半円を描えがく荊いばら状の部品だった。

　そこだけがまるで血ち塗ぬられたかの様に――赤い。

　そんな細剣レイピアを、両手に一本ずつ。

　何処から取り出したのかも分からない。確かに少女は素す手でで歩いていた。武器はおろか鞄一つも持っていなかった。まるで虚こ空くうからつかみ出したかの様に、細剣レイピアは彼女の手にいつの間にか握られていたのだ。

「…………」

　少女は刺突――というより剣をまるで亜神に手て渡わたそうとしているかの様な、自然な仕草でこれを前に出す。さして力を込めたようにも見えず、実際、それは切っ先がわずかに亜神の身体に突つき刺ささっただけだった。

　勿論、致命傷にはほど遠い。

　亜神の筋肉にすら届いていないだろう。下手をすると表皮を貫つらぬくどころか、その剛毛に絡めとられただけかもしれない。亜神の毛皮は下手な革鎧よろいよりも強きよう靱じんだ。

　当然、次の瞬しゆん間かんにはお返しとばかりに爪つめか牙きばが少女に食い込む。

　食い込んで八やつ裂ざきにする………………筈だった。

　だが――

「ヌ……ヌ……ヌオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!?」

　亜神が身を仰のけ反ぞらせて咆ほう哮こうした。いや違ちがう。悲鳴を上げたのだ。

　同時に表皮一枚で止められた細剣レイピアから何かが迸ほとばしった。

「オ、オオ、オオオオオ!?　ヌオ、ヌオ、ヌオオオオ！」

　少女は動いていない。剣も表皮一枚で止められた位置から動いていない。

　なのにずぶりと亜神の身体を貫いて剣けん先さきがその背中から顔を出した。

　いや。それだけではない。

　次の瞬間、まるで亜神の体内から、四方八方に細剣レイピアの切っ先が突き出ていたのである。

「オオオオオオオオ……オッ…………」

　がくんと亜神が脱だつ力りよくする。

　身体を『内側から』滅めつ多た刺ざしにされたのならば当然、死ぬ……それはしかし人間の常識である。亜神の身体は更さらにそこから崩くずれ落おちた。

　元々亜神は一体の獣の身体から成っている訳ではない。多くの場合に亜神は眷けん属ぞくと呼ばれる動物を引き寄せてその身に纏まとい、より大きな身体を成す。集団で身を寄せ合い一匹ぴきの生き物の様に行動するのだ。だから『核かく』となっている個体が殺されれば、眷けん属ぞく達たちは結合力を失ってばらばらになる。あるいはその眷属達の中から力を蓄たくわえ、次の『核』が出てくる事もあり得るだろう。亜神を完全に『滅ほろぼす』のはそういう意味でも難しい。

　しかし……少女は一切の躊躇無く眷属の掃そう討とうに掛かった。

「――ギゲッ!?」

　とす、と眷属の一匹が地面に縫ぬい止とめられる。

　少女が左手の細剣レイピアを上から刺し降ろしたのだ。それを見て他の眷属達はむしろ好機とばかりに逃にげ始める。少女の剣は残り一本。一いつ斉せいに逃げ出せば殺せるのは精々あと一匹、そんな計算が愚ぐ鈍どんな獣の頭の中では働いていたのかもしれない。

　しかしそれは甘あまい考えだった。

　とす、とす、とす、とす、とす……次々と眷属達は地面に縫い止められていった。

　恐ろしく軽かろやかな、殺さつ戮りく。

　まるで雨上がりの朝、畳たたんだ傘かさを片手に踊おどるかの如く、楽しげに少女は次々と何処からか取り出した細剣レイピアで眷属達を刺し殺していく。しかもただ細剣レイピアで貫かれるだけではない。よく見れば全ての眷属が全身穴だらけで息絶えていた。元の亜神と同様、内側から滅多差しにされているのだ。

　だが……どうやって？

　一体何が起こっているのか。

　そもそもこの大量の――三十本を超える細剣レイピアは何処から来たのか。

「……これで最後、かな？」

　最後の一匹を穴だらけにして、少女はまた首を傾げる。

　まるで小鳥の様に無む垢くそのものの仕草だった。
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「ごめんね。むしろ私の方が貰もらっちゃったね」

　それは一体――どういう意味か。

　ふと風が吹ふいた。

　それはさして強くもない、精々が木々の梢こずえを微かすかに揺ゆらす程度のものでしかなかったが、少女の細剣レイピアで地面に縫い止められていた亜神の眷属達は、一斉に崩ほう壊かいし、塵ちりとなって吹き散らかされていった。

　後には何も残らない。

　少女が再びのんびりとした足取りで歩み去った後には――ただ、三十本あまりの細剣レイピアが、墓標の如く地面に突き立てられているばかりだった。





●






　日が暮れる前に、ユキナリ達はシリングス邸を辞して神しん殿でんへと戻もどってきた。

　神殿といっても別に石造りの大層な建物、という訳ではない。大きめに造られてはいるが、単なる家屋である。地神代わりにフリートラントを守護する事になったユキナリの御ご座ざ所しよ、という事で造られた建物だ。ユキナリとしては『神殿』などと呼ばれると微び妙みように居い心ごこ地ちが悪かったりもするが、街の人々にはその方が通りが良いので、もうこの呼び方で定着してしまっている。

　で――

「本当に面めん倒どうな事になってるな……」

　神殿に入って拝はい謁えつの間――という名の居間で腰こしを下ろしながらユキナリは溜ため息いきをついた。

　実を言えば神殿に戻る前に、ユキナリはもう一度、アンジェラに対して尋問を試みている。今度は激昂しない様にと意識して、ヴェロニカ、フィオナにも一いつ緒しよについて行ってもらったのだが、結果としては先と同じ事になった。

　アンジェラはどうやら、ユキナリ自身を罵ば倒とうするよりイルジナを貶おとしめる様な事を言う方が『効く』と理解してしまった様で、とにかくイルジナを罵ののしり嘲あざける様な事ばかりを言ってくるのだ。結局ユキナリはまた我が慢まんできなくなって手を上げそうになったところを、ヴェロニカに止められるという失態を演じてしまった。とはいえ、ダーシャを敢あえて同行させなかったのは正解と言えただろう。それこそダーシャならば問答無用でアンジェラにマグナム弾を撃ち込みかねない。それも姉のイルジナを貶めたという事に加え、ユキナリを怒おこらせたという二重の怒いかりでだ。

　勿論……アンジェラを殺してしまうのは得策ではない。殊更に傷つける意味も無い。

　結局、ユキナリはしばらく尋じん問もんを断念し、一日か二日、時間を置く事にした。

「しかし教会の連中――というか宣教騎士団の連中が、どう出てくるか……」

　それを思えば悠ゆう長ちように構えている場合でもない。

　アンジェラ達との交戦をきっかけに、ユキナリ達は宣教騎士団と本格的に事を構えることとなった。攻せめてきた二つの宣教騎士団を完全に殲せん滅めつした訳ではないから、フリートラントがハリス真教会と敵対する行動を採った、という情報はもう生き残りの連中によって報告済みだろう。場合によっては教会本部も知っている筈だ。

　ここからどう対処したものか。

　元々アンジェラからは彼かの女じよ等らが駐ちゆう屯とんしていたアルドレイルの街の情報を得たいとユキナリは考えていた。驚おどろいた事にあのアンジェラという娘むすめ、あの若さで教化遠えん征せい軍ぐんの副団長を務めていると、同じ宣教騎き士しのアーロン・ランズダウンから聞いていたからだ。

　出来ればアルドレイルの街にいるヴェロニカの仲間達を救出したい。

　ユキナリは先ずそう考えていた。

　彼かれが作り出した幾いくつかの武器――〈デュランダル〉や〈デールリンガー〉といった小しよう銃じゆうで武装はしているものの、フリートラントの住人達は基本的に戦争に関して素人しろうとだ。街の治安を内外から守る為にと衛え士じに相当する自警団の男達は存在するが、彼かれ等らはあくまで万が一に備えての存在であり……かつて地神の守護を受けていたフリートラントでは、外部から来る害獣の類いに対する備えも弱い。自警団はあくまで警察的な行動に終始していて、軍隊の様な集団戦せん闘とうには全く不慣れだ。

　やはりこれから宣教騎士団と事を構えるとなると、本来の仕事――戦争を生業にしている様な連中の助力があるに越した事は無い。

　この世界では王都による統一戦争の後、本格的な戦争はもう何十年何百年と生じていない様だが、地方領主間の地域紛ふん争そうの様なものは変わらず勃ぼつ発ぱつしているとかで、傭兵達はそうした場面でしばしば傭やとわれているという。

　彼等を救い出す為に、アルドレイルを攻める、というのも選せん択たく肢しの一つとしてユキナリは考えていた。だがその一方で今まで専守防衛に徹てつしてきたユキナリは、わざわざ出向いていって他の街を攻める、という考え方に若干の抵てい抗こうを覚えているのも事実だった。

　攻めるという事はつまり、積極的に『殺しに行く』という事でもある。

　勿論、無血開城の様な、圧あつ倒とう的てき戦力で戦わずして相手を降こう伏ふくさせるという場合も在るだろうが、今のユキナリに、そしてフリートラントに、そこまでの力は無い。

　効率的にアルドレイルを攻める――つまりは出来るだけ敵にも味方にも犠ぎ牲せい者しやを出さないように事を済ます為には、やはりアンジェラの持つ情報は必ひつ須すだった。

　しかし――

「……まさか演技って訳でもないだろうし」

　まさか拷ごう問もんを躱かわすために特殊な性せい癖へきがあるフリをした訳ではないだろう。本人にも自覚が無い様なので尚なお更さらである。やはりヴェロニカの言う通りアンジェラという娘にはある種、被虐趣味マゾヒズムの傾けい向こうが在るのだ。本人としては、囚われの身でありながら、臆おくする事無く教会の敵に――ユキナリに抵抗する健け気なげな宣教騎士、という『大義名分』が立っているのかもしれない。

　だが明らかにアンジェラはもう一度、ユキナリに平手打ちを食くらいたがっていた。少なくともユキナリにはそう見えた。だからこそユキナリを挑発しているのだ。

　面倒な相手である。

　拷問したらしたで彼女を悦ばせるだけだろう。勿論、倒とう錯さく趣しゆ味みだなんだと言っていられない位に強きよう烈れつな苦痛を与あたえるという方法もあるだろうが、どうやれば良いのかがユキナリには分からない。勢い余って殺してしまっては元も子も無いし、そもそも殴なぐってくれれば誰でも良いのか、それともユキナリでなければいけないのか、その辺りも今ひとつ分からないのだ。

　事細かにそれを探さぐっていくという手も在るが、何な故ぜそこまでして敵の趣しゆ味みに付き合わねばならないのだと思うと、うんざりする。拷問している筈が接待している、なんて間ま抜ぬけな事になりかねなかった。

「はー……」

　溜息をつくユキナリ。

　そこへ――

「どうしたのじゃ？」

　と尋たずねてきたのは――ふと居間に顔を出した異形の少女だった。

「ウルリーケ……」

　目鼻立ちは至って普通、というより、非常に愛らしい少女のものだ。そこに破は綻たんは何も無い。ただしその髪は若葉の色であり、更にその頭部からは鹿しかのものを思わせる『角』が生えている。額のすぐ上に二本、側頭部に二本、前の二本はまるで鬼おにの角の様に見えるが、後ろのそれは幾つかに枝分かれしている為、奇き妙みようなボリューム感というか……ある種の威い厳げんをその可か憐れんな姿に与えていた。

　それも当然と言えば当然か。

　この少女は『神』――正しくはそう呼ばれる存在の端たん末まつなのである。

　ウルリーケ。ユキナリ達は基本、そう呼んでいるが、これはあくまで端末になっている少女の名前であり、彼女の背後には本体である樹木の神が居る。

　ロストルークの地神――イグドゥーラ。

　彼かの地ちを動けない本体に代わり、いわば名代としてこの地にやってきているのが、このウルリーケなのである。

「何やら疲つかれた顔をしておるの。ひょっとして、フリートラントで何かあったのかや？」

　そう首を傾げてウルリーケは尋ねてくる。

　彼女はシリングス邸ていには出向いていない。この神殿の留守番を頼たのんでおいたのだ。

　ちなみにユキナリ達の神殿の隣となりには、イグドゥーラ名代たる彼女の神殿も建築予定なのだが、街の防備やら何やらを優先させている為、未だ、基き礎そ工事も終わっておらず、ウルリーケは当たり前の様にユキナリの神殿に寝ね泊とまりしている。

「例の、宣教騎士団の女騎士な……なんかこう、尋問できないって言うか」

「尋問できない？」

「あー……なんというか」

　ユキナリは言葉を選ぼうと頭の中身を色々と探ってみたが、上手うまい言い方が思いつかず、結局はそのまま言う事にした。

「変態というか、変わった趣味の女らしくてさ。叩たたかれて悦ぶから、脅おどしても効かないし、拷問しても多分、意味が無い」

「……ほう？」

　とウルリーケは感心した様に声を上げる。

　そこに――

「……ユキ」

「ユキナリ様」

　戻ってきて着き替がえを終えたらしいダーシャとベルタが居間に入って来る。

「どうした、の？」

「ああ、いや。例のアンジェラって女騎士の話をな」

　と頬ほおを掻かきながらユキナリは言う。

「叩かれてもむしろ悦ぶので、尋問できない――という話じゃが」

　ウルリーケは首を傾げて言った。

「いっそ、眷属化するのも手じゃが？」

「は……？」

「とりあえずその女を殺して」

　と小鳥の様に無む垢くな笑え顔がおのままウルリーケは言った。

「死体が腐くさらぬうちに、我わが『種』を――いや『苗なえ』を植え付ける。ああ、いや、殺すまでもないな。生きたままでも構わん。とにかく、そうすれば我が眷属として支配は出来よう。記き憶おくも概おおむねそのままじゃから、聞きたい事は全て喋らせる事が出来る筈じゃ」

「いやいやいやいや。待て」

　慌あわててユキナリは言った。

　基本、ウルリーケは――というかイグドゥーラは、地神の中では異常な程に温おん厚こうというか、人間を襲おそって殺す様な残ざん虐ぎやくさとは無む縁えんだが、それでも根元は人間ではない。あくまで植物なのである。発想の基本がかなりユキナリとは異質で、道義的に首を傾げざるを得ない様な事も平気で言い出したりする。

「殺すのはまずい」

「そうか？」

　と不思議そうに眼を瞬かせるウルリーケ。

「良い案と思ったのじゃが」

「いやまあ、確かに情報を得る手段としては確実なんだろうけどな……」

　戦った末に相手を死傷させるのはまあ、仕方ないと割り切れるが、やはりユキナリは無む抵てい抗こうの相手を殺すのには躊躇ためらいを覚える。かつて王都で協会関係者を大量殺さつ戮りくした罪人が何を、とアンジェラは笑うかもしれないが――あれは逆上しての事であり、その事について、頭が冷えた今、ある種の罪悪感を覚えているからこそ、ユキナリは出来るだけ教会関係者からも死傷者を出さない方法を模も索さくしたいと考えていた。

「ならば逆の考え方も手じゃな」

　とウルリーケが言う。

「――逆？」

「苦痛を与えられ、虐しいたげられる事を悦よろこぶのじゃろ？　ならとことん悦ばせてやれば良い」

　相変わらずその表情は無垢なままだ。

　だがやはり普ふ通つうの人間とは少し思考の形が――価値観が異なるらしい。

「悦ばせてやればって……」

「殴って、叩いて、蹴けって、ああ、場合によっては、指を何本か折ってみたり、耳を削そぎ落としてみたり……後は、なんじゃったか……」

　首を傾げてウルリーケは何かを思い出そうとしていた様だが。

「りょうじょく、そう陵りよう辱じよくじゃ。陵辱してやればむしろ、大喜びして、ユキナリに従う様になるのではないか？　さすればどちらも得をする。良い案じゃな」

「いや、だからそれは……」

「それともそのアンジェラという娘ではユキナリの方が気が乗らんか？　確か人間の雄おすは精神的な高こう揚ようを経なければ受粉作業が出来ないのじゃったか？」

「…………」

　ユキナリは頭を抱かかえそうになった。

　やはり人間ではない――というか動物ですらないイグドゥーラの発想は、普通の人間ならば忌き避ひする様な領域に、笑顔で踏ふみ込んで来る。『受粉』などという言い方をしている事からしても、性的な物事に関する価値観がまるで違うのが分かる。そして本人に悪意が無いだけに、余計、扱あつかいにくいのである。

（まあ、貞てい操そう観念とか、関係無さそうだしなあ……）

　植物の『性せい行こう為い』――つまりは『受精』は多くの場合、一対一で行われるものではないし、相手を選定する自由も無い。受粉相手の選定は風任せ虫任せで、そこには植物の側で積極的に関かかわれる部分は無い。

　無論、眷属化した者達の知識から、人間の性行為の概がい念ねんとそれに関わる事について知識は持っている様だが、実感として理解はしていないのだろう。

　とはいえ――

「あ、あの、ユキナリ様……？」

　とそれまで黙だまっていたベルタがふと何か思いついた様子で声を掛かけてくる。

「ん？、何か気になることでもあるのか？」

　むしろ妙みような泥どろ沼ぬまにはまり込んでいる所に手を差さし伸のべられた様な気持ちで、ユキナリが彼かの女じよに応じると――

「……あの……ユキナリ様にお伺うかがいしたいことが……」

　と躊ちゆう躇ちよしつつもそんな事を言ってくる。

「俺おれに？」

「はい、ユキナリ様は…………その」

　ベルタはしばらく自分の膝ひざの辺りを見つめていたが。

「ユキナリ様の御ご趣しゆ味みに私達は合わないのでしょうか……？」

「は……？」

「ですから、その、男と女の、趣味というか！」

　何故か妙に強い口調で――意を決したとでも言うかの様に、いつもの彼女らしからぬはっきりとした口調でそう問うてきた。もっとも散々自らを鼓こ舞ぶした上での思い切った発言だったのか、その直後に彼女は頬を赤らめて俯うつむいてしまったが。

「シリングス邸での続きか……」

　とユキナリは溜息をつく。

　確かにそういう話題も出ていたが、ユキナリとしては冗じよう談だんの様な感覚で適当に流してしまったのである。だがベルタにしてみればそれで納なつ得とく出来なかったという事らしい。改めて蒸むし返かえしてくるとは思わなかった。

　しかも――

「私達、というのは、私も含ふくめての、事？」

　とダーシャが眉まゆを顰ひそめて言う。

「はい。私達、全員――です」

「心外。私はユキの趣味の範はん疇ちゆう」

　とダーシャは言う。

「ユキは、銀ぎん髪ぱつで眼鏡の娘が趣味……多分」

「いやまて。決めつけるな」

　とユキナリは慌てて言った。

「違う……の……？」

「…………」

　ダーシャに見つめられてユキナリは言葉に詰まる。
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　表情も口調もいつもの様に淡たん々たんとしているが、ユキナリだからこそ見分けられる様な、微かな不安が彼女の姿には透すけて見えた。

　ダーシャの事を異性として見ていない、といえば嘘うそになる。

　これはベルタに対しても同様だ。ウルリーケですら『朝の日課』で全ぜん裸らになっている姿を見せつけられると性的興奮を覚えたりもする。その辺はこの〈御み遣つかい〉の身体になっても、人間であった時と同様で、恐らく、その気になれば性的な交こう渉しようも出来るのだろう。

　しかし……

「あー……」

　ユキナリは呻うめき声ごえを上げる。

「私はユキナリ様に捧ささげられた巫女みこですから、少しでもユキナリ様のお役に立ちたいですし、そのためには、その――自分をユキナリ様の御趣味に合わせて変えられるものなら、変えたいと」

　ベルタが更にそんな事を言ってくる。

「いや、前にも言ったけど、義務とかそういうのは……」

「いえ、義務では無く！」

　と決然と顔を上げて言い切って――それからまたベルタは真っ赤になって俯いてしまう。

　ここまで押し出しが強いベルタを見るのは初めての事だ。何か彼女の中で変化が在ったのだろうが。実を言えば前回の戦い以後は、アンジェラの世話役としてシリングス邸に彼女は詰めていた為ため、こうして顔を合わせて話をするのは久しぶりなのだが――ひょっとしてあの戦いの中で、何かきっかけでもあったのか。

　ともあれ……

（……どうしたもんだか……）

　身体に根付いた欲望とは別に、ユキナリは目の前の少女達たちを愛いとしいとは思う。

　だがそれを理由として彼女等を抱だくかと問われると――

（……なんだろうな……これ……）

　自分の中で問い掛けつつ、しかし、ユキナリは概ねその正体を知っていた。

　自分がダーシャやベルタと、あるいはウルリーケとそういう関係になったところが想像しにくい。してみても何か現実感に欠けるというか。

　では誰ならば、と問われれば、脳のう裏りに浮うかぶのは――

「…………」

　差し伸べられる手。

　誘さそう様に。癒いやす様に。

　その主は、この世界に来て初めて見た、イルジナであり、前世で最後に見た――

（……姉ちゃん……）

　天野初音。血の繋つながった実の姉。

　勿論、常識的に考えれば実じつ姉しに劣れつ情じようを抱くなど許される事ではない。それこそウルリーケのずれっぷりに文句を言えた立場ではなかろう。

　しかしあの時の――『転生』直前、火事になる直前の天野家には、一種、特とく殊しゆな空気で満ちていた。常識が非常識に、非常識が常識に、価値観が裏返るような、禁忌タブーが強制力を失うようなそんな空気が。

　常識は自分達を幸せにしない。常識なんて何の救いにもならない。

　それをユキナリは、そして初音も嫌いやという程に理解していた。

　だから、二人は身を寄せ合う様にして生きてきたし、だからこそ――

「…………」

　そこでふとユキナリは気付いた。

　後ろめたいのだ。申し訳ないのだ。

　既すでに姉の初音は死んだ。

　それが実の姉し弟ていの間で不道徳な感情を抱いたが故ゆえの罰ばつなのだとしたら……自分だけがその事を忘れ果てたかの様に、こうして誰だれかと幸せになる事に、躊躇を覚えてしまうのだ。

　だから……

「いやまあ……正直、今は忙いそがしくてそういう事を考えてる余よ裕ゆうが無いんだよ」

　とりあえず笑顔を取とり繕つくろって、ユキナリはそう答えておいた。
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　黄たそ昏がれ時どき――あるいは、誰たそ彼時。

　一日が終わり、全てが茜あかね色いろの光の中で暮れなずむ。

　夜目の利きかない人間にとって夜は活動に適した時間とは言えない。街灯の無い壁かべの外では尚更である。危険な獣けものの多くは夜行性という事も在って、街壁の外で畑仕事に精を出していた人々は、早々に家路につく事になる。

　フリートラント周辺の農地の一つ。

　そこから今――一組の夫ふう婦ふが街に向かって歩いていた。

　男の方は野の良ら着ぎ姿で、あちこちに畑仕事の結果らしき泥どろ汚よごれがこびりついている。

「いやぁ、今日も働いたなぁ」

　鍬くわを担かつぎながらそう言って笑い、もう一方の手で鼻の下をこする。

　まるで子供の様に無む邪じや気きな仕草で――手についた泥どろが逆に鼻の下を汚よごしてしまった。

「ふふ。あんた、鼻の下が汚れちゃったよ」

「お、そうか？」

　女から指し摘てきを受けても男は笑顔のままだ。

　妻らしきその女は、質素ながらも汚れの無い衣装を着ている。どうやらこちらは畑仕事をしていた訳ではない様だ。恐おそらくは夫を街から迎むかえに出てきたのだろう。わざわざ街の外まで伴はん侶りよを迎えに出る妻というのも珍めずらしい。

　仲睦むつまじい夫婦の様だ。

　二人ともまだ若い。二十歳はたちをいくつか出たばかりといった年とし頃ごろだろう。並んで歩く姿にはまだ微妙な距きよ離り感――というか互たがいへの遠えん慮りよの様なものも垣かい間ま見みえる。以心伝心といった関係になるには、未いまだ若じやつ干かんの歳月が必要という事だろう。恐らく一緒になって未だ日が浅いのだ。

「毎日悪いな、わざわざ出で迎むかえに来てもらってさ」

「好きでやってるんだから、気にしないで」

「この前の弁当も美味うまかったぞ！」

「ほんと？　嬉うれしい」

「わざわざ街の外まで持ってきてもらって文句を言ったんじゃバチが当たっちまうよ」

「作りたての方が美味おいしいもの」

　まだ黙って一緒に歩くだけでは気き恥はずかしいのか……男は沈ちん黙もくを埋うめるように会話を続ける。その焦あせり具合がまた非常に初うい々ういしい。

　どうやら女の方も夕暮れ時に迎えに出るだけでなく、昼にも弁当を届けに来たらしい。二人の様子からすれば、女もそれを妻の務めと心得ているから――というより、口実を作って男に会いに来ているのだろう。

「今日はな、ユキナリ様が考案した水路の整備と畑の開かい墾こんを進めてた」

「へぇ……？」

　それまではただ男の言葉に相あい槌づちを打つ程度だった女が、ふと自分から問い掛ける。

「私未だ直接お会いしたことはないんだけれど……ユキナリ様ってどんな方なの？」

「ユキナリ様のことか!?」

　女からの質問に、男は目を輝かがやかせた。

「素す晴ばらしいお方だぞ。今なんて、川を広げて水の流れを変える方法を教えて下さったんだ！　しかも新しい田畑を開墾して、肥料まで考案して下さった。前の地神様がお隠かくれになって心配してたが、このぶんなら秋の収しゆう穫かくも安あん泰たいだ！」

　男は若干、興奮した様子でそう語る。

　どうやら彼はユキナリの事を崇すう敬けいしているらしい。

「へぇ、そうなんだ……じゃあ、ユキナリ様の御み業わざを見たことはある？」

「御業？　おう！　あるある！　ばっちり見たぞ！　なんかな、俺らの家ぐらいあるでっかい岩があったんだ。それをな、ちょこちょこと触さわってなんかしたと思ったら手が光ってだな、そうしたら次の瞬間には木こっ端ぱみじんだ！　木っ端だぞ木っ端！」

　嬉き々きとして男は女の問いに答えていく。

　余よ程ほど、ユキナリに――フリートラントの新しい神に心しん酔すいしているのだろう。

　彼は妻に問われるがままに、『ユキナリ様』について知る事を語っていく。

　彼の傍そばに侍はべるベルタやダーシャという少女達について、最近彼が自ら出向いて交易を開始したロストルークという街について、更には先日の宣教騎き士し団だんとの戦いについて……

「へぇ、そうなんだ。じゃあウルリーケ様は？」

「ウルリーケ様？　ああ、ユキナリ様と一緒にいる童女の神様か。楽しい方だぞ、ロストルークの地神様の…………ってお前、よくウルリーケ様の御お名な前まえなんて知ってたな」

　と男は眼を瞬まばたかせる。

「……っていうかお前……」

「なあに？　どうしたの？」

「よく考えたら、ユキナリ様が、アレを……最初に来た宣教騎士団の連中の、聖印を外してくださった時に、会ってるだろう？」

　最初にフリートラントを訪おとずれた宣教騎士団の者達は、住人達を言葉巧たくみに騙だまし、彼等の大半に家か畜ちくの首輪の如き『聖印』を取り付けていった。刻まれた印そのものは確かにハリス真教会の掲かかげる聖印と全く同じなのだが、それを取り付けられた首輪は、宣教騎き士し達たちの手で簡単に加熱する事が出来、逆らう住人の首を焼く事が出来た。そして勿もち論ろんこれは、住人達の手では外す事が出来ない構造になっていたのだ。

　だがそれもユキナリはただ軽く触ふれるだけで全て外してしまった。

　そこで初めて彼の『御業』を見た住人も多い。

「なあ、おい……？」

　問われても、一転して黙ったままの妻を男は怪け訝げんそうに見つめる。

「なんでそんなにユキナリ様の事ばかり聞くんだ？」

「…………」

　女は何も言わず緩ゆるい笑顔で男を見返すばかりだ。

　男は改めて自分の妻を、何度も瞬きを繰くり返しつつ見つめる。

「あれ……なんか……いや、お前は、お前で……でも……？」

　男は困こん惑わくしきっていた。

　自分でも何に違い和わ感かんを感じているのかはっきり分からないのだろう。

　目の前に在るのは見慣れた筈はずの妻の顔だ。

　しかし……

「…………お前……」

　人間は必ずしも目鼻立ちだけで他人を識別している訳ではない。

　微妙な表情の変化、姿勢、仕草、歩き方、呼吸の調子……それら要素自体も千せん差さ万ばん別べつだが、更にはそれらが互いに組み合わさって唯ゆい一いつ無む二にの『個人』を形作る。一つ一つはそっくりでも何か全体で見た時に違和感が生じる――という事もあり得る。

「お前、本当に、お前、か………？」

　下手をすれば正気を疑いかねないような一言が男の口から零こぼれ落ちる。

　だが逆に言えば、それだけ男は妻の事を愛していたのだろう。言葉にすらしづらい些さ細さいな変化が――いや差異が分かる程ほどに彼は常つね日ひ頃ごろから妻を見てきたという事だ。

　二人の周囲には他に人ひと影かげは無い。

　だから男の一言を馬ば鹿かげていると笑い飛ばしてくれる者も居ない。

　そう。目の前の女すらも。

「…………」

「えっと……お前……まるで……」

　別人みたいに見える。

　恐らく男はそう言いたかったのだろう。

　だが続けて出てきたのは――その口からあふれ出たのは、言葉ではなく血だった。

「……かっ……？」

　男は不思議そうに自分の胸を見る。

　いつの間に。そう訝いぶかしまざるを得ない位に唐とう突とつに、彼の胸には細い剣身の凶きよう器きが突つき刺ささっていた。切っ先は彼の身体を――心臓を含めて貫かん通つうして背中に抜ぬけ、柄つかは目の前の妻が握にぎっていた。

　いや。違ちがう。この女は違う。

　からん、と音を立てて男の方から鍬が落ちた。

「お……あ……？」

　そこから先はもう言葉にならない。

　女が細剣の柄から手を離はなすと、己おのれの血で胸むな元もとを汚しながら、男はその場に膝をつき、更さらにはそのまま横よこ倒だおしになった。

　女はそんな男をしばらく黙って見つめていたが。

「……ばれちゃった」

　ぽつりとそう呟つぶやいた。

「少し欲張りすぎたかしら？」

　そう女は足あし下もとの男に尋ねるが、男に答える余力はもう無い。

　大量の出血によって死の痙けい攣れんを始めた男には、既に女の声など届いていなかっただろうが……もし聞こえていたならば、自分の懸け念ねんが当たっていた事に気付いただろう。

　女の声はそれまでのものとはまるで別――明らかに別人のそれに、変わっていた。
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　ある晴れた日の午後。

　フィオナはフリートラントの端はしに在る民家まで呼び出されていた。

　個人的な用ではなく、街の治安を守る自警団から街長代行への要よう請せいである。

「街長代理、お忙しいところ、わざわざありがとうございます」

　と頭を下げてくるのは、自警団のまとめ役を務める壮そう年ねんの男性である。

　四角い顔を縁ふち取どる様に髪かみと顎あご髭ひげが生えており、大おお柄がらな体たい躯くと相まって何処どこか後ろ足で立ち上がった熊くまの様な印象が在る。名はハンス・キュッテル。親子三代、自警団の幹部を務めてきた人物である。

「いえ。で――何か妙な事件だとか？」

「はい。詳しよう細さいは中で」

　ハンスは頷うなずいて民家の中を指し示す。

「人死にが出たと聞きましたが……」

　彼と連れ立って足を踏み入れながら――フィオナは尋ねる。

「はい。とはいえ単なる人死にでしたら、街長代理の御お手てを煩わずらわせる事も無いのですが。今回は少々……」

　とハンスは言葉を濁にごす。

　前述の通り彼は祖父の代から自警団関係者としてフリートラントの事件に数多く接してきた。その中には死者の出た大きな事故や殺人事件も少なからず含まれている。勿論、対処の仕方も充じゆう分ぶんに心得ていて、単なる殺人事件ならばわざわざ呼び出す事も無く、そのまま、自警団内で全て解決していた事だろう。精々後から報告書が提出される程度だ。

「う……」

　一歩入った途と端たん、フィオナは思わず口元に手を当てた。

　中は淀よどんだ空気が漂ただよっている。だがそれだけではなく――

「申し訳ありません。換かん気きはしたのですが、まだ臭においが消えません」

　既に慣れたのか、ハンスの方は特にその臭いを気にする様子は無い。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。気にしないでください」

　ハンスにそう告げるとフィオナは覚かく悟ごを決めて更に奥おくへと踏み入って行く。

　家の中を漂っているのは明らかに死し臭しゆう――いや腐ふ敗はい臭しゆうだ。

「…………」

　家の中は、フリートラントの民家としてはごくごく普通の佇たたずまいである。

　他の家でも見かけるものは在るし、見かけないものは無い。平へい凡ぼんそのものだ。強しいて言えば家具の類に新しいものが目立つ位か。フィオナが此こ処こに来るまでに聞いた所では、新しん婚こんの夫婦が暮らす家であったらしい。

「こちらです」

　案内されるまま、寝しん室しつに入ると――部屋の中央に置かれた寝台ベツドの上には一人の遺体が横たえられていた。

「…………」

　腐敗臭が眼にすら染しみる様な気がして、フィオナは眼を細める。

　街長代行として様々な現場に立ち会ってきた為、人間の遺い骸がいを見るのは初めてではないが、こうまで腐ふ敗はいが進んでいるものを目まの当あたりにするのは初めてだ。

　しかも山の中で野垂れ死んだり、川で溺おぼれ死じんだり……遺体の発見そのものに時間が掛かる様な場所であれば腐敗するのも珍しくもなかろうが、街中で、しかも家の中で、となると途端に異様な雰ふん囲い気きを帯びる。

　さすがに間近に歩み寄って子細に確かく認にんする気持ちにはなれない。

　ただ――見た限り、胸の辺りが特にどす黒く汚れている印象だ。腐敗の結果汚れたというより、それ以前に大量の血で汚れた上、それが乾かわいた様に見える。

　吐と血けつか。それとも――

「病死ですか？　それとも――殺人ですか？」

　とフィオナは尋ねる。

　寝台に横たわっている以上、事故死というのは考えにくい。

　フリートラントは比ひ較かく的てき平和な街ではあるが、それでも人間が集まっている以上、深刻な諍いさかいは避さけて通れない。残念ながら住人同士が争って殺し合いになるような出来事も、皆かい無むではなかった。

「殺人です」

　はっきりとハンスはそう言い切った。

「外傷……刃は物もの傷が在ります。左胸、心臓をひと突き」

　彼かれは握り拳こぶしから親指を一本立てて自分の左胸を指す。

　ハンスがフィオナをこの部屋まで連れてきたのは、ひとまず遺体を確認してもらいたかったからなのだろう。これ以上此処に留とどまるのも辛つらいだろうと、ハンスはフィオナを促うながして寝室を出た。

「遺体はこの家に住んでいる男です」

「自分の家で殺された訳ですね」

「いや。それは未だ確認中です。廊ろう下かにも何カ所か血の跡あとが在りましたから、外で殺した後、遺体を家に持ち込んだという事もあり得ます」

　とハンスは淡々と言った。

　既に遺体だけでなく家の中も一通りは調べてあるのだろう。

「彼には結けつ婚こんしたばかりの細君――妻がいたのですが」

「その人の行方ゆくえが分からない？」

「お察しの通りです」

　とハンスは頷く。

　妻が居たなら、もっと早くに死体は発見されていた事だろう。

「つまり連れ去られた可能性があるということですか？」

「いえ。それならば……むしろ話は簡単なのですが」

　とハンスは髭ひげ面づらをしかめた。

「実は、男は街の外で新しい畑の開墾作業に従事しているのですが。数日間、無断で仕事を休んだそうです」

　男の他にも開墾作業に従事している者達が居て……彼かれ等らが姿を見せない男の事を心配し、家まで様子を見に訪れた。それが七日前の事だという。

「その際、細君が戸口に出て、夫は風か邪ぜをこじらせて臥ふせっていると答えたそうです」

「…………」

　フィオナはハンスの話に違和感を覚えた。

　七日前。十日でも二十日でもなく。

「私も詳くわしいわけではありませんが……」

　つい遺体の様子と臭しゆう気きを思い出してしまい、こみ上げてくる吐はき気けを堪こらえながらフィオナは言った。

「あの御ご遺い体たいは、少なくとも十日は経たっているように思えるのですが……」

「はい、我々の見立てでも同じです。さらに申し上げると、男が無断で仕事を休むようになったのもちょうど十日ほど前のことになるそうなのです」

「…………」

　つまり男が死んだのが十日前だとするならば、七日前、客の応対に出た妻は、男の死を知っていながら嘘をついた事になる。いや。男は別の場所で殺されて、後日運び込まれたのだとしたら、七日前の時点では妻は夫の死を知らなかった可能性は在る。ただしその場合でも三日ばかり男が行方不明になっているのを知りながら、妻は『風邪をこじらせて臥せっている』と、やはり嘘をついた事になる。

　そして――

　男の開墾作業仲間達は、一いつ旦たん引き下がったのだが――そこから更に四日経っても男が出てこない事を不ふ審しんがった。回復せず風邪が長引いているというのなら、連れん絡らくが来ても良いだろう。場合によっては妻にも伝染うつった上で、夫ふう婦ふ揃そろってこじらせている事もあり得る、と心配した彼等は、もう一度この家を訪ねた。

　だが今度は、男も男の妻も対応に出てこなかった。

　しかも戸と締じまりがしっかりとされており、隣りん家かの住人がその日の朝に出で掛かける妻の姿を見たのだという。

　事情が分からぬまま、仲間達はまた引き下がった。

　しかし……

「それから更に三日。つまり今日、もう一度彼かれ等らはこの家を訪れた訳ですが」

　ハンスは戸外に出ながら言った。

「家の前に立った時点で、死臭に気付いたそうです」

　つまり、それだけ遺骸の腐敗臭が家中に充じゆう満まんしていたという事だろう。しっかり戸締まりはされていた様だが、戸の隙すき間まや窓の隙間からそれが漏もれ出してきたのだ。

　結局、これはただ事ではないと判断した仲間達は、近きん隣りん住人の助けも借りて扉とびらを破り、中に踏み込んで――あの腐敗中の遺体を見つけたとの事だった。

「常識的に考えると、夫婦の間で問題が起こって細君が夫を死に至らしめたとなるでしょう。夫が死んだ後で、訪ねてきた同どう僚りようの応対をして、もう死んでいるはずなのに風邪で臥せっている、と嘘をついたのですからね」

「ええ、それはそうね」

「普通に考えれば、犯人は細君ということになる。その上で異様なのは、その場合に細君は、遺体になった夫と何日もの間一いつ緒しよに暮らしていたことになるということです」

「それは……」

　何を考えての行動なのか分からない。

　夫を殺害した事を隠していたかったのか。だが遠からず殺人が発覚するのは明らかだし、それならば早々に家から逃にげ出していた方が良いだろう。フリートラントは地方都市とはいえ、その気になれば逃げ隠れする場所は幾いくらでもある。時期を待って他の街に行く商人の馬車に乗せて貰もらうのも可能だろう。

　形容し難がたい不気味さが漂ってくる。

　ひょっとしたら夫を殺した後で、妻は壊こわれていたのかもしれない。

「こういった手合いは何を起こすかわかりません」

　ハンスは沈ちん鬱うつな口調で言った。

「自警団も警けい戒かいを強めますが……それとは別に、街長代行の方からも、フリートラント全体に、警戒を促すようにお願いできないでしょうか？」

「そうですね」

　未だ妻が殺したと確定した訳ではないので、迂う闊かつに事件を公表する訳にもいかない。

　だが自警団以外にも街の治安維い持じに協力してくれるだろう者達は居る。彼等に相談する位は可能だろう。特にユキナリ――彼は単に強大な力を持っているだけではなく、かなり頭が良い。彼ならば上手うまい警戒の方法のみならず、事件の解明に関しても、フィオナ達が気付いていない何かを見つけてくれるかもしれない。

「わかりました。協力してもらえそうな相手に、私の方から話しておきます」

「はい、よろしくお願いいたします」

　ハンスが一礼する。

　それからフィオナは外で待っていた他の自警団員に労ねぎらいの言葉をかけると、自分の屋や敷しきへ戻もどるべく歩き始めた。
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　ユキナリはフリートラントの『神』だ。

　彼は、かつて成り行きで殺してしまった地神の代わりを務める事をフィオナ達から求められており、その中にはフリートラントとその周辺地域の守護も含まれている。

　そもそも地神とは、何らかの理由から知性を備え霊れい力りよくを高め、その上で縄なわ張ばりとした土地と霊れい的てきに結合した獣である。その結果、地神は強大な、事実上不老不死の存在になるが、同時に、自らの一部として土地を管理し活性化させる。

　痩やせた土地も、地神と結びつけば災害は減少し豊ほう饒じようが約束されるのだ。

　だからこそ、人は異形の獣を地の神と崇あがめる事になった。

　人間の力では到とう底てい不可能な事を地神はやってのける。地神が居ればそこは人間が住める土地になるのだ。

　だが……土地と霊的に結合するという事は、自身が土地に取り込まれるという事でもある。広大な自らの『身体』を管理する為に、地神はゆっくりと自じ我がを拡散させていく。土地の一部と化していくのだ。最終的には存在そのものが薄うすまって『自己』を構成する思考や感情を維持出来なくなる。

　そしてこれを防ぐ為に、地神は知性の――霊力の補ほ充じゆうを要求する。

　霊力を補充する方法は幾つか在るが、最も簡単で効果的なのは、知性のある生き物を直接、喰くらう事だ。

　そして生まれつき高い霊力を備えていて、かつ、数が多い生き物は人間だった。

　この為……地神は己が管理する土地に住まう者達に生いけ贄にえを要求する。

　そして生け贄の『供給』を安定させる為に、己の縄張りの内に住まう人間達を、他の怪かい物ぶつ、即すなわち異獣や亜あ神しんといった連中から守る。縄張りに近づいてくる異獣や亜神が居れば、これを攻こう撃げきするのだ。

　だが、そんな地神をユキナリは殺した。

　すると当然……それまでは地神が追おい払はらっていた異獣や亜神が、人間を狙ねらいフリートラント周辺に出しゆつ没ぼつする様になってくる。異獣は人間を喰って霊力を付ければより強大な亜神へと昇しよう格かくできるし、更に亜神は先の地神の後あと釜がまに座すわろうとする。

　だが次の地神が先の地神と同様とは限らない。

　より大喰らいの――それまでの地神に比べ、より頻ひん繁ぱんに、それも五倍十倍の生け贄を求めてくる様な地神かもしれない。

　フィオナ達はそんな危険な賭かけに出るよりは、ユキナリを代わりの神と崇め奉たてまつり、地神の役目を代行する様に彼に依い頼らいする方が、堅けん実じつと考えた。

　故に……

「――ッ！」

　ユキナリは地神の代わりにフリートラントの周辺を警戒し、異獣や亜神が出ればこれを撃げき退たい、あるいは駆く逐ちくする役目を負っているのである……が。

「こんのッ！」

　ウィンチェスターＭ92ランダル・カスタム――切きり詰つめ型の騎兵銃カービンに長大な銃じゆう剣けんを付けた武器〈デュランダル〉をユキナリは横薙なぎする。

　だが相手は見た目以上の機き敏びんさで彼の斬撃を回かい避ひ。

　大きく後方に飛んで距離をとった。

「油断大敵だな……」

　ユキナリは爪つめで引ひき裂さかれた上着の肩かたの部分をちらりと見て呟いた。

　ユキナリは現在、フリートラントから少し離れた場所を――街を囲む様に配された農耕地の、更に外側を巡じゆん回かい警備していた。以前造った自動二輪、いや四輪の〈スレイプニル〉に乗って――である。

　大型とはいえ、形としては自動二輪の〈スレイプニル〉は、二人乗りが限界だ。という訳でユキナリに同行しているのはダーシャのみである。

　そして二人はその巡回中に異獣と遭そう遇ぐうした。

　漆しつ黒こくの毛並みを持った四足獣型の異獣。元は狼おおかみか何かだったのだろう。

　だろう、というのは、その体が狼という生き物の倍近い巨きよ躯くを備えていたからだ。しかもより多くの餌えさを効率よく捕ほ食しよくできるようにという事なのか、かなり口こう蓋がいが大きく開くように頭部の形状が犬科の生き物のそれから変形している。蛇へびは自分の頭部よりも大きな獲え物ものを丸まる呑のみすると言うが、この怪物も小こ柄がらな人間ならば丸呑み出来そうだった。

　そしてそんな異形である癖くせに、顔は何処か人間を思わせる部分が在るのだ。

　人面犬ならぬ人面狼――いや人面獣。

　醜しゆう悪あくそのものだ。普ふ通つうの感性の人間ならば、出会った途端に卒そつ倒とうしかねない。

　だがユキナリにとっては、必ずしも恐ろしい相手ではなかった。

〈デュランダル〉には狩しゆ猟りよう用の特とく殊しゆ弾だん頭とう仕様の44マグナム弾だんが装そう填てんされている。銃じゆうが傷むのを覚悟ならば、火薬量を倍増させた強装弾を使う事も出来る。長ちよう距きよ離り狙そ撃げきは勿論不可能だが、獣といちいち取っ組み合いをせずともこれを攻撃する手段が彼にはあるのだ。

　しかし……今日のユキナリは、樹上から突とつ然ぜん襲おそいかかってきたその異獣に対する反応が遅おくれた。結果として彼は最初の一いち撃げきをかわしきれず、上着の肩を引き裂かれ、肩にも浅い傷を負ったのである。

「ユキ……！」

　驚おどろいて声を上げるダーシャ。

　ユキナリは〈スレイプニル〉を停車させて降りる。

「そこに居ろ」

「…………」

　ユキナリにそう言われてダーシャは小さく頷く。

　異獣は一いち撃げき離り脱だつ戦法を採るつもりなのか、既に一度ユキナリ達から離れ、茂しげみの中に飛び込んでその姿を隠している。だが逃げた訳ではない。がさりがさりと茂みが揺ゆれているが、遠ざかっていく様子は無い。

　未だこちらを喰う事を諦あきらめていないのだろう。

　ユキナリは〈デュランダル〉を手に前に出る。

「――ほれ。来いよ。俺おれは此処だぞ」

　茂みに向けてそう呼よび掛かけるユキナリ。

　次の瞬しゆん間かん――




　――るあゔッ！




　短く吼ほえながら、異獣が茂みを割って飛び出してくる。

　ユキナリは――敢あえて何も持たない左手を前に出した。当然の様に異獣はユキナリの腕うでを丸呑みせんとその裂け目の様な口をいっぱいに開いて襲おそいかかる。牙きばがユキナリの服の袖そでを引き裂きながら、拳を、肘ひじを、呑のみ込んで、閉じ――

「――よっ」

　――ない。

　ユキナリは半ば以上呑み込まれた手の先で、異獣の体内の何かをしっかりと掴つかんでいた。

　異獣がびくりと震ふるえてから硬こう直ちよくする。

　犬は口の中に腕を突っ込まれてその舌を握られると、身体全体が身動き出来なくなるという。この異獣が犬と同じ身体構造を――その構造的弱点を持っているかどうかは分からなかったが、身体の中に腕を突っ込まれて、内臓の何処かを握られれば、さすがに平気ではいられないのだろう。

　だが異獣は大たい抵ていの場合に、核かくとなる獣を中心に、数すう匹ひきの獣が寄り集まってその身体を形成している。この状態から――まるで昆こん虫ちゆうや一部の爬は虫ちゆう類るいの様に、自切し、異獣は自分の身体の一部を捨ててユキナリから逃げるという方法があった。

　勿論それを許すユキナリではない。

「――ッ」

　ユキナリは異獣の首筋に右みぎ腕うでの〈デュランダル〉を突き刺した。ずぶりと剣身の大半が相手の身体に埋まったのを確認し、そこから――更に銃じゆう撃げき。

　轟ごう音おんが響ひびく。

　44マグナム弾がほぼ密着状態から発射され、異獣の身体に食い込む。だが一発では足りない。ユキナリは一旦〈デュランダル〉の銃把から手を離し、装填レバーを操作、立て続けに五発の銃じゆう弾だんを相手の体内に送り込んだ。




　――ゔあうッ……！




　さすがにこれは効いたか、あるいは偶ぐう然ぜんにも核になっている獣の頭部でも撃うち抜いたか。

　ユキナリの左ひだり腕うでを呑み込んでいた異獣は、ぐったりと力を抜いて痙攣を始める。

「…………」

　左腕を異獣の中から引き抜くと、ユキナリは――ふと眉まゆを顰ひそめた。

「ユキ、大丈夫？」

　ダーシャが〈レッチリ〉片手に駆かけつける。

　万が一の場合には援えん護ごしてくれる積もりだったのだろう。

「勿論。ちょっと臭いけどな」

　と自分の左腕を見ながら言うユキナリ。

「ユキ、油断は、いけない」

「ああ、まあちょっとたるんでたかもな」

　苦く笑しようするユキナリ。

　フリートラントに来てもう半年以上になる。こうした巡回警備も日常的に反復する『業務』になっているせいか、気の緩みが在った事は否定出来ない。

　ただ――

「…………」

「ユキ？　どうしたの？」

「ちょっと――な」

　ユキナリは地面に横たわる異獣の様子を窺うかがう。

　それこそ油断はしない。

　野生生物の生存本能は、時折、人間の知性を出し抜くことがある。

　生き物の中には擬ぎ死しと呼ばれる死に真ま似ねを行うものがいるため、本当に死んでいるかどうかは一見しただけでは分からない事があるのだ。

　ユキナリは改めて〈デュランダル〉を相手の身体に突き刺す。

　だが反応は無い。さすがに『死んだふり』程度ではここまで反応を殺す事は出来ないだろう。軽くこじってみたが、血の出も悪い。心臓が止まっている証しよう拠こだ。

　そして――

「――あ」

　ダーシャが声を上げる。

　ばらり、と異獣の身体が崩くずれたからだ。結合が解けて数匹の獣に分離する。核となる一匹ぴきが死んだ事でそれに引きずられたか、一匹ずつ〈デュランダル〉で刺してみてもやはり反応が無い。

　そこでようやくユキナリは〈デュランダル〉を〈スレイプニル〉の上に置くと、一ひと際きわ大きな獣の死し骸がいにしゃがみ込んで、その顎あごを両手でこじ開けた。

「……ああ、やっぱりそうだ」

　頷くユキナリ。

　彼が思っていた通りのものが、そこに引っかかっている。彼は指先に引っかけてそれを取り出した。

「腕うで輪わ……？」

　異獣の唾だ液えきまみれになった品を、ダーシャはしげしげと眺ながめる。

　小石と金属を組み合わせた腕輪だ。これが獣の牙と牙の間に引っかかっていたのだった。

「腕突っ込んだ時に妙みような感じがしたんでな……」
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「……誰だれか、食べられた人、の？」

「多分な」

　ユキナリは顔をしかめて言った。

「うっかり落とす事はあるかもしれないが、落ちてる腕輪を異獣がわざわざ拾い食いしたりはしないだろ。多分」

「それはそう」

「ということは、誰かが身につけていた状態で、その持ち主ごと食ったって可能性が高いわけだ」

　そしてその際に腕輪だけが牙に引っ掛かり、消化を免まぬがれたという事か。

「……あんまやりたくないんだけどな」

　そう言いながら、ユキナリは再び〈デュランダル〉に手を伸のばすと、それを獣の腹に突き立てる。

「死んだ後だから血が飛び散ったりはしないだろうけれど、下がっとけ。念ねんの為ため」

「ん……」

　大人しくダーシャが従ったのを横目で見ながら、ユキナリは〈デュランダル〉を引いて獣の腹を裂いていく。大きく掻かっ捌さばいたところでまた〈デュランダル〉を置き、今度は両手をその裂け目に突っ込んで中を探さぐった。

「うげっ……」

　生々しい悪あく臭しゆうに顔をしかめながら胃い袋ぶくろを探り当てて、指先で中身を確認。

　引きずり出してから再び〈デュランダル〉で切り開くと、中からは思っていた通りのものが出てきた。

　人間の頭ず蓋がい骨こつ、正確にはその一部である。

「フリートラントの住人……？」

　少し離れた所からダーシャが言ってくる。

「異獣の行動範はん囲いなんてわからんけど、他の街や村から移動してきたらその間に骨なんて溶とけて消えてるんじゃないか？」

　実際、頭蓋骨も丸ごと残っている訳ではない。

　他にも胃袋の残留物を調べてみると骨こつ盤ばん、大だい腿たい骨こつ、といった比較的大きくて頑がん丈じような骨の、それも一部が出てきた。他の部分は既すでに消化済みか。さすがに一日やそこらでここまで溶かされる事は無かろう。

「これは、指輪か……」

　総金属であるからか――骨の他には指輪らしきものが見つかった。

「この二つを持っていけば身元位は、わかるかもな」

　大量生産品という訳でもあるまいし、よく見れば裏側に名前らしきものが彫ほってある。

　ひどく汚よごれているせいで、今は判別できないが――軽く洗ってやれば読める様にもなるだろう。誰のものか分かれば、遺族の所に届けてやる事も出来る筈だ。

「フリートラントの者なら、俺の責任だな」

　とユキナリは呟く。

　さすがに街や耕作地の外側までは警戒しきれないし、勝手に危険な場所に出掛ける様な迂闊な者を一人残らず守り切るのも無理だろうが――それでも自分が充分に強く、異獣や亜神がそれと察して近寄ろうとしない位であれば、犠ぎ牲せい者しやが出るのは防げたかも知れない、とも思ってしまう。

「ユキのせいじゃ、ない」

「……ありがとうな」

　慰なぐさめの言葉を掛けてきてくれるダーシャにそう言うと――改めて布で左腕を拭ふき、ユキナリは〈スレイプニル〉にまたがった。
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　フリートラントに戻るとユキナリはそのままシリングス邸ていに向かった。

　実の所――これはいつもの流れである。

　ユキナリはフリートラントの神であり、元々珍めずらしい髪と瞳ひとみの色で、更には少し風変わりな衣装を着ている為、とにかく目立つ……というより、自然と一挙手一投足が住民達たちの耳じ目もくを集めてしまう。そして住民達にとっては『神様がお出かけになる』だけでも一大事であり、期待や不安が膨ふくれ上あがるのだ。ユキナリ自身が散歩の積もりでも、住民達はそこに何か意味が在るのかと思ってしまうのである。

　だからこそ、彼は巡回警備も、定型作業ルーテイン化する事で――具体的には最初と最後にフィオナの所に必ず通う事で『これはいつもの見回りですよ』と暗に告げる様にしていた。

　神様には神様なりの苦労というものが在るのだという事を、ユキナリはフリートラントに来てから色々と思い知らされた。

　ともあれ――

「これの事もあるしな」

　と呟きながら彼はシリングス邸の前に〈スレイプニル〉を停車させ、腰こしに括くくり付つけていた小さな革かわ袋ぶくろを意識した。

　言うまでもなく先の異獣の顎と腹から回収した腕輪と指輪である。溶け残った遺骨は遺骨で別の布でくるんで〈スレイプニル〉の後部に積んである。後でフリートラントの墓地に埋まい葬そうする手続きをしてやるべきだろう。

　フィオナは街長代行だ。

　彼かの女じよの所には自然と情報が集まってくる。細部まで彼女が把は握あくしているかどうかはさておいても、街で行方不明者が出れば報告だけでも来ている筈はずだ。そこで腕輪、指輪の持ち主が分かるかもしれないとユキナリは思ったのである。

　いつもの様にシリングス邸の使用人達に軽く挨あい拶さつしながら中に入る。

「――ん？」

　居間には――ベルタやウルリーケの姿も在った。

　ベルタは再び地ち下か蔵ぐらのアンジェラの世話係として来ているのであろうし、ウルリーケは神しん殿でんから此処までの護衛という事だろう。そういう意味で彼かの女じよ等らが此処に居るのは不思議でも何でもないが、居間ではフィオナが彼女等を前に何か相談をしている様だった。

「なんだ？　どうした？」

　何やら深刻そうな空気に首を傾かしげて問うユキナリ。

　彼の声を聞いたフィオナは弾はじかれた様な仕草で顔を上げた。

「ユキナリ、ちょうどいいところに来てくれました！」

「なんだよ？」

　シリングス邸に立ち寄るのは前述の通りいつもの事である筈なのだが。

「何かあったのか？」

「ええ、それが……いえ、ごめんなさい、まずはいつもの警備巡回の報告ですね」

　とフィオナは小さく首を振ふって言った。

「先にユキナリのお話をどうぞ」

　どうせいつも通り『とくに異常なし』とユキナリが告げてすぐ終わる、とフィオナは思ったらしい。それでも『今はそれどころではない』と後回しにしないのは、この街長代行たる少女の几き帳ちよう面めんさの顕あらわれだった。

　ただ――

「俺の方もちょっといつもと違ちがう話があるんだが」

　多少申し訳なく思いつつも、ユキナリは革袋から腕輪と指輪を取り出してテーブルの上に置いた。

「何です？　見た所……腕輪と、指輪、でしょうか？」

「ああ、実はな……」

　首を傾げるフィオナにユキナリはかいつまんで事情を説明した。

　異獣の襲しゆう撃げきを受けた事。異獣は問題無く斃たおしたが、その体内から人間のものと思おぼしき骨と、これらの装身具が出てきた事。骨と装身具の状態からして、犠牲者は遠方の地で喰われた訳ではないだろうという推測。

　つまり――フリートラントの住人である可能性が高いという事。

「…………」

　最初は痛ましげに話を聞いていたフィオナだったが――ユキナリが指輪の裏側に彫られた名前を告げると、顔色が変わった。

「……ユキナリ。それは間ま違ちがいないのですか？」

「あ、ああ、この指輪の持ち主の名前……だと思う。保証はできないが」

　フィオナの様子に若じやつ干かん気け圧おされながら、ユキナリは指輪を手にとってフィオナに渡わたす。

　既に異獣の体液は水で洗った上で拭いてあるので、汚きたない印象は無い。

「…………」

　フィオナは指輪の内側に彫ほられている名前を凝ぎよう視しする。

「どうかしたのか？」

「……まさかこんな所から」

　とフィオナが呟つぶやく。

　それから彼女は我に返った様子でユキナリの方に眼めを向けてきた。

「実は私達の方でもこの女性の事を探していたのです。私の用件というのも彼女に関する事で……」

「やっぱり行方不明になって家族が心配してたりするのか？」

　若干の罪悪感を覚えながらユキナリが問う。

　しかし――

「そういうことではないのです」

「……なんだ？」

　では一体どういう事なのか。

「実は今、街の中で奇き妙みような事件が起こっているのです……というより、起こっていたといった方がいいのかもしれません」

　フィオナはある民家で男の腐ふ爛らん死体が見つかり、その妻が犯人だと疑われているのだという話をしてきた。

「それで、仮に――本当に彼女が犯人なのだとすると、そんな異常な行動をした人間が野放しになっているのが危険だと思ったのですが」

　偶然にもユキナリがその人物の遺体と思しきものを見つけてきた、という事らしい。

「逃とう亡ぼう中、異獣に襲われたのでしょうか。いずれにしても悪いことはできません」

　フィオナの表情には若干、安あん堵どの緩ゆるみが生じていた。

　彼女がユキナリに相談したかったのは、その妻の捜そう索さくと、街の内部の警戒体制の見直しについてであったらしい。だが疑ぎ惑わくの人物が死体となって見つかったのであれば、もう気を揉もむ必要も無いという事か。

　しかし……

「いや。ちょっと待った」

　ユキナリは眉を顰めて言った。

「確認出来たのは指輪に彫られた名前だけだ。異獣の中に入ってた骨がその女性のものだって確認はとれてない」

　前世の記き憶おくを――普通の高校生だった頃ころに何冊か読んだ推理小説の事を思い出しながらユキナリは言った。ミスディレクション。故意に捜そう査さや推理を間違った方向に誘ゆう導どうする仕し掛かけや要素。遺体と装身具はあくまで別物だ。一緒に見つかったからといって、遺体が問題の女性のものとは限らない。その女性が追求の手を免れる為に、何処どこかから調達した死体に自分の装身具を持たせて、そのまま異獣に喰わせたという事もあり得る。

　それに――

「……日付」

　ぼそりと言ったのはユキナリではなくダーシャだった。

「日付、ですか？」

　とフィオナに尋たずねられてダーシャはこっくりと頷うなずいた。

「夫の殺害が、十日前。妻が訪問者に応対したのが、七日前。妻が姿を最後に目もく撃げきされたのが、三日前」

　淡たん々たんと事実を列挙していくダーシャ。

「けれど、異獣の体内から見つかった、遺骨は、最低でも、七日、経過している」

「……あ！」

　フィオナが驚きの声を上げる。

「でも、ダーシャさん、その七日前という見立ては、正しいのですか？」

「最低でも七日」

　とダーシャは言った。

「場合によっては十日以上。骨は意外と、消化に時間が掛かる。姉さんの研究室で、実験体の処理をしてた、その時の、経験」

　ダーシャ曰いわく……錬れん金きん術じゆつ師したるイルジナは、ユキナリの以前にも人造人間であるホムンクルスを何度か造っている。ただしそれらは物質の組成としては人間と酷こく似じするものの、霊力を持たず、自我も持たず、心臓も自力では動かず、事実上の死体――何の役にも立たなかったので、協会側から秘ひ密みつ裏りの処分を命じられたのだとか。

　だが粉ふん砕さいだの焼しよう却きやくだのをするとどうしても目立ってしまう為、イルジナは酸による溶よう解かい処理を選んだらしい。いってみれば人工の胃袋に死体を投げ込む様なものだ。

　だがそれでも全ての溶解には十日以上掛かったとか。

　化学的な組成を比べた訳ではないので、正確な事は言えないが、さすがに異獣の胃酸がイルジナの用いた酸よりも強力という事もあるまい。

　つまり――

「計算が合いませんね……」

　夫が死んだのは十日ほど前。

　七日ほど前に応対に出た妻が「夫は風か邪ぜで臥ふせっているだけ」と証言したために疑われている。そして最終的に妻が目撃されたのは三日前。

　――しかし、指輪の持ち主が異獣に喰われたのは少なく見積もっても七日は過ぎている。

　なら、目撃された妻とは一体誰なのか。

　いや。それ以前にもし遺体が妻のものだとして、異獣がそれを喰ったのが十日以上前だとすれば、夫が殺されるより先に妻が死んでいた事になる。

「ま……まさか幽ゆう霊れい……？」

　怯おびえながら言うのはベルタだ。

（……化け物とか普通にいる世界でも、幽霊は怖こわい訳か）

　とユキナリは頭の片かた隅すみで不思議に思う。

　だが考えてみれば、怪物の恐おそろしさと幽霊の恐ろしさは、また別のものだろう。

　異獣なり亜神なり地神なり……これらへの恐きよう怖ふは、生物としての本能が訴うつたえる感覚であり、その根元には死と苦痛への忌き避ひ感がある。だが幽霊のそれはもっと知性的なものというか……条理常識として常つね日ひ頃ごろから依よって立つものがひっくり返されて、自分の立ち位置すら定まらなくなる様な不安から来るものだ。生と死。存在と消しよう滅めつ。その大前提すら幽霊の存在は怪あやしくしてしまう。

　ともあれ――

「俺は、幽霊なんてものは信じてないけど、例えば仮に、幽霊がいるとする」

　ユキナリが確かく認にんする様に言った。

　フィオナ、ダーシャ、ベルタ、そしてウルリーケの視線が彼かれに集中する。

「幽霊っていうか、その場合は動く死体リビングデツドになるわけだが……」

「りびんぐ、でっど……？」

　と首を傾げるのはダーシャである。

　この種の『非常識な』知識はこの面子の中ではダーシャが一番詳くわしい訳だが、それでもさすがに『ゾンビ』だの何だのについては知らないらしい。

「あ、馴な染じみがないか。まあ、あれだ……動物としては死んでるんだが……死んでるのに何な故ぜか動くというか……」

　いざ説明しようとすると意外に難しい。

　そもそも医学やら何やらがあまり発達していないこちらの世界では『死』の定義すらかなり曖あい昧まいである。ユキナリの前世でも脳死と心停止でどちらを人の死とするのかに議論があったが、それ以前に、脳波が消失し心臓が停止しても細さい胞ぼうそのものはそれからしばらく生きている。死体から他人に移植すれば更さらにその細胞は死なずに生き続ける事も在る。

　当然……そんな理り屈くつはこちらの側の人間は知らないだろう。

　動く死体、で分からなければ、更にどう説明すれば良いのか。

　しかし――

「我のような存在であるのじゃな！」

　出だし抜ぬけにウルリーケが口を開いた。

　何故か妙に得意げである。

「動物としては死んでおるが植物としては生きて動いておる！」

「あ、ああ、まあ、そうだな……」

　動く死体、というのはあまり良い印象が無いのだが――ウルリーケが何やら嬉うれしそうなのでそういった指し摘てきをするのも躊躇ためらわれる。とりあえずウルリーケに細かい説明をするのはさておいて、ユキナリは話を先に進める事にした。

「でもな、その遺体はどこにあった？」

「どこ……？　あ！」

　ベルタがユキナリが抱いだいた疑問に追いつき声を上げる。

　今朝まで、指輪をはめていたらしい遺体は異獣の腹の中でじわじわと消化されていたのだ。

　仮に死者が生き返って動き、あまつさえ喋しやべるとして……というか、本当にその実例が目の前にあるわけだが、そうした事象が起こっているのだとしても、その何者かは実体であるはずがないのだ。

　では霊力の塊かたまりというか、幽霊として存在するならどうか。

　本来、霊力はそれだけでは存在し得ない。

　あくまでそれを容いれておく器が必要で、そこから零こぼれ落おちれば遠からず拡散して事実上消滅する。この場合の器というのは生きた肉体であり、ハリス真教会が使う赤い液体――霊れい油ゆである。だからこの世界において霊力というのは実際に存在を認められた力だが、幽霊という存在は理屈に合わない。

　いや。仮に器無しでも何らかの条件が整う事で霊力が幽霊として存在し得るとしても。

　この場合――夫を殺すのは難しかろうし、それが可能だとしても、刃は物ものを使って胸をひと突つき、などという方法をとるとも考えにくい。肉の器が無いから幽霊なのであって――

「……となると」

　フィオナは首を捻ひねりながら呟く様に言う。

「別人……？」

「それが一番、説明がつくな」

　妻は誰か別人に自分の指輪をはめて異獣に喰わせる。そうしておいて、自分は夫を殺害して、行方ゆくえをくらませる――これならば、とりあえず目に見えている限りの現象について、辻つじ褄つまは合うのだが。

「ただ、意味が分からん」

　何故そんな面めん倒どうくさい事をする？

　そもそも、ユキナリが異獣を倒たおしたのも、誰かが喰われていると気づいたのも、完全に偶然だ。ミスディレクション――偽ぎ装そう工作だとしても、それは誰かに見つけて貰もらう事で初めて機能する。単に夫の死を隠かくしておきたいのなら、それこそ、別人ではなく夫を異獣に喰わせれば良いだけだ。

　ならばこれらは単に異常な精神の持ち主がとった不条理な行動に過ぎないのか。

　それとも……？

「…………」

　考えが行いき詰づまる。

　誰もが納なつ得とくし得る説明が出来ないまま――シリングス邸の居間には、不自然に冷たい沈ちん黙もくだけがわだかまった。







第二章　『天野行成』







　フリートラントを南北に縦断する中央大通り。

　そこを――四人の男達が歩いて行く。

　勿もち論ろん、大通りというだけあって他にも大勢の人が行き交う姿を見る事が出来るが、その中でも四人は特に目立っていた。揃そろいの全身金属鎧よろいを着て、腰には帯たい剣けんしているからだ。

　ただそこに一人立っているだけでも物々しい出いで立ちである。

　それが四人揃って歩いているとなると、やはり人目を引く。勿論、戦せん闘とう状態に在る訳ではないので面めん頬ぼおを上げているが、それでも威い圧あつ感は大きい。鎧の各所に汚れが目立つが、これも実戦に供された証と考えれば、やはり迫はく力りよくを醸かもし出す。

　四人を率いているのは金きん髪ぱつの青年だった。

　顔立ちは整っているのだが、そこに何処どこか高こう慢まんそうな表情が常に張り付いていて、今ひとつ親しみやすさに欠ける――そんな人物だった。

　名前はアーロン・ランズダウン。

　元々はこのフリートラントの民を『教化』すべくやってきたハリス真教会の宣教騎き士しである。いや。元も何も、彼自身は今でも問われればハリス真教会の宣教騎士の積もりかもしれない。実際、彼の鎧には教会の聖印が刻印されたままだ。

　だがフリートラントにとって、ハリス真教会は敵だ。

　しかもアーロン達の所属していた宣教騎き士し団だんは、教化に失敗し、教化遠えん征せいの切り札とも言うべき守護聖人像をも失った。フリートラントの守護者たるユキナリと戦って敗北してしまったのである。

　だから本来、彼かれ等らは堂々と大手を振って街中を歩ける立場ではない。なかった。

　だが、ユキナリとフィオナは一計を案じ、彼等を懐かい柔じゆうする事にしたのだ。

　任務失敗を宣教騎士団本部に報告すれば、アーロン達は失しつ脚きやくする。だからアーロン達は表向きフリートラントの教化に成功したという報告を本部に提出し、実際には街の警備担当者としてユキナリやフィオナの配下に加わる――そういう提案だった。

　敗残兵たるアーロン達に選せん択たくの余地は無かった。

　以来、フリートラントとアーロン達は奇妙な共存関係を続けている。

　ユキナリの留守中に亜あ神しんが襲しゆう撃げきしてきた時も、アンジェラ・ジンデルの率いる宣教騎士団が攻せめてきた時も、アーロンはフリートラントを守って戦っている。この事からアーロンと彼に親しい数名の宣教騎士は、かつての装備を返へん却きやくされ、フリートラントの守護や、ロストルークとの交易隊を警護するという仕事の範はん囲い内ないにおいては、自由行動を許されていた。

　ただ……

「…………」

　アーロン達を見つめる街の住人の視線は様々だ。

　多くの者はアーロン達が近づいてくると慌あわてて距きよ離りをとって遠巻きに眺めるし、不安げな表情を浮うかべている者も少なからず居る。さすがにユキナリとフィオナの彼等に対する『恩おん赦しや』が既に告知されているので、敵意を剥むき出しにする様な者は居なかったが。

　住人の多くはアーロン達、というよりその出で立ちに不安を覚えているのだ。

　そもそも完全武装の騎士という存在に、彼等は馴染みが薄うすい。

　アーロン達の仕事は主に街の外――耕作地の巡じゆん回かい警備や、交易隊の護衛である。だから街の中を完全武装で歩き回る事は希まれなのだ。街の中の治安維い持じについては主に自警団が担当しており、アーロン達は本来、彼等の職域には踏ふみ込まない――筈だった。

　そしてもう一つ。

　住人達の間に不安が広がっているのは、このところ、街の中で不可思議な事件が続発しているからである。前述の通りそれは自警団の担当すべき仕事である訳だが、それが解決したという報は無く、代わりに完全武装の騎き士し達たちが街の中を巡回警備するとなると、『自警団だけでは解決できていません』と暗に告げている様なものである。

　住人達が不安に思うのも当然だった。

「――隊長！」

　向こうの通りから別隊に入っていた筈の騎士が一人、声を上げて近づいてくる。

「何事だ？」

　周囲の視線を意識しつつもアーロンはこれに応じ――騎士を手招きする。

　駆かけ寄よってきた騎士は、兜かぶとをぶつける様にして頭を寄せ、低く抑おさえた声で言った。

「……今度は東の外れにある一いつ軒けん家やで遺体が出ました」

「またか……これで何人目だ？」

　アーロンは顔をしかめて唸うなる様に言った。

　連続殺人事件だ。

　最初に街の外の開かい墾こん作業に従事している男が死んだ時には、その妻が犯人だとして疑われた。だがその事件が解決されるのを待たず次の事件が発生。その後は三日から五日の周期で次々に犠牲者が出る事になった。

　手口は概おおむねどれも同じだ。

　細い刃物で心臓を正面からひと突き。

　犯人が最初の犠牲者の妻であるのかどうかはさておき――これはもう明らかに、夫ふう婦ふ間かんの揉もめ事ごとで引き起こされる類いの単純な事件ではない。犠牲者の死に方を喧けん伝でんして回っている訳でもないので、先の事件を別の犯人が模も倣ほうしたとは考えにくい。恐らく同じ犯人が殺人を繰くり返かえしているのだ。

　だが……それは一体、何の為か？

　手口から連続した殺人事件だと考えられているものの、死亡した者達には特に共通するものが見当たらない。性別、年ねん齢れい、住んでいる街区、職種、何処から見ても彼等に揃って備わる項こう目もくが無い。それ故、何処の誰が、何の為にこの行こう為いを続けているのかも見当がつかないのである。

　強しいて言うならば、全員がフリートラントの住人であるという程度だ。

　つまり……次の殺人がフリートラント内の何処で、誰を標的として行われるかすら想像がつかないのである。

「――騎士よ」

　ふと声を掛かけられてアーロンは振り返る。

　そこに立っていたのは……異形の中年男だった。

　首から下はごくごく普ふ通つうの姿なのだが、その頭部が明らかに人間のものと異なる。緑の髪かみを生やし、更には縞しま模も様ようのついた角まで生やしているからだ。

　隣となり町まちの地神――ロストルークの守護者たる植物型地神イグドゥーラの眷けん属ぞくである。彼かの地ちにおいては回復の見込みの無い重病人や怪け我が人にん、あるいは死を間ま際ぎわに控ひかえた老人等らを『生いけ贄にえ』としてイグドゥーラに捧ささげる風習がある。他の動物型地神と異なり、イグドゥーラは彼等を直接的に喰くらう事は無く、代わりにその生け贄達たちを苗なえ床どことし、自らの一部を『接つぎ木き』する様な形で眷属化している。

　その代表がウルリーケである訳だが、今、フリートラントには他にも数体の眷属が訪おとずれている。ユキナリが要よう請せいして派は遣けんされた助すけっ人とだった。

「また犠牲者が出たのか」

「そうらしい」

　としかめ面つらでアーロンは頷いた。

　正直、アーロンは色々な意味でこのイグドゥーラの眷けん属ぞく達たちが苦手なのだが、今は好すき嫌きらいを言っている場合でもあるまい。

「私はこれから現場に赴おもむく。貴様は街長代行に知らせてやってくれぬか？」

「心得た」

　中年男は大きく頷くと――次の瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな速度で通りを走り始めた。

　明らかに人間の走り方ではない。全力疾しつ走そうなど普通はそう長く続くものではないが、中年男は全く速度を緩める事無く、走り去っていった。

　概ね人間の姿を遺のこしてはいるが、彼等は元々、人間としての人生はとっくに終えてしまった死者であり、今はイグドゥーラの霊れい力りよくで動かされる人形に過ぎない。既に疲ひ労ろうなどというものを感じる事も無いのだろう。

　アーロンにしてみれば、ああいう存在が街の中を堂々と闊かつ歩ぽしている事そのものが、異常なのだ。それに比べれば自分達が完全武装で歩く事など、何なに程ほどの事も無い。

「――行くぞ」

　アーロンは仲間の騎士達に声を掛けると、現場に向かって足早に歩き始めた。





●






「六人目……か」

　シリングス邸の居間でイグドゥーラの眷属から報告を受けてユキナリは溜ため息いきをついた。

　異獣の中から腕輪と指輪を見つけた日から……二十日余り。

　事件は解決されぬまま、犠牲者が増え、時間が過ぎてゆく。

　フィオナ達は自警団、アーロン達、そしてイグドゥーラの眷属達とも連れん携けいし、街の中の警備を強化しているのだが……それでも事件は続いていた。

　事件について、細かい事は住民達に伏ふせられているものの、不ふ穏おんな空気はやはり広がるのを止める事は出来ない。ユキナリも毎日、街を訪れてはいるが、基本的に寝ね起おきは神殿でしている為、街の空気が微び妙みように淀よどんだものになりつつあるのに気がついたのは、この数日だった。

「まずいな……」

「はい、なにぶん、被ひ害がい者しやにも、事件が起こる頻ひん度どにも何も明確な共通点は無いので後手後手に回っています」

　と言うのはフィオナである。

　居間には、彼女とユキナリの他に、ダーシャ、ベルタ、ウルリーケ、それに中年男の姿をしたイグドゥーラの眷属が一人居る。六人目の事件の報告はこの眷属が持ち込んできたものである。

「何か勘かん違ちがいをしているのか？」

　とユキナリはソファに身を沈しずめながら天てん井じように眼を向ける。

　最初に殺された男の妻が、そのまま殺人を繰り返しているのかとも当初は思った。だがこうまで事件の発生を止められないとなると、そもそも自分達が勘違いをしている可能性が――まるで見けん当とう違ちがいの方向を調べている可能性が高い。

「死んだ人の遺体が、そのまま残されている訳だよな？」

「はい。それは同じです。胸の傷以外に遺体に損そん壊かいの後は無いと聞いています」

「ならば亜神や異い獣じゆうの仕し業わざでもない、と……」

　亜神や異獣は、高い知性を持った生き物を喰くらうことで自らの知性を高め霊力を増す。

　だが逆に言えば亜神や異獣が人間を襲おそう理由はそれだけなのだ。だから遺体が――とりわけ知性と霊力が宿るといわれる脳が喰われていない事から、こっそり街に入り込んだ亜神や異獣の仕業とは考えにくい。

「外部の人間の仕業――とか？」

「それも考えにくいですね……」

　とフィオナが答える。

　フリートラントは外部からの人の出入りは多くない。むしろ余よ所そ者ものが通りを歩いていたらすぐにそれとわかる程ほどに目立つだろう――との事だった。いわゆる限界集落でもあるまいし、さすがに住人の全員が互たがいに顔見知りという規模ではないが、それでも普ふ段だん見かけない人物には近きん隣りんの誰だれかが気付く。気付いてそこから噂うわさが広がる。そういうものだそうだ。

　では何者が事件を起こしているのか。

「人を刺さし殺ころす幽ゆう霊れいが街の中を徘はい徊かいしている――などという迷めい信しんじみた話をする者まで出てきている様で……」

「迷信ね」

　ユキナリの感覚からすれば、迷信の大元と言ってもいい神様の座に就ついているのが自分である訳で、苦く笑しようすべきかどうか迷うところだった。

　何にしても、姿無き殺人者というのは始末に負えない。

　それは実際の被ひ害がい以上に、住人の間に恐怖と不安を呼ぶ。このままではそれが勝手に膨ふくれ上がって――いずれは街の住人が互いで互いを疑い合うような事態に陥おちいりかねない。

（……アーロン達に協力を頼たのんだのは間違いだったか？）

　ふとユキナリはそんな事を思う。

　疑ぎ心しん暗あん鬼きが広がれば先まず、槍やり玉だまに挙げられるのは、かつての敵であったアーロン達だろう。警備の為ためにと街中での完全武装を許したが、ハリス真教会の宣教騎士そのものといった格好で彼等がうろついていれば、要いらぬ反感を買いかねない。

　予あらかじめその辺りの事には想像がついたが、それでも今は具体的な実利優先――警備の人手が足りないからとアーロン達に協力を頼んだのである。

（なんだかんだで馴染んできてくれてるしな……）

　アーロンは、本人に正面から聞けば泡あわを飛ばして否定するだろうが、彼は随ずい分ぶんフリートラントの生活にも馴染んでくれているようだった。空飛ぶ亜神が襲撃してきた際に、孤こ児じ院いんの子供達を庇かばって戦った一件から、特にアーロンはベルタの妹分達に懐なつかれているらしく……騎士としての仕事を終えた後には、孤児院を訪れて、自主的に力仕事を手伝っているとも聞く。今回の協力要請の際にも、彼はむしろ率そつ先せんして街の警備に尽じん力りよくしてくれている。相変わらずその言動は無意味に尊大だが、これは照てれ隠かくしの意味もあるのだろうとユキナリは思っていた。

　だが……

　では他の宣教騎士達も全員同じ心境であるかというと……恐らくは違う。実際、アーロンの様にフリートラントに『飼い慣らされた』宣教騎士は、元々この街にやってきた宣教騎士団の中の半数に過ぎない。むしろ残りの半数は今もってユキナリやフリートラントそのものに敵意を剥き出しなので、今も、街外れの倉庫に幽ゆう閉へいされている。

　また表向きは協力的でも、内心、わだかまりを抱かかえたままの者も居るだろう。というより、そういう者の方が多い筈だ。そしてその事には恐らく、街の住人達も気付いている。

　彼等を街の住人が疑い始めれば――もう確実に不和が広がるのは避さけられまい。

　例えばユキナリが神として、フィオナが街長代理として、アーロン達の無罪を主張して見せたとしても、むしろだからこそ余計に疑念は消えないだろう。権けん威いの力を用いなければ無実を主張できない、という事だからだ。

　そうしてフリートラントは内部から分ぶん裂れつを始める。

　それはまずい。まずすぎる。

「皆みなに、戸と締じまりを徹てつ底ていしたり、夜間の外出を控えるようにって通達は？」

「はい、それは既すでに行っています」

　確かユキナリの『前世』――日本で聞いた話だが。田舎いなかでは、夜寝ねる時にも戸締まりをしない人がいるらしい。近所が顔見知りの人間ばかりという状じよう況きようではあまり警けい戒かい心しんを持つことがかえって失礼だと思える……とか何とか。遠とお縁えん近きん縁えんの違いはあれど、住人の殆ほとんどが親しん戚せきという村もあったらしく、そうなると村全体が一つの家族の様な意識になってしまうのだろう。

　フリートラントでも同様の事があり得ると、ユキナリは先日、フィオナを介かいして戸締まりの徹底と夜間の外出を控える様に、という通達を住人達に出す事を提案した。

　だがこれも劇的な効果を発揮する様な策ではないし、事実、こうしてまた事件が起きた。

　他には――

「あと、対症療りよう法ほうに過ぎないが、俺おれ達たちも神殿からこっちに移って……フリートラントの中に常じよう駐ちゆうして、警備に加わろう。どれだけ効果があるかはわからないけどな……」

　ユキナリが普段、神殿にいるのは、街を外側から――異獣や亜神の襲撃から守るのには地理的に都合が良いからだ。だが、ここしばらくは異獣を一匹ぴき見つけて退治しただけで、そうした怪かい物ぶつ達たちの襲撃は殆ど無い。もし在ったとしても、元から警けい戒かい態勢を敷しいていれば、街の中で対処する事も出来るだろう。

「いえ、そうしていただけると助かります」

　とフィオナが頭を下げてくる。

「街中にいれば、我が最速でユキナリに情報を伝えることもできるしの」

　とウルリーケが自分の同類――イグドゥーラの眷属の方を振り返りながら言う。

　フリートラントには勿論、電信や電話の類は無いので、普通に情報を伝えようとするとどうしても人力で、伝令役を走らせる事になる。だがウルリーケはイグドゥーラの他の眷属達と霊力の網あみの様なもので繋つながっているらしく、彼女が無線の代わりに情報を伝える事も出来るし、伝令役としてもイグドゥーラの眷属達は優ゆう秀しゆうなので、彼等が警戒態勢に噛かんでいてくれると、情報の伝わり方は速い。

「何ならもう何人か眷属をこちらに回してもよいぞ」

「いや、今はいい。それよりもロストルークの側でも一応警戒を固めてもらって欲ほしい。原因がわからない以上、同じ事がそっちで起こらないとは限らないからな」

「ロストルーク、でも？」

　と首を傾げるのはダーシャである。

「ユキ。それは――」

「ひょっとして、ユキナリ、宣教騎士団が関かかわっているとお考えですか？」

　フィオナが、言いい淀よどむダーシャの言葉の後を継つぎ、眉まゆを顰ひそめてそう問うてくる。

「根こん拠きよはない。けど可能性としてはあり得る――まあその程度の考えだよ」

「ですがアーロンは――」

「違う違う」

　ユキナリは慌てて首を振った。

　フィオナはアーロンに嫌けん疑ぎが掛かっているとでも思った様だが、ユキナリが気にしていたのは彼や彼の仲間ではない。別の宣教騎士団だ。

「アンジェラ・ジンデルの部下が、撤てつ退たいしきれずに、周辺の山の中にでも留とどまって報復をしている可能性は在る。可能性は――低いけどな」

　第九宣教騎士団の騎士達は、遠征装備や糧りよう食しよくの殆どを放ほう棄きして逃にげていった。だが山の中に入れば、木の実や果実、小動物を狩かるなどして食料は調達できるだろう。今は夜でも未いまだ凍とう死しする程の気温でもない。戦闘訓練を受け、武装を帯びた宣教騎士の集団ならば、亜神は無理でも、異獣ならば斃たおす事は可能だろう。潜せん伏ぷくは可能だ。

　ただ……ユキナリはユキナリで、亜神や異獣が接近していないか定期的に街の周囲を巡回している。勿論、それはあくまで亜神や異獣を探しているのであって、人間が潜伏しているかどうかを調べている訳ではないが、それでも人が長期間にわたって野宿をしているのならその痕こん跡せきは――焚たき火びの跡あとなどが見つかっていても不思議では無い筈はずだ。

「なんだかんだで後回しになってたが――」

　ユキナリはソファから腰こしを上げて言った。

「もう一度、アンジェラ・ジンデルを尋じん問もんしておくべきだな」
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　地ち下か蔵ぐらに通じる階段を降りると――見張り役のヴェロニカと顔を合わせる事になった。

「おや。どうした？」

　と女傭よう兵へいは苦笑交じりにそう声を掛けてくる。

　アンジェラの尋問が延び延びになっているからだろう。自分をわざと怒おこらせようとするアンジェラにユキナリが辟へき易えきして顔を合わせるのを躊ちゆう躇ちよしている――と考えているのだろう。そしてその想像は半分正しい。

　理由の半分は、言うまでもなく連続殺人事件でユキナリのみならず多くの人間が忙ぼう殺さつされていて、アンジェラを尋問している余よ裕ゆうなど無かったからである。

　ちなみに、連続殺人事件に絡からんだ警備態勢にヴェロニカが人手として駆かり出されなかったのは、虜りよ囚しゆうたるアンジェラが相当な腕うでを持った騎士だからである。

　万が一にも彼かの女じよが脱だつ走そうした場合、対等に戦ってこれを制圧出来るのは、ユキナリかヴェロニカ位のもの……そういうユキナリやフィオナの判断が在ったからこそ、ヴェロニカはずっとこのシリングス邸ていに詰つめて、アンジェラの見張り役を務めている。

「アンジェラ・ジンデルを尋問する」

「……分かった」

　ヴェロニカは頷き、ユキナリと共に扉とびらを開けて地下蔵に足を踏み入れる。

「尋問する内容を教えてくれれば、私が代わってもいいが」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。まあ、また俺おれがキレたら……止めてくれ」

　ユキナリも苦笑してそう言い、念ねん押おしの様に付け加えた。

「キレたら、な」

「キレたら、か。分かった」

　その一言でユキナリの『覚かく悟ご』は伝わったらしい。

　地下蔵は意外に広い。アンジェラが居るのはその最さい奥おう部ぶだ。二人が敢あえて足音を殺さずに歩いて行くと、奥おくの方からがたがたと物音が聞こえた。何をやっているのか。一いつ瞬しゆん、顔を見合わせてからユキナリとヴェロニカが更に進むと――奥の壁かべに背中を預け、警戒心を顔に漲みなぎらせてこちらを睨にらむアンジェラの姿が見えた。

「ご機き嫌げんは……まあいいわけはないか」

　そう言いながらユキナリはアンジェラに歩み寄る。

　本来ならば一定の距離を置くべきだろう。地下蔵の扉が頑がん丈じように出来ているので、中のアンジェラに手て枷かせ足あし枷かせの類は付けていない。なのでアンジェラはその気になれば、素す手でではあるがこちらに襲いかかってくる事も出来る。

　だが……

「当たり前でしょう」

　アンジェラはユキナリの方をじっと睨みながら言った。

「それより、何の用なのです？　私をまた嬲なぶり者ものにしにきたのですか？」

「嬲り者ね……」

　ユキナリはうんざりしつつ言った。

「まああんたの出方次し第だいによってはそうなるかもな」

「…………！」

　アンジェラが身を震ふるわせる。

　恐怖――と普通ならば考えるだろうが、ユキナリには、彼女の眼めが期待に輝かがやいている様に見えた。勝手な思い込みでないのなら、やはりヴェロニカが言った通り、妙みような嗜し好こうがこの娘むすめには在るのだろう。

「聞きたいことがある」

　ユキナリは大おお雑ざつ把ぱにだが今のフリートラントの状況を説明した。

　そして――

「この一連の事件にお前達ハリス真教会の宣教騎士団が関わっている可能性はあるか？」

　単刀直入そのものの聞き方だ。

　だがこのアンジェラという娘には尋じん常じような駆かけ引ひきは通用しないだろう。

「答えなければ、また平手打ちかしら……？」

　アンジェラが上うわ目め遣づかいにそう問うた。

　口くちの端はには嘲あざける様な笑えみを浮かべている。本人としてはユキナリを挑ちよう発はつしている積もりなのだろう。

「あなたは無む抵てい抗こうの女を殴なぐるのが好きなんでしょうしね！　さすがは卑いやしい錬金術師の影えい響きようを受けた堕だ天てん使し、歪ゆがみきったその性しよう根ねが――」

「…………」

　ユキナリはアンジェラの前にしゃがみ込んで、彼女の目を覗のぞき込む。

　ひたすらに無言で。ひたすらに無表情に。

　ただ――それだけだ。

　しかし……

「性根……が……」

「…………」

「…………」

　アンジェラは喘あえぐ様に口を開け閉めしていたが、やがてユキナリの眼を見つめたまま凍こおり付ついてしまう。それを更に彼はしばらく見つめていたが。

「どうした、虫けら」

「むっ、虫――」

「他に言う事は無いのか。お前のお粗そ末まつな頭でひねり出せるのはその程度か。やはり普段から頭を使っていないと錆さび付くものなんだな。虫が鳴くみたいに、何も考えずに神様の名前唱えてりゃいいんだから、宣教騎士ってのも楽な商売だな。虫けらにも出来る」

「…………」

　今度はアンジェラが黙だまり込む番だった。

　だが――

「何か言え」

　そう言ってユキナリは――アンジェラの顔を平手打ちした。

　ぱん、と乾かわいた音が地下蔵に響ひびく。

　殴られた勢いで横を向きながら、アンジェラは驚おどろいた様な表情を浮かべていた。

「なっ……何を……」

「お前は正しいよ」

　ユキナリはアンジェラの顔を掴つかんで自分の方を向かせながら言った。

「答えなければ殴る。その通りだ。……で？」

　そうしてから手を離はなして、更にもう一打、今度は手の甲こうで反対側から。

「……あ……ああ……」

「まあ答えても殴るが」

「……ひあっ……あっ……」

「虫が身の程をわきまえろ。これは下げ劣れつな虫に己おのれを知らしめる為の教育だよ」

「……だ……誰が下劣な……」

「お前だ。アンジェラ・ジンデル」

　ユキナリは横を向いたまま固まっている女宣教騎士の耳元でそう囁ささやいた。

「認めろ、アンジェラ・ジンデル。お前は虫けらだ。分かったか？」

「む、虫などと――」

「分からないか。虫だものな」

　更にもう一発。

　そして――

「…………」

　アンジェラはユキナリの顔を見つめながら喘いでいる。

　頬が赤いのは彼が叩たたいたからか、それとも……

「――ん？」

　ユキナリはアンジェラが座すわり込んだまま、膝ひざ頭がしらを擦すり合あわせる様にして足を動かしているのに気付いた。

「漏もらしたか、アンジェラ・ジンデル」

　ユキナリはアンジェラの腰の辺りを見ながらそう言った。

「!?　ち――違っ……」

「違ちがう？　漏らしたのでないなら、何だ？　答えろアンジェラ・ジンデル」

「…………これ……は……」

「…………」

「これは……これは……」

「…………そうか」

　ユキナリは頷うなずいて立ち上がった。

　股こ間かんを隠そうとするかの様に太ももを擦り合わせているアンジェラを、冷たく見下ろしながらユキナリは言った。

「まあ、いい。虫が俺の問いに答えられるとも思えないしな。無む駄だ足あしだった」

「……いいのか？」

　そう問うのは、それまで黙ってユキナリとアンジェラのやりとりを見ていたヴェロニカである。

「いいさ。もうアンジェラ・ジンデルに興味は無い。帰るぞ」

「…………」

　アンジェラが弾はじかれた様に顔を上げる。

　そして――

「ま、待ちなさいっ！」

　悲鳴じみた声で彼女はそう言った。

「さ、散々、私を辱はずかしめておいて、そんな、そんな事をよくも――」

「…………」

　ユキナリはしかし無言で彼女に背を向ける。

　此こ処こから立ち去るべく一歩踏み出した彼かれに、しかしアンジェラは叫さけんだ。

「い、いいでしょう、と、特別に教えてあげます……！」

　喘ぎながらアンジェラはそう言った。

　だがユキナリは構わず――振ふり返りもせずにそのまま歩き出す。

「待ちなさい、待ちなさいと言っているんです！　街で起こっている事件に我が宣教騎士団が関わっているかどうか、知りたいのでしょう!?」

「…………」

　思わず振り返りそうになるのを堪こらえてユキナリはただ足を止めるだけに留めた。

　それをどう思ったか、アンジェラは更さらに荒あらい息の間から続けて言葉を投げてくる。

「くだらない、本当にくだらない、そんな事件に我が宣教騎士団の騎士が関わる筈がありません！　そんな暇いとまが在るならば、アルドレイルに戻もどって増ぞう援えんを連れてくるべきです！」

「…………」

「無敵、不敗の我等が宣教騎士団といえど、卑ひ怯きような手段で一時退たい却きやくを余よ儀ぎなくされる事も在るでしょう、そうした事は想定の内です！　生き残りの宣教騎士達は間ま違ちがいなくアルドレイルに戻っています！　いえ、万が一にも不心得者が居て、アルドレイルに戻っていなかったとしても！　こそこそと無む知ち蒙もう昧まいな異教徒の街に潜伏し、闇やみ討うちの様な方法で一人ずつ殺して回るなど、誇ほこり高たかき宣教騎士がする筈も在りません！」

　アンジェラの声は既に張り上げすぎて掠かすれ始めていたが、本人はまるで気にした風も無く更に大声で叫ぶ。

「ハリス真教会こそ正義！　我等はその正義代行者！　ならば堂々と、正道を行きながら蛮ばん族ぞく共を薙なぎ倒せばいいだけのこと！　あなた方の愚おろかしさを正面から指し摘てきし、その上で言葉で聞き入れる知性がないのであれば力ちから尽ずくで矯きよう正せいする。邪じや魔まになるならば排はい除じよする。それだけでしょう！」

「…………」

　ユキナリはここでようやく肩かた越ごしにアンジェラを振り返った。

　女宣教騎士は――その表情を輝かせる。

　自分の叫びがユキナリを引き留めた、感かん銘めいを与あたえた、とでも思っているのか。

　それとも……

「うるさいぞ、虫けら」

　ユキナリはそう言った。

「…………ッ」

「だが良く鳴いた御ご褒ほう美びに、後でこの穴あな蔵ぐらから出して日光浴でもさせてやろう。首輪付きだがな」

「く……首輪っ……？」

　衝しよう撃げきを受けた様にアンジェラが己の身を両りよう腕うでで抱だく。

　その様子を一いち瞥べつし、ユキナリはヴェロニカと共に地下蔵を出た。
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「……お疲つかれ」

　階段を上りきった所でヴェロニカが苦笑を浮かべてそう言ってきた。

　予めユキナリが『キレたら止める』という約束であった訳だが、彼女は最後までユキナリの行動を止めようとはしなかった。約束を違えたのではなく、彼女はユキナリがキレてなどいないという事が分かっていたのだろう。

「はー…………」

　長々と溜息をついてユキナリは壁に手をつく。

「疲れた……」

「だろうな」

「言えた立場じゃないのは分かってるが、暴力とか嫌きらいなんだよ。実際に手を上げるのも、言葉で誰かを罵ののしるのも」

「分かってるよ」

　とヴェロニカは言ってユキナリの隣となりで壁に背中を預けた。

「だがあれ位しないとあの女は駄だ目めだろう。あれは完全にそっちの趣しゆ味みだ」

「まあ……そうだよな。やっぱり」

　被虐趣味マゾヒズム。

　本人に自覚があるか無いかはさておき、アンジェラは明らかにユキナリに平手打ちされ、罵られる事に興奮していた。太ももを閉じて股間を必要以上に隠かくそうとしていたのも、勿もち論ろん、彼女自身が言った通り小便を漏らしたから、ではあるまい。

「あいつは、ご主人様、が欲しいんだよ。強ごう引いんで、高こう慢まんちきな自分を蹂じゆう躙りんしてくれるような野や蛮ばんで強大なご主人様がね。ユキナリは上手うまくやったよ。というか横で見ていて、よくもまあぎりぎりで止めるものだと感心したね。そういう意味ではあの女、人を――いや、神を見る眼はあるって事か」

「やめてくれ……」

　ユキナリは天井を振り仰あおいで言った。

　そう。アンジェラを平手打ちしたのも、虫けらだ何だと罵ば倒とうしたのも、アンジェラの趣味を確かめて、その上で情報を引き出せるように誘ゆう導どうする為だった。『押おして駄目なら引いてみろ』とはいうが……一方的にただ殴れば良いというものでもなく、かといって口先だけで脅おどすのは効果が無かろう、という事で、ユキナリは相手の反応を確かめつつ、細心の注意を払はらってアンジェラが求める様な人物を――ヴェロニカが言うところの『野蛮で強大なご主人様』を演じて見せたのである。







[image: ]







「もう一ひと押おしって所だな」

　と地下蔵の方を一瞥してヴェロニカは言った。

「何が？　もう一押ししたらどうなるっていうんだ？」

　とりあえず聞きたい事は聞き出せた。

　あの状況でアンジェラも嘘うそは言うまい。

　しかし――

「落ちるって事だよ」

「…………」

「宗教に限らずだが、熱ねつ狂きよう的てきな信しん奉ぽう者しやが、あっさり崇あがめ奉たてまつる相手を変えるって事は、ままある。厄やつ介かいな事に」

　ヴェロニカは腕を組んで何かを思い出すかの様に言った。

「人間ってのはいつも誰かに支配されたがっているものでね」

「ヴェロニカも？」

「そうだな。そうかも」

　苦笑するヴェロニカ。

　人間は絶対的な自由や平等に耐たえられない。それは裸はだかで荒こう野やに放り出されるのと同じ事だ。すがりつく何かが欲しい。自分の襟えり首くびを掴んで『こっちを向け』と指示してくれる誰かが欲しい。自由という虚きよ無むの中で誰もが平等だというのなら、ありとあらゆる判断の責任は自分に帰する。だが自分という存在が万ばん能のうでも絶対でも全知でもない事を人は知っているから、しばしば――いや頻ひん繁ぱんに間違いを犯おかす事も分かっている。

　だから不安なのだ。

　だから『これが正しい』と断言して思考や判断の責任から解放してくれる何かを求める。

　それは親であったり、君主であったり、神であったりと様々だが、とにかく人間は自分よりも圧あつ倒とう的てきに強大な存在を前にすると、崇すう敬けいの念を抱くと共に、自分という存在の取しゆ捨しや選せん択たくを相手に預ける事で、安あん堵どし、楽をしようとする。

　要するに自分の為なのだ。

　だからより自分が楽が出来る対象が見つかれば、鞍くら替がえする場合も出てくる。

　そういう心理については、ユキナリもおぼろげながら理解はしていた。前世では典型的とも言うべき存在が身内にいたからである。

「ユキナリは、まあ、はっきりと強大だからな。案外、あの鎧よろいと翼つばさの姿になれば一押しどころか、もう落ちていたかもしれないな」

「……うあー……」

　ユキナリはうんざりして唸うなった。

　確かにあの〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉の格好は、教会がいうところの『奇き跡せき』を――効率よく信徒を増やす為の演出を行うのに特化した姿だ。見た目からして威い圧あつ的てきだし、普通の人間とは違う雰ふん囲い気きが全身から滲にじみ出でる――らしい。ユキナリ自身にはよく分からなかったが、ベルタやフィオナに聞いた限りではそういう事らしい。

　ましてやアンジェラはユキナリが戦う姿を見ている。

　それがどれだけ強大な存在なのかという事を実体験として知っている。

　だからヴェロニカの言う通り、ユキナリが最初から〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉の格好で平手打ちを食らわせてやれば、アンジェラは一発で恐おそれ入って彼を信しん奉ぽうする様になっていたかもしれない。

「今後、アルドレイルに残っていた別の宣教騎き士し団だんとやり合うかもしれない訳だろう？　ならば敵の内情に通じている者は一人でも多く味方に付けておいて損は無い」

「味方……ね……」

　前世で読んでいた漫まん画がの中で、男二人が延々と殴り合った末、友情が芽生える、などという演出を見かける事は在ったが……

「ユキナリは神なんだろう？」

　ヴェロニカはユキナリの顔を覗き込みながら言った。

「神様ってのは、信者が自分の名前を唱えながら火の中に飛び込むのを、黙って見ていられる位でないと務まらないぞ」

「そういうもんかな……」

　だからこそアンジェラも鼻歌交じりで自分に帰き依えさせろという事か。

　ユキナリはもう一度長々と溜息をついて――それから、ヴェロニカと共に居間へと向かった。
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　荒あら々あらしい足音と――シリングス邸ていの執しつ事じが誰かを静止する声が入り乱れる。

「……？」

　ユキナリ達はシリングス邸の居間で話し合いを続けていた。

　先に彼が提案した通り、ユキナリとダーシャ、ウルリーケは神殿を出てしばらくシリングス邸に滞たい在ざいする事になる。その為に部屋割や食事の用意といった細々した打ち合わせが必要だったのである。シリングス邸滞在は、神殿を出る時には考えていなかった話なので、ユキナリ達は何の準備もしてこなかった。人間が日常生活を送る為には意外に多くの品が必要になる。神殿に取りに戻らねばならないもの、シリングス邸に既に在って流用出来るもの、そうした品々についても話し合っていたのだ。

　ちなみにベルタはアンジェラの面めん倒どうを見る為にしばらくシリングス邸に滞在していた事もあり、その時の部屋をそのまま使う、との事だった。

　ともあれ……

「――まただ！」

　遠えん慮りよ無い足取りで居間に入ってきたのはアーロンだった。

　鎧を着けて剣けんも帯はいたままの状態である。これを不作法としてシリングス邸の執事が見み咎とがめたのだろう。恐らくアーロンはフィオナへの取り次ぎを頼む時間も惜おしんだのだ。

「フィオナ・シリングス！　また出たぞ！」

　実際、居間に足を踏ふみ入れるなり彼はそう叫んだ。

「アーロン……まずは落ち着きなさい」

　と若じやつ干かん、呆あきれの表情を浮うかべてフィオナが言う。

「落ち着いている場合ではない！　――む？」

　とそこでようやくアーロンはユキナリやダーシャも居間にいる事に気付いて、顔をしかめた。一応、協力関係にあるにはあるのだが、個人的には、やはりアーロンはユキナリ達には苦手意識の様なものが拭ぬぐいきれていないのだろう。

　ともあれ……

「で、アーロン。また出たという事は……」

「被ひ害がい者しやだ。連続殺人の」

　今いま更さら問うまでも無いだろう、といった口調でアーロンが言う。

　彼によると現場はベルタが育った孤児院の近くである様だった。騎き士しを二名ばかり現場に遺のこし、一刻でも早くフィオナに報しらせようと、アーロンが連れん絡らくに来たらしい。途とち中ゆう、走ったりもしたのか、よく見れば鎧の中のアーロンは汗あせだくだった。

「ざっと見た限りだと殺されてそれ程、時間は経たっていない。現場には二名、部下を残してきた。他の住人は近づけないように命じてある。一名は自警団の方に報せにやった」

「適切な処置ね。――ユキナリ？」

「そうだな。見に行こう」

　殺人事件が起きて未だ間も無いというのなら、現場に出で掛かければ何か有力な手て掛がかりを見いだせる可能性が高い。

「ダーシャ、一いつ緒しよに来てくれるか」

「無論」

　といつも持ち歩いている鞄かばんに手を伸のばしながらダーシャは頷く。

　錬れん金きん術じゆつ師しの助手をしていた彼女は、化学的な知識も豊富だ。科学捜そう査さ、鑑かん識しき、とまではいかないにしても、現場の遺留品だの何だのを見つけて分ぶん析せきできるかもしれない。

「ウルリーケも頼む」

「心得た」

　と頷くイグドゥーラの眷けん属ぞく。

　彼女もまた普ふ通つうの人間とは異なる視点を持っている。自警団やアーロン達が今までの現場では見落としていた事実を発見できるかもしれない。

　そして――

「ベルタは――」

　荒あら事ごとに――というか血だの死体だのを見慣れていないベルタを同行させるのには今ひとつ抵てい抗こうが在る。彼女だけは此処に残そうかとも考えたユキナリであったが、彼が留守番を命じる前にベルタも立ち上がって言った。

「私も、お許しいただけるなら参ります。可能な限りユキナリ様のお傍そばに」

「……そ……そうか……」

　ひたむきな眼まな差ざしで見つめられてそう言われると、ユキナリとしても戸と惑まどってしまう。

　やはりベルタのユキナリに対する態度は、この間の宣教騎士団との戦いから変わったというか――やけに積極的になってきた印象が在る。今もダーシャやウルリーケが行くなら自分も行くのだ、といった対たい抗こう心しんの様なものが見え隠れしている気がしたのだが、これはユキナリの気のせいだろうか。

「…………」

　何か言いたげな視線をダーシャから感じたりもするが、とりあえず今は細かい事に拘こう泥でいしている場合でもないだろう。

「細かい事は後にしろ！　急げ！」

　やたら苛いら立だった様子でアーロンがユキナリ達を促うながす。

「分かった、急ごう」

　ユキナリ達は既に玄げん関かんへと戻り始めたアーロンの後を追って、居間から駆け出した。
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　今回の犠ぎ牲せい者しやは人通りの少ない路地裏で見つかった。

　一連の事件で初めて――野外で行われた殺人という事になる。

　被害者は二十代の男性だった。

　遺体は自警団のハンス・キュッテル達が調べている最中だったが、ユキナリはそこに自分達も加えてくれるように頼たのんだ。勿論、フリートラントの守護神たるユキナリが頼めばハンス達にも否は無い。

　とはいえ……ユキナリは勿論だが、如何いかに化学関係の知識が在るといっても、捜査そのものに関してはダーシャも素人しろうとである。とりあえずはハンス達の邪魔をしないように傍かたわらで死体の様子を眺ながめている事になった。

　死体は既に路地から運び出され、馬車の荷台に載のせられている。ユキナリの感覚だと現場保全の為ために死体はしばらくそのままにしておくべきにも思われたが、死体をそのままにしておくというのは、やはり抵抗感を覚えるものらしい。一刻も早く弔とむらってやりたいと考えるのは至し極ごく真っ当な感情だろう。

「やはり胸をひと突つき――か」

「それも正面からですね」

　とハンスが死体の胸むな元もと、血に濡ぬれた服の襟えり元もとを開いて見せながら言った。

「凶きよう器きは分かるかな？」

「恐らくは細剣レイピアの類たぐいかと」

　とハンスは言った。

「細剣レイピア……？　短たん剣けんとか先の尖とがった棒とかではなくて？」

「串くし刺ざし……つまり貫かん通つうしていますから、それなりに長いものでしょう。それと今回は死体が倒たおれていた場所の壁に、凶器の先せん端たんと思おぼしきものが突き刺ささった跡が在りました。縦長の菱ひし形がた。恐らくは両りよう刃ばの細い剣身の武器です」

　ハンス曰いわく、少なくとも成人男性の腕の長さと同じ程度――ユキナリの感覚では六十センチ余りの長さが無ければ、壁に傷は付かないだろう、との事だった。

「……妙だよな」

「何がです？」

　とフィオナが尋たずねてくる。

「これだけ人死にが出てて、俺達も警戒してて……しかも街の住人も不ふ穏おんな空気は感じてる。だとしたら、剣を携たずさえて近づいてくる相手に、警戒とかするもんじゃないか？　しかもこの細い路地で剣を構えて、刺す訳だろ？　かなり難しくないか？」

「それは……そうかもしれませんが」

「争あらそった形けい跡せきは？」

「在りませんね」

　とハンスが答える。

　現場と目されている路地の幅はばはユキナリの感覚だと一メートル強。人間がすれ違う程度では問題が無いが、剣を抜ぬいて立ち回りを演じるとなると――かなり狭せまい。迂う闊かつに振り回すだけで壁に引っ掛かかりかねない。

「これは今までの事件でも共通していますね。被害者は争っていない」

　今までの犠牲者は全て屋内で見つかっている。

　最初に見つかった腐ふ乱らん死体は流石さすがに細かく調べる事は出来なかった様だが、その後に見つかった死体はいずれも、争った形跡が無いという。完全に油断しきっている所を殺された様に見えるとの事だった。

「今までの事件では全て、叫さけび声ごえ、悲鳴を聞いた者も居ない」

「つまり自分が殺されるその瞬しゆん間かんまで、何も分かってなかったって事だ」

　ユキナリは腕を組みながら言った。

「この事件を起こしてる奴やつが全部、同一人物だったとして……どうやってそいつは、被害者に近づいてるんだ？　全員、油断している所を、いきなり殺されてる」

「……姿を消している、とか？」

　と言うのはダーシャである。

「どうやって？　まさか硝子ガラスみたいに透とう明めいになるって訳でもないだろ」

　宇宙からやってきた怪かい物ぶつが化学的な透とう明めい化か技術で人間を襲おそう、という映画をユキナリは前世で見た事があるが……さすがにこちらの世界でそういう技術があるとも思えない。錬れん金きん術じゆつもそこまで万能ではない筈だ。

「煙けむりか何かを焚たいて……」

　透明化するのではなく、何らかの方法で煙を辺りに充じゆう満まんさせて犯人の姿を隠す、という程度の事ならば確かに可能かもしれない。

　ただ――

「野外ならそれで何とかなるかもしれないが、家の中だとそれは無理だろ」

　それこそ被害者は火事を疑って大声を上げるなり、その場から逃げ出すなりしている筈だ。犯人が近づいてくるまで悠ゆう長ちように待っている筈が無い。

「んー……」

　眉まゆを顰ひそめてダーシャが唸る。

「顔見知りの犯行、ってのが一番分かり易やすいんだが……これまでの被害者全員が知っている顔で、なおかつ警戒しないとなると……」

「…………」

「…………」

　フィオナはハンスと顔を見合わせる。

　それから二人は揃そろってユキナリの方を見つめてきた。

「……何だ？　誰だれか思いついたのか？」

「一人該がい当とう者しやが居ますね」

　とフィオナが言う。

「誰だ？」

　ユキナリは勢い込んで尋ねる。

　しかし――

「貴方あなたですよ、ユキナリ」

「…………」

　言葉に詰まるユキナリ。

　言われて見れば確かにその通りである。

　ユキナリは確かにフリートラントの住人の殆ほとんどにその顔が知られている。そして彼かれ等らはユキナリに対しては警戒など考えもしないだろう。

「そんな顔しないでください。いくら何でもユキナリが犯人だなんて思ってません」

　と肩かたを竦すくめるフィオナ。

「一人該当者が、といいましたが、その理り屈くつでいけば私やウルリーケ様も同様ですしね」

「それはそうか……」

　フィオナもウルリーケも、フリートラントの住人の殆どに顔を知られているという意味では同じだろう。そして警戒もされない。

　しかし……

「――ユキナリ」

　馬車に近寄りながら声を掛けてくるのはそのウルリーケだった。

「ウルリーケ。どうかしたか？」

「未いまだ、近くに下手人がおるやもしれんのでな、我われ等ら眷けん属ぞくも周辺を歩き回っておるのじゃが……」

「誰か怪あやしい人ひと影かげが見つかった？」

「うむ、見慣れぬ怪しい者がおらぬか、見かけはせなんだか、と住人に尋ねたのじゃがな……『誰が怪しいって聞かれたら、お前が怪しい』と言われてしもうた」

「……まあ、そりゃそうか」

　普ふ段だん、ユキナリと一緒に行動している事の多いウルリーケはともかく……他の眷けん属ぞく達たちは普段、街の中にいない。フリートラントの住人達たちからすれば余よ所そ者ものだし、なおかつ、分かり易い異形である。確かに怪しいと言われれば、これ以上に怪しい者達も居ないだろう。

「面めん目ぼくない」

「いや、それはいいんだが」

　ユキナリは辺りを見回し、荷台から降りる。

　死体よりも現場そのものを見た方が何か発見があるかもしれない――と思ったのだ。

「一応、この辺りを他の眷属と一緒に見て回ってくれ」

　さすがに犯人をウルリーケや眷属が発見する事は出来ないだろうが、分かり易い異形の外見を備えている眷属達は、街中でもよく目立つ。彼等が巡じゆん回かいしていれば、犯人も警戒して身を潜ひそめるだろう。

　少なくともそれでこの辺りの――孤こ児じ院いんも含ふくめ――安全は確保出来るのではないか。ユキナリとしてはそう考えたのである。

「うむ、どれほど役に立つかはわからんが、とにかくやってみるとしようかの」

「頼たの――…………？」

　路地に足を踏み入れながら――しかしユキナリは途中で言葉を切らざるを得なかった。

　予想だにしなかったものが視界に飛び込んできたからである。

「…………！」

　愕がく然ぜんとしてその場に凍り付くユキナリ。

　だがそれに気付いたのは――彼だけだった。

「ユキ……？」

　ユキナリの様子がおかしいとすぐに気付いたのだろう。ダーシャが駆かけ寄よってくる。

「どうした、の？」

「…………」

　だがユキナリは答えない。

　答える余よ裕ゆうが――無い。

（これは……）

　ダーシャもまたユキナリの視線を追う様にして眼めを同じ場所に向ける。

　だが彼かの女じよはそれを見ても不思議そうに眼を瞬まばたかせるだけだ。ユキナリが何に驚いたのかを理解していない。

　当然だ。彼女に分かる筈はずも無い。

（凶器の先で彫ほったのか……？）

　細剣レイピアと思しき凶器、その突き刺さった跡あとがあったという壁かべ。

　そこに細い筋が幾いくつも幾つも……狭い範はん囲いに集中的に刻まれている。

　縦に。横に。斜ななめに。一見、不規則なようでいて、その実、一定の規則性に従って刻まれたそれらは、四つの文字を成していた。

　犯人が彫ったものか。

　そうだとしたら重要な証しよう拠こになり得るのは間違いないが、しかし、ユキナリを凍こおり付つかせたのは四つの文字そのものだった。

『天野行成』

　それはユキナリの名前だった――漢字の。

　ただそれだけだった。

　他には何も記されていない。

　だがだからこそ、それは偶ぐう然ぜんでも何でもない、間違いなくユキナリの『前世』の名前そのものだった。

　彼の名前を示す漢字四文字。

　それは――ユキナリ本人が書かない限り、この世界には存在しない筈のものだった。





●






　結局――ユキナリ達は荷物を神殿に取りに戻る事を取とり止やめた。

　フリートラントに留とどまって警備に少しでも協力する為である。

　生活必ひつ需じゆ品ひんや着き替がえに関してはフィオナに適当な品を用意して貰もらう事になった。予備の弾だん丸がんも自警団に〈デュランダル〉と共に造って多めに渡わたしておいた備び蓄ちくがある。〈デュランダル〉と〈レッチリ〉は基本、同じ44マグナム弾を使うので問題は無かろうし、いよいよ足りないとなればユキナリが造り出せば済む。ダーシャの〈レッチリ〉関係の整備道具や〈デールリンガー〉の弾も、どうしても必要となればユキナリが造る事にする。

　ウルリーケは――こちらも問題は無いだろう。

　せいぜい、日課にしているらしい朝の日光浴は、人の目が無い所でやるように強く言い聞かせておく位だ。というかロストルークでは一体どうしていたのやら。

　いずれにせよ、シリングス邸ていで早々にそれらの打ち合わせを済ませ、ユキナリは改めて街に出た。

　居ても立っても居られなかった。

　自分の目で、街の隅すみ々ずみまでもを確かく認にんしたかったのだ。

　ダーシャは当然の様に一緒に来ると言ったが、『一人でじっくり考えながら回りたい』と告げて彼女はシリングス邸に置いてきた。

「……ユキナリ様だ」

「ユキナリ様……！」

　ユキナリが街を歩いていると、住人達が安堵の笑えみを浮かべてくれるのが分かった。連続殺人の件は一応、伏ふせてあるとはいえ、人の口に戸は立てられない。実際に何人もの人間が死んでいる以上、不穏な噂うわさは――姿無き殺さつ人じん鬼きの噂は街中に広まっているのだろう。

「…………」

　とりあえず笑え顔がおを取り繕つくろって住人達に手を振ってやる。

　殺人鬼を捕つかまえるのには何の役にも立たないが、住民達の不安を少しでも和やわらげてやりたかったのである。

　ただ――そうしている間にもユキナリの胸の内は焦しよう燥そう感で一いつ杯ぱいだった。

（……この世界で刻まれた、『漢字』……いや俺おれの名前……）

　あの現場に残された『天野行成』の文字。

　あれが脳のう裏りに明めい滅めつして離はなれない。

　見み間ま違ちがい――の可能性も考えた。

『一』だの『十』だの『人』だのといった単純な漢字ならば、偶然に似通う可能性は在るだろう。だが『野』や『成』といった複雑で画数の多い漢字となると……たまたま別の文字がそのように見える、という可能性は低い。

　この世界に漢字などというものはない。少なくともユキナリはこれまで目にした事は無い。『無限の時間を与えれば、猿さるが出で鱈たら目めに打ったタイプライターからでも、偶然、シェークスピアの名作が生まれる可能性は在る』とはいうが――四文字立て続けに、この世界に存在しない筈の漢字が刻まれ、しかもそれがユキナリの名前になる可能性は、無限小だろう。事実上、零ぜろだと言って良い。

　つまり偶然ではないのだ。

　何者かによる意図的な行こう為い。そしてその何者かは恐らく、ユキナリと同じ『前世』からやってきた誰かで、ユキナリの事を知っている。

　自分と同じ『前世』からやってきた誰か。

　これが殺人現場に刻まれていたものでなかったのなら、ユキナリは狂きよう喜きしていた事だろう。ダーシャやベルタ、フィオナ、ヴェロニカ、ウルリーケ、孤児院の少女達、フリートラントの街の人々……ユキナリの傍には今、多くの仲間や友人が居て、孤こ独どくを感じる暇など無いが、それでも自分が別の世界からやってきた存在である事実は、常に頭の片かた隅すみに残っている。

　そもそもユキナリの人格を造り上げているのは『前世』の人生経験なのだ。

　忘れられる筈が無い。決して素す晴ばらしい人生では無かったと思うが、それでも懐なつかしく思う気持ちは間違いなく在るのだ。同じ想おもいを共有出来る誰かがこの世界の何処どこかにいるのだとすれば、それはユキナリにとって慰なぐさめそのものだった。

　だが、それがもし殺人鬼であったなら？

　しかも――

「……くそ」

　大した収しゆう穫かくも無いまま、ユキナリは街を大おお雑ざつ把ぱに巡めぐり終え、シリングス邸に向かう。

「マジかよ……」

　分かっている。本当は分かっている。

　だがその結論に達したくなくて……ユキナリは核かく心しんから少し離れた所を堂どう々どう巡めぐりしているだけだ。ダーシャを置いてきたのも、察しの良い彼女ならば、ユキナリが触ふれずにいるその可能性に言げん及きゆうしかねないと思ったからである。

　つまり……

「……姉ちゃん……」

　あのユキナリの『転生』の原因になった火事に、一緒に巻き込まれていた人間。

　もしイルジナの行った術式なり儀ぎ式しきなりが、ユキナリと一緒に姉の初はつ音ねを――その魂たましいとも言うべきものを捕とらえていたならば。そして何らかの方法でその魂に、肉体が与えられたのならば。

　実際――ユキナリは初めてこちらで目覚めた際に、イルジナやダーシャに姉の初音は自分と一緒ではなかったのかと問うている。一緒に死んだのなら一緒に転生してもおかしくはない、そう考えるのは自然な事だろう。

　初音ならば日本語も知っているし、ユキナリの名前だって当然、漢字で書ける。

　しかし……

「――ただいま」

　シリングス邸の玄関をくぐり、出で迎むかえた執事に一言そう告げる。

　執事は二階の奥おくの客間がユキナリの部屋に決まったと教えてくれた。

「ありがとう」

　そう言って階段を上り、廊ろう下かの突き当たりにある客間へと向かう。

　部屋の中に入ると、ランプの灯あかりも点ともさずに、ユキナリはそのまま寝しん台だいの上に倒れ込む様にして寝ね転ころがった。

「…………」

　姉かどうかはさておくとしても。

　何故なぜ――あの文字は現場に刻まれた？

　ユキナリ以外に読める者の居ない文字である。『自分と同様に日本から転生してきた誰かを探す為』という考え方もあるが……それならば、もっと目立つ場所に大きく刻む事だろう。いや。それでもやはり文字が『天野行成』である必然性が無い。

　この街にユキナリが居る事を認にん識しきした上で、あれは刻まれている。

　何の為に？

　挑ちよう発はつ？　それとも――

「――ユキナリ様？」

　ふと扉とびらを叩たたく音と共に声が掛けられる。

「起きておられますか？」

　遠慮がちなそれは、ベルタのものである。

「……起きてる。開いてるよ」

　溜ため息いき交じりの声でそう答えるユキナリ。

「し……失礼します」

　扉を開けて入ってきたのは、ベルタだけではなかった。

　ダーシャとウルリーケも一緒だ。

「どうした？　なにかあったのか？」

　まさかまた新たな犠牲者が出たのかとユキナリは不安を覚える。

　しかしベルタは首を振ふった。

「いえ。その……ダーシャ様が」

「ダーシャが？」

　珍めずらしくベルタの後ろに隠れる様にして立っている彼女に眼を向ける。

　ダーシャは眼を伏せてユキナリの方を見ていない。無表情はいつもの通りだが、何となく気落ちしている様な雰囲気で――珍しい。

「ユキナリ様のご様子が……おかしい……と」

「俺の？」

「昼間からずっと……」

「…………」

　それはつまり『天野行成』の文字を見た辺りからという事か。

　確かにそれはその通り――なのだろう。

　同時に、ダーシャが妙みように弱々しい雰囲気になっているのにも、何となく察しがついた。

　ユキナリは単純に余裕が無かったせいで、あまり気にしていなかったのだが――特に理由も説明せずにダーシャに『ついてくるな』と命じたのは恐らく、これが初めてだ。

　怒ど鳴なった訳でも、強ごう引いんに言いい含ふくめた訳でもない。

　だがそれがダーシャにはユキナリが思う以上に強く響ひびいてしまったらしい。

　そもそもイルジナが死んだ後、ユキナリとダーシャは常に一緒だった。片時も離れない、とまではいかずとも、ユキナリはダーシャを置いて出掛ける事はまず無かったし、ダーシャも自分から離れる様な事は無かった。

　イルジナとの約束があったからだ。ダーシャを頼むと。

　だから常にユキナリはダーシャの事を何よりも先まず念頭に置いて行動していた。

　だがあの文字を見てからは、その事ばかり考えて――

「……ダーシャ」

　ユキナリが声を掛けるとダーシャは肩を竦める様にして身を震ふるわせる。

「ごめん。別にダーシャをないがしろにするつもりは無かったんだ。ただ、その、ちょっと余裕が無くてな……」

「……ユキ」

　とダーシャが顔を上げる。

「――まあそういう訳でな」

　とそれまで黙だまっていたウルリーケが腕うでを組みながら言った。

「悩なやんでおるのなら相談に乗ろうという訳じゃ。あるいは何か気落ちしているのであれば三人で見み舞まおう、というのがベルタの発案での」

「……そうなのか」

　ユキナリは苦く笑しようする。

　そんなに自分は目に見えて落ち込んでいたのか。勿もち論ろん、それは普段からユキナリの傍に居る少女達だからこそ分かる程度の事ではあるのだろう。

「我以外の眷属達の知識や経験を鑑かんがみるに、人間の男が落ち込んだ際には女が身を挺ていして慰めるのが効果的――とある。具体的には生せい殖しよく行こう為いじゃな」

「……は？」

　突とつ然ぜん何を言い出すのだろうか、この植物娘むすめは。

「ここで身を挺して見舞えば、ユキナリを慰める事が出来て、なおかつ、自分も情けを貰えて望みが叶かなう、ベルタにしてみれば一挙両得じゃ」

「え？　いや、あの」

　いきなり話を自分の方に振られてベルタが慌あわてる。

「わ、私は――」

「……ベルタ、計算高、い」

　とダーシャが半眼でベルタを見ながら言った。

「ダ、ダーシャ様まで！　私そんなこと……！」

　そこで言葉に詰つまるダーシャ。

　そんな事は考えてない――と嘘うそでも言っておけば良いものを、言葉に詰まってしまうところがこの少女の性格をよく顕あらわしている。良くも悪くも素す直なおで嘘がつけないのだろう。

　嘘というのは大たい抵ていの場合に、自己保身の為のものだ。だが物心ついた時から生いけ贄にえとして育てられてきたベルタには、その感覚が薄うすい。

「あー……ごめん」

　とユキナリは苦笑して言った。

「余計な心配させてしまったか。大だい丈じよう夫ぶだよ。充じゆう分ぶんだ」

　この少女達が自分の事を心配して来てくれた、それだけで充分に慰めになる。

「……ユキ」

　ダーシャが眼鏡の奥で眼を瞬かせながら彼かれの名を呼ぶ。

　そして――

「――む？　なんじゃ、もう立ち直ったのか？」

　と何故か不満げに言うのはウルリーケである。

「少々早すぎるではないか？」

「悪いのかよ」

「人間の殖ふえる為の営みを直接見られると思っておったのじゃがなあ」

　と動物の繁はん殖しよく行動に興きよう味み津しん々しんの様子でウルリーケは言った。

「普通にその辺の家か畜ちくの交配とか見ておけば良いだろ」

「いや。どうも人間と、それ以外の動物ではまた色々違ちがうらしくての」

　と首を傾かしげながらウルリーケが言う。

「出来ればこの身体――ウルリーケでも同じ事が出来るのかどうか、試ためしておきたくてな。どうにも、おしべの、もとい、雄おすの眷属では上手うまく出来んというか、雄の根が勃ぼつ――」

「分かった。皆みなまで言うな。黙れ。頼むから」

　唸うなる様にユキナリは言った。

　少女――というか幼女にも近いウルリーケが、これ以上、生々しい話を続けるのは聞いているだけでもきついものがある。本人――と言って良いのかどうか――としては性欲からの発言ではなく、純然たる興味の様だが。そしてだからこそ男の眷属では生せいし殖よく行動が出来ないのだ。動物的な性欲が無いのだから当然である。

　ましてやウルリーケの本体たるイグドゥーラは、地神だ。

　本来、殺されない限りは不ふ滅めつである地神にとって、繁殖への本能的欲求は薄いだろう。

　ともあれ――

「ユキナリ。済まぬがもう一度落ち込んでくれぬか」

「何を言ってるんだお前は」

「落ち込んだところを、すかさず！　妾わらわが慰めるのでな！」

「益ます々ます意味が分かりません」

　本当に自分で何を言っているのか、分かっているのだろうか、ウルリーケは。何故か妙に得意げというか、いわゆるドヤ顔なのだが。

「機を逃のがさぬ様に準備しておくか」

　そう言っていそいそと服に手を掛けるウルリーケ。

「脱ぬぐな」

「む？　そうじゃな。別に脱がずともおしべとめしべだけ露ろ出しゆつできれば」

「そういう意味じゃなくて！　いや、ベルタも対たい抗こうせんでいい！」

　と――もじもじしつつ自分も服を脱ごうとするベルタに慌てて言うユキナリ。

「うむ。まずは妾から……」

　と……言いかけて。

「…………」

　先ずウルリーケの顔から表情が消えた。

　凍り付いたかの様に動きも止まる。意識して手や顔の筋肉を『止めている』というより、彼女の周りだけ時間が止まったかの様に全身の動きが一いつ斉せいに消しよう滅めつしたのだ。

「なんだ？」

　新手の冗じよう談だんか――とも思ったユキナリだが、よく考えてみればウルリーケは基本的に冗談を言わない。いつも本気で真ま面じ目めに喋しやべっている。だからこそ余計に下ネタ関係は扱あつかいに困るのだが、それはさておき。

「……おい？」

　何かおかしい。

　ユキナリが眉を顰めて手を伸ばそうとしたその瞬間、ウルリーケはそのまま、ばたりと、棒の様に床ゆかの上に倒れ込んだ。

「ウルリーケ!?」

「……!?」

　ベルタはさすがに何が起こったのか分からず、呆ぼう然ぜんとその場に立たち尽つくしていたが、ダーシャは素す早ばやくその場にしゃがみ込んでウルリーケの身体に触れる。手首、首筋、胸元、そして顔。何かを確かめる様に手を添そえてから――

「――ユキ」

「なんだ？　ウルリーケはどうしたんだ？」

「死んでる」

「……は!?」

　一いつ瞬しゆん、意味が分からなくてユキナリは間の抜けた声を漏もらした。

「いや、死んでるって……ウルリーケが……？」

　言ってユキナリはイグドゥーラの眷属たる少女の顔を見る。

　白く愛らしいその顔は、その円つぶらな瞳ひとみを見開いたまま――そこに何も映す事無く、固着していた。
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　フリートラント――街を取り囲む耕作地の更さらにその外がい縁えん部。

　未だ開かい墾こんの進んでいない荒あれ地ちに一人の少女が佇たたずんでいた。

「…………ん」

　白い肌はだが、白い髪かみが、月光を浴びてその存在を地上の闇やみの中でも鮮あざやかに浮うかび上あがらせている。およそ生身の俗ぞく臭しゆうを欠いた、幻げん影えいの如き優美さがそこには在った。

　装いはまるで街の中を歩くかの様な軽装である。また何の備えも無い少女が一人歩きする様な時間でも場所でもない。だからこそ余計にその姿は非現実的に見える。

　ただ――

「これで充分……かな」

　少女の手に握にぎられているのは一本の細剣レイピアだった。

　何処から取り出したものか、そもそも少女は鞘さやも持っていない。

　細い剣身に荊いばらの様な意い匠しようの備わった柄つかと鍔つば。そこだけが妙に赤く、そして更には何か別の部品、いや、生き物の様に微かすかに動いている。しかもそこから出た赤い線が幾条も剣身に絡からみ付いていく。まるで血管の様に。

　一体この剣は何なのか。

　しかも彼女がそれを足あし下もとに突き刺すと……まるで自らを土にねじ込むかの様に剣は僅わずかに震えながらも沈しずみ込んでいき、地面の下へと消えた。

「…………」

　ざわりと周囲の空気が震えた。

　まるでこの場所全体が何かに怯おびえる様に、あるいは悶もだえる様に。

「これで邪じや魔まな眷けん属ぞくは動けなくなる筈」

　少女は言って背後を振り返る。

　そこには――鹿しかの様な角を備え、緑の髪を生やした老ろう婆ばが一人、倒れていた。

　イグドゥーラの眷属。だが……その身体に外傷は無く、ただ糸の切れた操あやつり人にん形ぎようの如く、動きそのものが停止していた。
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　シリングス邸の居間は異様な雰ふん囲い気きに満たされていた。

　床に広げられた布の上に老ろう若にやく男なん女によ十人ばかりが寝ねかされている。彼等はいずれも微び動どうだにせず眠ねむっているというより、死んでいる様にも見える。いや。外傷こそ無いが、実際、彼等は死体であるとも言えるのだが。

「また一人運ばれてきます……！」

　とシリングス邸の執しつ事じが居間に顔を出してそう告げてきた。

　ユキナリ達が頷うなずくと、執事と入れ替かわる様にして、自警団の若者達が新たな『死体』を運び込んでくる。今度は中年男だ。確か以前――事件の報告にシリングス邸に来ていたあの眷属だった。

　そう。運び込まれて並べられているのはいずれもイグドゥーラの眷属である。

　一番端はしに寝かされているのはウルリーケだ。当初はソファの上に寝かされていたのだが、次々と倒れた眷属が運び込まれてくる為ため、床の上に布を敷き、その上に寝かせていく事になったのである。

「この人も死んでます！」

　と新たな眷属を運び込んできた自警団の若者が言う。

「ああ……いや。安心なさい」

　フィオナが引ひき攣つり気味の表情ながらもそう言った。

「元々一度死んで――ああ、いえ、とにかく、本当にお亡なくなりになっている訳ではありませんから、安心して。後は任せてください」

「は……はぁ……」

　訳が分からない、といった様子ながらも、街長代行たるフィオナから直々にそう言われ、傍かたわらに立っているユキナリも頷いているとなると、自警団の若者達が異を唱えられる筈も無い。彼等は不安げな表情のまま、しかしとりあえずはシリングス邸から出ていった。

　そして――

「ユキナリ……」

「わかってる」

　途と端たん、不安げな表情を浮かべるフィオナにユキナリは頷いて見せた。

「改めてダーシャに確認して貰ったが、完全に『死んだ』訳じゃないみたいだ。仮死状態……要するにほんの少し生きているらしい。鼓こ動どうも呼吸も、極きよく端たんに遅おそくなってはいるみたいだけどな」

　最も早はや、確認するまでもない。

　この街にやってきていたイグドゥーラの眷属達は、全員、活動停止に追い込まれている様だった。

　相手は異形とはいえ、交易関係にあるロストルークの神――その眷属である。迂う闊かつな扱いは出来ないと街の住人達が困っていた為、フィオナが倒たおれた眷属達を全て引き取ると発表して、シリングス邸に彼等を集めているのである。

　眷属達を運び込んできた者達の証言によると、どうやら眷属達が倒れたのはウルリーケが倒れたのとほぼ同じ時刻であるらしい。つまりは昨晩だ。あれからユキナリ達は一いつ睡すいもする事無く、状じよう況きようを見守っていた。

　先にダーシャがウルリーケを診みて『死んだ』といったのは間ま違ちがいだった。

　確かに呼吸も脈みやく拍はくもダーシャが診た時には確認出来なかったのだが……今ユキナリが言った様に、それは恐おそろしくそれらが間延びしていたからである様だった。ユキナリの知識の中で近い概がい念ねんを探すなら――仮死というか冬とう眠みんというか、そんな状態だった。

　体温も、気温や室温近くにまで下がっている。

　元々眷属達は植物と融ゆう合ごうした存在だが――人間の肉体の基本構造は変わっていない。当然ながら体液の循じゆん環かんには心臓を使うし、身体を支えるには骨格を、動かすには筋肉を使う事になる。当然ながらその過程で体温も、普ふ通つうの人間よりは低めだが、発生する。

　ただ脳とそこに繋つながる神経系にはどうやらイグドゥーラの組織が食い込んでいるらしく、彼等は基本的に個別の自じ我がは無い。肉体を制せい御ぎよし操作する神経系は全てイグドゥーラが握っている――というかイグドゥーラに繋がっている様だ。

　元々、眷属達はイグドゥーラに捧ささげられた生け贄――というより、衰すい弱じやく死し間近の老人や瀕ひん死しの重病人達である。ロストルークでは医術では救い様の無い彼等を、イグドゥーラに捧げてきたという歴史がある。

　つまり眷属達は人間としては一度死んでいるのだ。

　死者にイグドゥーラが自分の組織の一部を株分けする様にして植え込み、肉体の不都合を一度『リセット』し、各部を植物細さい胞ぼうで補った上で、神経系や循じゆん環かん系けいを再起動する事で、眷属は生まれる。

　だから最初からウルリーケも他の眷属達も死者と言われればその通りなのだ。

　イグドゥーラが制御しているからこそ、彼等は活動できる。

　つまり――

「…………」

　ベルタが新たに運び込まれた眷属の上に、せめても、という事で毛布を掛かけている。

　だがあまり意味は無かろう。今の彼等は寒いだの何だのを感じられる様な状態ではない。妙な言い方かもしれないが文字通りの『植物状態』だ。

「あの、ユキナリ様――」

「ベルタ、眠いだろ。ダーシャも。しばらく休んできていい」

　ユキナリはそう言ってみたが、ベルタもダーシャもやはり首を振った。

「私はユキナリ様がお休みになられない以上、起きてます」

「ユキが寝るなら、寝る」

　実を言えばもうこのやりとりは三度目である。

「わかった。でも、長期戦になる可能性もあるんだ。二人とも限界だと思ったら適当に休んでくれ――いや、休め。これは、命令だ」

「わかった」

　先に頷いたのはダーシャだった。

「でもユキも無理をしては駄だ目め。これも、命令」

「…………分かってる」

　苦笑して頷くユキナリ。

　実際、もう少ししたら休もうとはユキナリも考えていた。

　ウルリーケに聞いた限りでは、今現在、フリートラント内に呼び寄せられていた眷属は彼女をのぞけば十二人。数えた限りでは今運び込まれてきた者で全員だ。

　これはもう間違いが無い。眷属が全員、一斉に活動不能状態に陥おちいっている。

「本当にこれはどういう事なのでしょう……？」

　とフィオナがずらりと並んだ眷属達を見下ろしながら尋たずねてくる。

「街中に散らばっていた眷属達が一斉に動きを止めたのだから、一人一人になにかをしたとは考えにくい。特にウルリーケは、俺が見ている目の前でいきなり動かなくなった」

「そう仰おつしやってましたね」

　とフィオナは頷く。

「可能性としては……イグドゥーラの身に何かあった……と考えるのが一番簡単だが」

「ロストルークの地神に？」

「ああ。何人もの眷属に対し、同時に何かを行うのは不可能に近い。しかし、眷属達は、一見、数多く居るように見えて、その実、たった一人……と言う事もできる」

「……眷属、ですか」

　その意味を改めて噛かみ締しめる様にフィオナは呟つぶやく。

「そうだ。ウルリーケを見ているから錯さつ覚かくしがちだが、彼らは樹木の地神であるイグドゥーラの手足だ。全員、イグドゥーラによって操られている――というよりイグドゥーラの一部、と考えた方が簡単だな」

「一部……」

「目には見えない、霊れい力りよくの糸みたいなもので繋がってるって事さ」

「それについては以前も説明していただきましたけど――」

　正直、よく分からない、というのがフィオナの感想だった。

　確かに電波だの赤外線通信だのといった概念の無い世界の住人に、『無線接続ワイヤレスリンク』を理解させるのは難しいだろう。音おん叉さで共鳴を表現する事は可能なのかもしれないが、今、そんな手間を掛けている余裕は無い。

「とにかく、繋がりは見えないまでも、眷けん属ぞく達たちはイグドゥーラの端っこだ。植物でいうなら無数の枝葉だろう。大量に生えているそれらを一度に刈かり取るのは難なん儀ぎな話だが、木の根元を斬きり倒せば一度に――って事だよ」

「なるほど……」

　未いまだ不安げな表情は残っているが、何とかフィオナは理解はしてくれた様だ。

　ただ――

「あれを、斃たおした？」

　と疑問を呈ていするのはダーシャである。

　この場にいる者の中では、ダーシャとユキナリだけが、実際にロストルークに行ってイグドゥーラの『本体』を見ている。戦いすらした。あの植物型地神がどれだけ強大な存在であるかはよく分かっている。

　だからこそイグドゥーラを『斃す』という話におよそ現実味を感じられないのだろう。

　実際、そこらの地神とイグドゥーラは格が違う。地神の座を狙ねらってやってくる亜あ神しんや異い獣じゆうをむしろ自分の根元にまで招き、その上で絞しめ殺ころして肥料や霊力源にしている位だ。

「ユキですら、斃せなかった」

「……確かにな」

　ダーシャの言う通り、ユキナリはウルリーケと戦いはしたが、勝てなかった。

　自爆覚かく悟ごで脅おどして、誤解を解く為の話し合いに何とか持ち込んだだけだ。

「それ程の存在ですか」

「ああ。とはいえ、生き物である事には変わりないからな」

　絶対に斃される事が無いとは言えない。

　例えば宣教騎き士し団だんの様に人手が沢山在れば、包ほう囲い網もうを敷いた上で、イグドゥーラの本体を含む一定地域を丸ごと焼き払うという戦法も可能だろう。イグドゥーラは強大だが本体は身動きが取れない大樹だ。攻城戦の要領で物量を投入すれば、あるいは斃せるかもしれなかった。

「しかもその場合、フリートラントの街で起こっている事件と、イグドゥーラが倒された件は、無関係だという事になる訳ですか……？」

　アンジェラへの尋じん問もんで得られた情報を信用するとすれば――フリートラントの事件に宣教騎士団が関かかわっている可能性は低い。そして実際に事件の発生頻ひん度どとその手口を見ても、集団の戦法には見えない。

　強しいて言うならば個人的な暴走の可能性が在る位だが……

　その一方で、もしイグドゥーラが斃される様な事があって、それがこの街の異変と何か関係があるとするのなら、やはりそれだけの力を持っているのはハリス真教会の宣教騎士団位のものだろう。まさか亜神や異獣が徒党を組むとも思えない。

　二つの事実に関係があるのか無いのか。

　今ユキナリ達たちの手元にある情報だけでは判断がつかない。

「……ユキ」

　ふとダーシャが何か思いついた様子で言った。

「途と中ちゆうで断絶、とか？」

「――断絶？」

「姉さんが使っていた、錬れん金きん術じゆつの器具の事。思い出し、た」

　とダーシャは少し首を傾げながら言った。

　本人も何か確信が在って言っているのではない様だが――

「複数の容器に、同時に、薬液を注ぐ器具が……あった。一つ一つの注ぎ口にも、休止弁がついている、けれど、まとめて止める場合には、根元の……まだ複数に分化する前の部分に、弁がついているので、そこで止め……た」

「……なるほど、そうか。確かにな」

　ユキナリは自分がその可能性に思い至らなかった事に苦笑した。

　無線でも、中継器が壊れれば通信は断絶する。

　イグドゥーラの本体とウルリーケ達は、フリートラント・ロストルーク間に定期的に配置された眷属を中継として繋がっている。もしその眷属を斃すなり、あるいはその眷属間の接続を阻害する何かを間に置くなりすれば、確かにイグドゥーラとウルリーケ達の繋がりを絶つ事も出来るだろう。

「それはつまり、どういうことなのでしょう……？」

　だが納なつ得とくしたのはユキナリとダーシャだけで、ベルタは勿論、フィオナも訳が分からない、といった表情で首を傾げている。

「細かい事は省くが」

　と言ってユキナリは床に寝かせられたウルリーケ達を振り返る。

「イグドゥーラが斃されたとは限らない。今はその繋がりが絶たれているだけで……ウルリーケ達をロストルークに返してやれば、イグドゥーラとの繋がりが復活する可能性があるということだ」

「なるほど……でもそれは、難しいですね」

　とフィオナは言った。

　確かに今――姿無き殺さつ人じん鬼きに対する警戒の為に、人手は常に不足気味になっている。普ふ段だんはロストルークとの交易隊を護衛するアーロン達も、二交代制で街を警備して回っている状態だ。ロストルークにウルリーケ達を運ぶ為の人手はとても割けない。

（とりあえず……仮死状態というのならば、このままでも、現状維い持じは可能なのか？）

　今すぐウルリーケ達をロストルークに返さなければ手遅れになる――という訳ではない様だった。もっともずっとこのままという訳にもいかないのだろうが。

　もしイグドゥーラとウルリーケ達の繋がりを絶ったのが、連続殺人鬼なのだとしたら。

　その思おも惑わくは何処どこにある？

　いや、そもそもその殺人鬼はどうして殺人を重ねるのか？

「…………」

　ユキナリの脳裏に姉の笑え顔がおが過ぎる。

　またダーシャ達を無意味に不安がらせぬ様、懊おう悩のうを意識して胸の奥に押おし込みながら、ユキナリはそっと――細く長い溜息をついた。







第三章　闇を渡る女







　姿無き殺人者の暗躍。

　その噂うわさは特に根こん拠きよも無いままに、フリートラントの街全体を覆おおいつつあった。

　フィオナは――そして自警団は未だに公式にこの連続殺人事件を認めてはいないが、それはもう住人達の間で衆知の事実と化している。だが良くも悪くもユキナリが神殿に戻もどらずフリートラントに逗とう留りゆうしている事、自警団やアーロン達が警備を強化しているのは誰だれの目にも明らかな事から、ぎりぎりの所で住民達たちも我が慢まんできている……といった所だ。

　誰もが不安に苛さいなまれている。

　透とう明めいの怪かい物ぶつなどというものは住人達も信じていない。ましてや怪物は――異獣や亜神は、殺人に刃は物ものなど使うまい。武器を使うのは人間だ。だからこれは街の何処どこかに潜ひそんでいる何者かの仕し業わざだ。そう誰もが理解していた。

　では誰が犯人なのか。

　少しずつ住人達の間に疑ぎ心しん暗あん鬼きが広がりつつある。

　もう限界が近いだろう。二人か三人か……とにかくあと何人かの被ひ害がい者しやが出れば、人々の我慢は限界に達し、不安は暴動という形を採って噴き出す可能性が高い。

　早急に何とかせねばならない。

　それも――

（……この……俺おれが）

　ユキナリはそう感じていた。

　恐らく殺人者の手て掛がかりを掴つかんでいるのは自分だけだ。

　自警団の者達も現場に同じ様な『記号』とも『文字』ともつかないものが共通して彫ほられている、という事には気づき始めている様だが、それが何を意味するのかは勿論、分かっていない。分かるのはユキナリだけだ。

　だがその事を、ユキナリは誰にも伝えられないでいた。

　犯人は……姉の『天あま野の初はつ音ね』かもしれない。

　その可能性は高い。

　だがそれを認めたくない自分もいた。迂う闊かつに姉の事を話せば、暗中模も索さくの皆はその『答え』に飛びついて、ろくに検証せずに姉を犯人だと決めつけてしまうのではないか。そんな恐れがユキナリにはあった。

　だが……

（もうみんな限界なんだ……）

　それはフリートラントの守護神たるユキナリも追い詰められている事を意味する。

　そこまで崖がけっぷちに立って、ようやくユキナリは渋々ながらも幾いくつかの可能性と向き合う事が出来るようになってきた。

　即すなわち――

（もし犯人が姉ちゃんで。姉ちゃんが俺と同じ様に、こっちの世界に来ているのだとしたら……）

　彼かの女じよをこの世界に存在せしめている手段もまた、ユキナリと同じである可能性がある。

　即ち――〈御み遣つかい〉。

　ハリス真教会が人々の信しん仰こう心を煽あおるため、奇き跡せきを起こす存在として作り出された人造人間。人に極めて近いながらも、男女の睦むつみ事の結果として生まれる生命ではなく、冷たく硬い試験管の中で培養され誘ゆう導どうされて造り上げられる、人工の生命。

〈御遣い〉は物質変換の能力を持っている。

　無から有を作り出す事は出来ないが、石ころからパンを、水から葡ぶ萄どう酒しゆを作り出す事は出来る。構造さえ理解していれば銃じゆう器きの様な複雑な機材でも構築できる。

　もしそういうものが在るとしてだが――例えばイグドゥーラとウルリーケ達たち眷けん属ぞくの間をつなぐ霊力の糸の様なものを、妨害し切断する様な機材があれば、それを作り出してフリートラントとロストルークの間に設置する事も可能だろう。

（霊力って言ってるが……感覚的には俺おれ達たちの世界の電力と似てるんだよな）

　霊力による接続が電波による通信と同様のものだとしたら。

　もし霊力の導伝性が高い物質を霊力通信の間に置いてやれば、当然、空中を飛び交っている不安定な霊力はその物質によって歪ゆがめられ、あるいは吸収されてしまうのではないか。

　そして霊力の導伝性が高い物質に、ユキナリは一つ心当たりがあった。

　霊れい油ゆだ。

　血液にも似たそれは、あの守護聖人像を駆動させるものであると同時に、ユキナリの様な〈御遣い〉の体液でもあり、教会が各種機関を駆動させる際に用いる燃料――いや念料でもある。

（ハリス真教会は地方への――辺境区への支配領域拡大を目論んでいる）

　宣教騎士団などというものをあちこちに派は遣けんし始めたのがその証しよう拠こだ。

　強制的な教化、強制的な改宗、彼かれ等らはその為に持てる技術を投入している。投入し続けている。当然ながら、教会内部にはイルジナ以外にも錬れん金きん術じゆつ師しは何人も抱えられていて、その者達は奴ど隷れいの如く使われつつも、新たな技術の開発を強制されている事だろう。

　そんな者達が対地神様の機材として、土地と地神の繋がりを妨害する様な装置を開発しているとしてもユキナリは驚かない。

　そしてそれは――構造と組成さえ分かれば、ユキナリにも作り出す事は可能だろう。

　ならば……

（姿無き、なんて言ってるのもそうだ……）

　透とう明めい化かは色々な意味で無理が在るだろう。

　では犯人は透明になんてなっていない。

　存在は恐らく見えている。見えているが誰もその姿を殺人者だと認にん識しきしなければ、見えていないのと同じである。

　例えば……

（俺が〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉としての――あの能力を全身で発はつ揮きする為の形態をとる様に）

〈御遣い〉には物質変換の能力の応用として変身能力がある。

　ユキナリは基本的にそれを、全力で物質変換能力を使う為の『準備』に使う。

　全力で能力を使用する際には、自分の身体を維持する事すらもおろそかになるからこそ、外骨格――昆こん虫ちゆうの身体の様に、自分が崩れてしまわない様に、予あらかじめ鋳い型がたの様な鎧よろいで自分の身体を覆ってしまうのだ。

　だが顔を変えるだけ、足の長さを変えるだけ、手の長さを変えるだけ、ならば大した手間ではない。迂闊にそんな事をすると自分が混乱するからしないだけで。――例えばはき慣れていない厚底靴を履いた途端に、視界が少し高くなり、その些さ細さいな変化から、歩く際にも目測を誤りやすくなってしまう。顔の形を迂闊に変えると、笑顔すら作り物っぽくなってしまうだろう。

　不自然なのだ。

　しかし……そう長い間、相手を騙す必要が無ければそれで十分だ。充分に欺あざむける。

　究極の変装術といってもいい。

（姿無き殺人者なんてもんじゃない……）

　フリートラントの人々は未だ姿が見えない殺人者に恐おそれ戦おののいているが……なんのことはない、姿は見ていたのだ。普段、見慣れている人の顔に姿を変えて、犯人はこの街の中を堂々と歩き、そして生活していた。

　こう考えれば辻つじ褄つまは合う。

　姉の件は隠かくして、殺人者が〈御遣い〉の可能性だけでも街の人々に伝えておくという事も考えたが――これもまずい。それは結局、疑心暗鬼をより広めるだけだ。しかもその理屈でいえば最初に疑われるのはユキナリという事になってしまう。

　それに――

（そもそも……姉ちゃんは、本当に、姉ちゃんのままなのか？）

〈御遣い〉は基本的にその『起動』に種火としての魂たましいを必要とする。

　如何いかに人間そっくりの構造を造り上げたとしても、それだけでは人造人間は機能しないのだとイルジナは言っていた。だから異世界において肉体から遊離した魂――死者のそれを儀ぎ式しきによって捕獲し、この世界で用意した器、即ち人造人間の身体に封じ込める事によって、生命として機能する様に誘導するのだ。

　だがそれはあくまで種火として必要というだけの事だ。

　教会の道具として扱う上では、自我など無い方が良い。自由意志などない方が良い。だからこそ人造人間は起動が確かく認にん出来れば、その脳の中の情報を一度綺き麗れいに消してしまうのだとか。その上で、文字通りの人形として操れる様に、幾つか処置を施した上で、必要最低限の命令を――それを受け取って行動できるだけの行動様式を頭に焼き込むのだそうだ。

　だがユキナリのこの世界での身体を作ったイルジナは、それをしなかった。

　ユキナリは元の人格や記き憶おくを完全に残したまま生み出された。

　恐らくは教会においてそれは、初めてにして最悪の〈御遣い〉であったのだろう。

　イルジナが何を思ってそんな事をしたのかは分からない。もう彼女は死んでしまったので推測をする事位しか出来ない。あるいは籠かごの鳥であった自分達を解放する為の道具として――武器としてイルジナはユキナリを造ったのかもしれなかった。

　結果……イルジナは教会に対する叛はん逆ぎやくの罪を問われて殺された。

　教会にとって自我のある〈御遣い〉はそれ程に禁きん忌きという事だ。

　では――改めてハリス真教会が〈御遣い〉を造る場合。

　もし『天野初音』の魂を掴まえていて、それを新しい〈御遣い〉の種火に使ったとしたら、その後はどうするか？

　通常であれば他の〈御遣い〉同様に記憶を消し、人格を消し、人形にしてしまうだろう。

　しかしその場合……『天野初音』は、ここではあえて前世と区別する為に、ユキナリに倣ならってハツネとすれば、ハツネは、殺人現場に『天野行ゆき成なり』の文字など遺す事は出来ない筈はずだ。

　あるいはその名前の知識のみを遺のこして、後の知識や人格は消した？

　いや。これもまず無かろう。そもそも教会の錬れん金きん術じゆつ師し達たちはユキナリやハツネが前世で漢字なる文字を使っていた事など知らない。知らないはずだ。

　ならばそんな部分的な知識だけを遺しておくという発想にまずならない。

　恐らくハツネは前世の記憶を遺している。

　ユキナリと同じ例外的な〈御遣い〉なのだ。

　そう考えるべきだろう。

　しかし……では彼女の目的は何か？

　順当に考えるなら、ハリス真教会の目的はユキナリの抹殺だろう。その為に同じ能力を持った〈御遣い〉を造った。これも筋が通っている。

　通常の操り人形型の〈御遣い〉ではユキナリには勝てない。通常の〈御遣い〉をユキナリに対する戦力として用いる場合、命令し、理解させ、行動させる、という手順を踏む。自律行動が出来ないからだ。そしてそれは絶対的にユキナリより遅い。

　まともに戦えばユキナリが必ず勝つ。

　勿もち論ろん、奇き襲しゆう気味にユキナリを襲おそわせればこの限りではないが――今回はわざわざ関係の無い人間を殺しているし、現場に『気付け』と言わんばかりに文字を遺している事からも、奇襲は無い。奇襲作戦としては破は綻たんしているのだ。

　では……何の為に？

　そもそも自我がある状態であるならば、教会はともかく、ハツネは何故なぜ、こんな事をしてくるのか？

（あの優しかった姉ちゃんが――）

　天野初音は本当に優しかった。

　ユキナリは――行成は彼女の事が大好きだった。

　だから…………………

「――ユキナリ」

　ふと声を掛けられてユキナリは我に返った。

　瞬まばたきして周りを見回す。

　ユキナリは、いつもの仲間達と共に街の中央広場に移動していた。

　円状の広場から放射状に幾つかの道が延びている。広場の周りは比ひ較かく的てき背の高い建物に囲まれていて、見方によってはまるで穴の底にいる様にも見える。ひどく広くて浅い穴ではあるのだが。

「こんな感じでいいのですか？」

　フィオナが示すのはその中央広場の更に中心部に立てられた一枚の看板だった。

　一本の棒に取り付けられた一抱え程の板。立てたのは自警団の面々、彼等に作業を命じたのはフィオナだが、看板自体はユキナリが用意したものだ。

「ああ、ちょうどいい」

　中央広場の中心部。

　つまりは最も目立つ場所にその立て看板はある。

　看板といってもそこに書かれているのはたった四文字だ。

　即ち――

『天野初音』

　ただそれのみ。

　文でもなければ句でもない。

「これは何のまじないですか？」

　と同行していた自警団のハンスが尋ねてくる。

「似たような……文字というか模様というか、を殺人現場で何度か見かけましたが」

「文字――なのですか？」

　とフィオナも尋ねてくる。

「…………」

　どう説明したものか。

　ユキナリが黙考していると――

「ダーシャさん？」

「分からない」

　とフィオナに問われたダーシャが答える。

「ユキが、教えてくれない」

　少し拗すねた様な口調である。

「悪いな」

　言ってユキナリはダーシャの頭を撫なでた。

「…………」

　ダーシャは眼鏡の奥おくで眼を瞬かせてユキナリの顔を見上げる。

「今は未だ……言えないんだ。ごめんな」

「……ん」

「ユキナリがそう言うなら仕方在りません」

　とダーシャが頬ほおを赤く染めて頷き、フィオナが溜ため息いきをつく。

　そうだ。未だ言えない。言いたくない。

　少なくとも、姉である決定的な証拠を見つけるまでは、その最悪の推論を口に出すことははばかられたのだ。まるで――口に出したが最後、それが現実のものとなる呪のろいでも掛けられている様な気がして。

　だがそれでも仲間達は必要以上に踏ふみ込んではこない。

　その上で協力してくれる。

　有あり難がたい――ユキナリは心底そう思った。
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　――時は夕刻。

　何もかもが燃える様な朱しゆに染そまる中、ベルタ達は中央広場に居た。

　いや。正しくは中央広場ではなくそこからほんのわずか離れた場所――フリートラントでもとりわけ背の高い建物である、鐘しよう楼ろうの屋上にいた。そこから真っ直ぐに中央広場を見ているのだ。居る場所は異なるが意識は中央広場に向いている、そんな状態だった。

　ベルタ。ユキナリ。そしてダーシャ。

　屋上にいるのはこの三名である。

　ユキナリが〈デュランダル〉、ダーシャが〈レッチリ〉で武装しているのはいつものことだが、これらに加えてダーシャとベルタは二挺ちようの狙そ撃げき小しよう銃じゆう――〈デールリンガー〉をそこに持ち込んでいた。

　ベルタはその〈デールリンガー〉の上に乗せられた光学照準器によって、中央広場を眺ながめている。

〈デールリンガー〉の銃じゆう身しんは長く――一度ユキナリからどうして長いのか理由を説明してもらったのだが、ベルタの頭ではきちんと理解するまでには至っていない――通常は持ち歩く代しろ物ものではない。実際、ベルタは彼女の専用としてユキナリから一挺の〈デールリンガー〉を与あたえられていたが、これはそれとは別、ユキナリがフィオナや自警団に貸し与えていたものだ。神殿に戻ればベルタとダーシャの〈デールリンガー〉も在るのだが、ユキナリはそれを取りに行く手間を惜おしんだ様だった。

　彼かれが何をそんなに焦あせっているのかはベルタには分からない。

　だがベルタは彼を心の底から信じている。だからユキナリが求めてくればそれに応じて自分の責務を果たすだけだ。ユキナリが求めてくる事に間違いは無い。自分は頭の良い方ではないので、ただただ彼の言う事に従う――そう決めていた。

「おかしな反応をする奴やつがいたら撃ってくれ」

　ユキナリはそう言った。

　撃つという事そのものに問題は無い。

　ベルタは〈デールリンガー〉の扱あつかいに慣れている。〈デールリンガー〉の精度は高く、鐘楼と広場の距きよ離りはそう離れていない。揺れ動く雑踏の中で、他に当てず小さな一点のみを撃うち抜く様な難易度の高い射撃はともかく……ただ人間大の的に当てれば良いというのならば、むしろ簡単な部類だ。意識して急所を外す事も出来るだろう。だから殺害に対する抵てい抗こう感も薄うすい。

　ただ問題は――

「おかしな反応……ですか？」

　それがよく分からなかった。

「あの、すみません、ユキナリ様……おかしな反応とは、その……どういった反応なのでしょう？」

　おかしいのとおかしくないのと。

　その見極めが難しいとベルタは思った。

　例えば今……広場の隅には、何か面白い事でもあったのか、知り合い同士で肩かたをたたき合って笑っている二人組がいる。あれも広場を通り過ぎる人々の中では目立つというか、特異に見える。何か催しがある訳でもないし、大たい抵ていの人々はただ通り過ぎるだけだ。

　だがあの二人を撃てという事でもないだろう。

　自分の察しの悪さが恨めしい。

　だが――

「あー……ええと」

　ユキナリは――さすがに自分の指示が言葉足らずであったと思ったのか、しばらく懊悩するかの様に眉まゆを顰ひそめて唸うなっていたが。

「それは俺が判断する」

　そう言って彼は再び手にしていた予備の光学照準器をのぞいて、中央広場を眺める。

「………悪いな、訳がわからないだろ」

「いえ、そんな事は……」

　慌あわててベルタは首を振ふった。

「私はただ、ユキナリ様のお言いつけに従うだけです」

　彼が何を思ってこんな事を命じているのかは分からないが、彼が何かこのところ、悩なやんでいるらしい事は傍そばで見ていれば分かった。だが彼は自分の悩みをベルタには打ち明けてくれない。

　それがもどかしい。

　しかし――

「――ユキは」

　ふとダーシャが言った。

「迷ってる」

「……え？」

　ダーシャは自分に渡された〈デールリンガー〉の点検をしている。神殿に置いてあるダーシャ専用のものと基本的には同じものである筈だが、保管状態によって不都合が出る場合もあるという事で、調べている――との事だった。

「ダーシャ様は、何かご存じなのですか？」

　ふと微かすかな――嫉妬の様な感情を覚えてベルタは問うた。

　ユキナリはダーシャにだけは何かを打ち明けていたのかもしれない。二人はフリートラントに辿り着く前からずっと一いつ緒しよだったのだと聞く。他の者には言えない事でもダーシャにだけはユキナリも言える――そんな関係なのかもしれない。

　妬ましい。羨ましい。だがそう考える自分が浅ましい。

　そんな風にも思って自じ己こ嫌けん悪おに陥るベルタだった。

　だが――

「どういう事だよ」

　と尋ねたのは他ほかならぬユキナリ自身だ。

　という事は彼は別にダーシャだけに悩みを打ち明けた訳ではないのだろうか。

「ユキは、あの看板を見張ってる。看板に書かれたのは、文字。でもユキ以外、誰も、読めない。多分、ユキの『故郷』の文字。誰も読めない、のに、看板を掲かかげる、意味。読める者が居る。ユキ以外に。殺人現場に遺されていた同じ文字。銃を持って見張る、意味。それが戦うべき相手だから」

　ぽろぽろと断片的な言葉を並べていくダーシャ。

「ユキナリ様の……御郷里……ですか？」

「細かい事は割愛。でもそこから推測出来る、のは、ユキと同じ存在」

「…………」

「即ち、ユキと同じ所から来た魂を、用いて、造られた、教会の……〈御遣い〉」

「…………」

　ベルタは――そしてユキナリさえ呆気にとられていた。

　普段は寡か黙もくなダーシャが、蕩とう々とうと推測を語ったのも驚おどろきだが……どうやらユキナリの表情を見るに、それがほぼ的中しているのだという事は、ベルタにも分かった。

（ユキナリ様の同郷の方が……？）

　ベルタはユキナリが何処の出身なのかは知らない。

　だが同郷の者が教会の手の者として敵に回ったのだとすれば――それはきっと辛つらい事なのだろう。ベルタには実感は出来ないが、そういう感情が生じるであろうという程度の事は理解出来た。同郷という訳ではないが、例えばベルタも、同じ孤こ児じ院いんで育った少女が自分の敵になったとすれば、哀しい。

　しかし……

「ま、ほぼ正解だ。よく分かったな」

　ユキナリがそう言うと、ダーシャはその顔にわずかに自慢げな色を浮うかべて頷うなずく。

「私はずっと、ユキと一緒にいたか、ら」

「…………」

　ベルタとしては――何というか、差を見せつけられた感じだった。

　自分にはまるで見えていないものがダーシャには見えていたという事である。勿論そもそもの知識の量が違ちがうのだから、自分には分からなくて当然なのだが。

　ただ……それを当然として諦める、という事を、少し前からベルタは止める様にしていた。女傭よう兵へいヴェロニカに焚たき付けられたというか――ダーシャには勝てない、という考え方を止めて、張り合う事にしたのである。未だに躊躇ためらいは覚えているにしても。

　だから……

「とにかく……要するにあの文字は、殺人者が教会の〈御遣い〉だった場合、反応する筈はずなんだよ。だからあの文字を見て、驚いたり、笑ったり、とにかく怪け訝げんな顔をする以外の反応をした奴は――撃っていい」

　ユキナリはそう言った。

「とにかく常時見張ってないといけない。狙そ撃げき手しゆは俺を含ふくめて三人居る訳だから、三交代で見張る事にしよう。銃は二挺とも此こ処こに置いておいて、一挺は予備、もしくは撃ち損なった時の続き、という事で」

「分かりました」

　とベルタは頷き、それからダーシャに眼を向けて言った。

「まずはダーシャ様、休憩して下さい！」

「え？　あ……うん」

　珍めずらしく驚いた様にダーシャが眼鏡の奥で眼を瞬かせて頷いた。

「でも――」

「私、頑張りますから」

　更さらにそう言いつのるとダーシャは気圧された様に黙だまった。

「じゃあ一番手――頼たのむ」

「はい。頑張ります」

　ユキナリにそう言われ、ベルタは拳こぶしを握にぎって頷いた。





●






　ハリス真教会――王都大聖堂。

　此処はハリス真教会という宗教団体にとっての聖地であり総本山である。

　その大だい伽が藍らんは王城にも匹ひつ敵てきする巨きよ大だい建築であり、大講堂には万単位の参拝信者を収容する事も出来る。当然ながらその維持にも大量の人員が必要となり、普段から――昼夜を問わずこの建物には何十人もの協会関係者が詰つめている。此処が無人になってしまうという事は恐おそらく――建築以来、一いつ瞬しゆんたりとも無かっただろう。

　とはいえ……やはり昼間と比べれば、夜間は静けさが増す。

　警備を兼ねて巡じゆん回かいする聖堂騎き士し達たちも、聖域に凝こごる静寂を乱さぬ様にと足音を殺す様にして歩くのが常だ。

　そんな中――

「……進しん捗ちよく状じよう況きようは？」

　人の姿も気も絶えた大聖堂――その更に奥。

　余人が立ち入る事の無い、いや、一部の教会関係者以外はその存在すら知らぬ一いつ廓かくに、一組の男女が向かい合って密談を交わしていた。

　男は初老に差し掛かろうという年ねん齢れいである。

　細面で、まとっている純白の法衣と相まって全体的に神経質な印象が強い。法衣の上から帯びたケープに施された刺し繍しゆうはこの教会――ハリス真教会において教皇の地位にあることを示していた。

　ジャスティン・チェンバーズ教皇。

　即ち、ハリス真教会における最高権けん威い。極言してしまえばハリス真教会そのものを象徴する――ハリス真教会という存在を一人で体現する者とも言える。

　対して女はその真逆だった。

　性別は勿論だが、年齢も二十代半ばと若く、全体に漂う雰ふん囲い気きも何処か妖よう艶えんで熟うれ爛ただれた様なものが在る。目線。仕草。声音。口調。男ならば趣しゆ味みを問わず押し倒たおしたいと反射的に思ってしまう様な――そして恐らく女の方もそれを常に誘っているかの様な、そんな淫いん蕩とうな何かを感じさせる姿だった。

　少なくともハリス真教会に属する尼に僧そうの類たぐいではないと一目で分かる。

　そもそもその出いで立たちからしてハリス真教会の者達たちとは違うのだ。

　黒を基調とし、胸むな元もとが大きく開いて素す肌はだを晒さらすような造りになっている一方、腕うではといえば肘ひじまでに達する長い白い手袋に覆われており、手の甲こうには複雑な紋もん様ようを組み込んだ円えん陣じんが描かれていた。

　その円陣は――それは錬金術師の証あかし。

　ハリス真教会においては異い端たんとして排はい斥せきの対象になり得る忌いむべき存在である。大聖堂の中に足を踏ふみ入いれる事を許される様な存在ではないし、何より、教皇と差し向かいで話が出来る様な立場でもない……公式には。

　女の名はヤロスラーヴァ・ベナーク。

　彼女はジャスティンのお抱えの――非公式の専属錬金術師であった。

　そして二人が向かい合っているこの部屋もまた、本来、大聖堂の中に在ってはならない筈のものだった。明らかに錬金術師が扱うと思おぼしき器具があちこちに散見されるし、壁かべには導管の様なものがまるで建物の血管の如く這はい回まわっている。

　大多数の信徒は勿論、知らない。

　そもそもハリス真教会の示す『奇跡』の殆ほとんどが、代々教皇達が抱えてきた錬金術師の作り出した道具や生物によるものであるという事を。そして何より錬金術師達が異端とされて表向きに排斥されているのも、教会としての権威を守り、『奇跡』を独占する為ためのものであるという事を。

「進捗状況――ですか？」

　意外な事を問われたとヤロスラーヴァは首を傾かしげる。

「その後、何か報告は入っていないのか、という事です」

　日ひ頃ごろ、多くの信徒に説法を説く、落ち着いたジャスティンの声。

　そこに僅わずかながらも苛立ちが混じっている。本当に微かなもので、もし此処に他人が居たとしても、気付いたのは正面から対しているヤロスラーヴァのみだったろうが。

　何故かは勿論、二人の間では明白である。

『蒼あおい御遣い』だ。

　例外的に前世の人格や記憶を残したまま生み出された十三体目の〈御遣い〉は、こともあろうにこの王都で暴れ、多くの被ひ害がいをもたらせるだけもたらし、その姿を消した。先代の教皇も宣教騎き士し団だん長ちようも聖堂騎士達の多くも、その際に殺された。

　大量の死傷者を出しながら、征伐はおろか捕獲する事も出来なかったのである。

　これはハリス真教会にとって、重大な醜聞スキヤンダルだった。

　この事件に対して、一いつ般ぱんの信者に対しては適当な誤魔化しが行われたが、一方的に被害を受けたままでは、ハリス真教会の権威が損なわれる。大々的な捜そう索さく部隊を送る事は無かったが、ハリス真教会では非公式ながら、『蒼い御遣い』を常に探し続けていたのだ。

　そしてその存在が最近になってようやく確認された。

　辺境地域の小さな都市――フリートラント。

　そこに『蒼い御遣い』は居るという。

　しかも攻め込んだ教化遠えん征せい軍ぐんの宣教騎士団を二つ、事実上、殲せん滅めつしてしまったのだとか。

　可能な限りに『蒼い御遣い』は抹殺せねばならない。

　だが迂う闊かつに送り込む兵力を増やすのは愚策だろう。前述の通り『蒼い御遣い』の存在そのものがハリス真教会にとっては最大の醜聞であり、宣教騎士団を四つも五つも同じ場所に投入すれば、それだけ『蒼い御遣い』の噂も広がる事になってしまう。

　此処で必要なのは、広域を制圧する大兵力ではない。

　要点のみを狙ねらい澄すましてたたける――いわば少数精せい鋭えい、可能であれば単騎の暗殺兵力だ。

　そう考えたジャスティンは、ヤロスラーヴァに、その為の『暗殺者』を用意する様に命じた。具体的には『蒼い御遣い』と同じ能力を持った存在を造る事を。

　そうして造り出されたのが十四体目の――ヤロスラーヴァの手になるものとしては初めての〈御遣い〉である。ただしヤロスラーヴァも急かされていた事もあり、残っていた先代の錬金術師、イルジナ・ウルバンの研究資料を基本的にはそのままなぞって造っただけだった。

　こうして十四体目の〈御遣い〉は暗殺者として放たれた。

　だが――この十四体目はどうにも不安定というか、気き紛まぐれというか、ジャスティン達の所に報告を送ってくる様子が無い。途と中ちゆうの移動には早馬や馬車の手配をしておいたので、とっくにフリートラントに辿り着いている筈なのだが……そこから音おと沙さ汰たが途と絶だえているのだ。

　この十四体目は『蒼い御遣い』に対たい抗こうする為に人格を残してあるのだが、そのせいで非常に扱いづらい。基本的にヤロスラーヴァやジャスティンの言いつけは守っている様なのだが、何を考えているのかも把は握あくしづらかった。

　そもそも十三体目も、人格を残してあったからこそ暴走したと言える。

　では十四体目も――そう不安をジャスティンが覚えるも当然だった。

　それこそ十三体目とフリートラントで手を組まれでもしたら、目も当てられない結果になってしまう。

　ジャスティンは、だからこそ現地にいる教会関係者に十四体目の監かん視しを申しつけてある。

　しかし――

「フリートラント付近で活動している宣教騎士団には様子を見に行くように指令は出しましたが……一度撃げき退たいされているだけに、控ひかえめな偵察活動を行うのが手て一いつ杯ぱいという様子ですね。アルドレイルの人員をあまりに減らす訳にもいきませんし」

　だからこそ、ヤロスラーヴァの方に、十四体目の〈御遣い〉から何か連れん絡らくが入っているのではないかと期待した訳だが。

「いえ、私の方には何も」

「…………」

　渋じゆう面めんを作ってジャスティンは溜息をついた。

「あなたは、焦らないのですか？」

「焦る、とは？」

　とからかう様にヤロスラーヴァは首を傾げる。

「私は何に焦るべきなのでしょう？　全く、そのような必要性は感じないのですが」

「…………」

　ヤロスラーヴァは自信たっぷりといった様子である。

　何を根こん拠きよにそんなに落ち着いていられるのか。

　そもそも――

「暗殺と言いましたが。〈御み遣つかい〉としての能力はお互たがいに互角なのでしょう？　そうであるのなら必ず勝てる保証は無い。いや、戦いに絶対などというものは存在しないのは私も理解していますが、あなたは、どうしてそうも落ち着き払はらっていられるのです？」

　宣教騎士団からの報告では、フリートラントで抵抗している一団は鋼鉄製の盾をも貫かん通つうする、世にも奇き妙みような、そして恐ろしい武器を手にしているという。フリートラントの地神の座に納まっている『蒼い御遣い』と戦う事になった場合、その奇妙な武器で武装したフリートラントの住民も敵に回る事になる。

　だからこそ、最初から単純な戦力という意味では互角などではないのだ。

　しかし――

「暗殺、奇襲、という意味では総合的な戦力差はあまり関係ありません。というより総合戦力差を覆くつがえす奇策として暗殺や奇襲は生まれたのですから。十四体目はあくまで『蒼い御遣い』と一いつ騎き打うちする為に送り込まれているのです。全く、そこに問題はありません」

「それは……」

　その通りだが。

「また、辺境の都市がその様な武器を自ら開発し、備えている――というのは全く、不自然です。恐らくその武器は、〈御遣い〉の能力によってこの世に生み出されたもの。そして〈御遣い〉の能力とは極言すれば作り出す能力……」

　ヤロスラーヴァはまるで歌う様な口調で言った。

「性能差が存在しない以上、最終的にはどれだけ多くの効果的な武器を知っているか、それを上手うまく使いこなせるかにかかっています」

「…………」

　少なくとも理論的には、十三体目の〈御遣い〉と同じ武器を作り出すことができる筈なのだ。その意味では確かに同じ異世界から来た魂を使っている十四体目は、十三体目と同じ武器を作り出す事も出来るのだろう。

　それに――

「『彼かの女じよ』には、教会に存在するありとあらゆる対地神用の装備を、ええもう、最新の武器も含め全て記憶させておきました。確かに彼女は一人きりしかいません。全く、単独行動です。しかし、最終的に駆使できる武器の量は宣教騎士団数個分に相当し、その上で、単独であることの強みである機動力と暗殺力とを十全に活かすのですから、勝算としては充じゆう分ぶんというものでしょう」

「…………」

　それもその通りだ。

　理り屈くつは通っている。

　しかし――

「それなら逆にもう一体作って二体送ればよかったのではないですか？」

　それならば確実性が倍に跳はね上あがる――とジャスティンは思う。

　勿論、五体、十体となると目立つという理屈はわかる。

　しかしもう一体だけであれば隠密行動の邪じや魔まになるとは思えない。

　二体目を作らない理由は無いように思えた。

「それは……」

　そこで初めて、ヤロスラーヴァは困ったような表情を見せた。

「『彼女』に拒否されました」

「拒否……？」

「勝手にもう一体増やせば、それこそその場で反乱を起こしかねない様子だったので、『彼女』の言葉に従っておきました」

「…………やはり面めん倒どうですね」

　とジャスティンは呟つぶやく。

　自我があるが故に、こちらの命令に絶対服従するとは限らない。

「だがそこまで不安定な状態であるのなら……いつ反乱を起こしてもおかしくないではありませんか？」

　そう。それが最大の不安だ。

　万が一にでも現地で十四体目がこちらを裏切り、『蒼あおい御遣い』側につくことになったら？　その時は厄やつ介かい事が二倍に、いや、それ以上に膨ふくれ上あがる事になる。

「反乱、ですか……」

　ヤロスラーヴァは意味ありげな笑えみを浮かべて人差し指で自分の頬をなぞる。

　妙みように楽しげ、というか嬉しそうだ。何かびっくり箱の様な秘密を一つ抱えていて、それをもうここで打ち明けてしまおうか、それともまだ秘密にして楽しもうか、迷っているかの様な――そんな表情に、ジャスティンには見えた。

「ヤロスラーヴァ」

　ジャスティンは眼を細めて女錬れん金きん術じゆつ師しを睨にらむ。

「ご安心下さい、猊げい下か。その心配は、全く――全くありません」

「何を根拠に？」

「彼女は対『蒼い御遣い』暗殺兵器ですから。全くそれ専用ですから」

　ヤロスラーヴァは舌を出して唇くちびるを舐める。

　まるで蛇へびの様な――毒どく蛇じやの様な笑みを浮かべて彼女は続けた。

「私とて錬金術師。ウルバンの研究資料を一から十までそのまま真ま似ねて十四体目を造った訳ではありません。彼女の体内には魂たましいを入れて起動するよりも先に、あるものが仕込んであります」

「あるもの？」

「――毒薬」

　にたりと笑ってヤロスラーヴァは言った。

「毒……遅ち効こう性せい、ですか……」

「ええ勿論です」

　使命を果たす前に十四体目が死ねば意味が無い。

　だから念ねんの為にと反乱を防ぐ意味で仕込むとするならば、その毒は遅効性であるべきだ。

「余よ裕ゆうを見て、半年。その程度の時間が経たったところで、あの十四体目は後腐れなく、自壊して素材に戻もどります。その様に調整してあります。ええもう、全く、ご心配には及びませんよ、猊下」

　そう言って――ヤロスラーヴァは改めて蛇の様な笑みを見せた。





●






　中央広場に立て看板を立てて監視を始めて――五日。

　ユキナリ達は昼夜を問わず監視を続けていたが、暗殺者と思しき不ふ審しん者しやは姿を現さなかった。時折、看板の前で足を止めて不思議そうに見ていく街の住人は居たが、彼かれ等らはそれ以上の興味を示そうとはしなかった。

　特に誰だれか一人が変わった反応を示した訳ではない。

　元より――確実性のある策ではない。

　だが今は他に手が無い。だから根気よく続けるしか無い。

　少なくともユキナリはそう考えていた。

　だが――そうこうしている内に四日が過ぎ、五日目の昼もそろそろ終わろうとしている。今日も全くの無駄であったとあざ笑うかの様に……黄昏色の気怠い光の中、長い長い看板の陰が、広場に黒々と刻まれていた。

　だが……

「ユキナリ！」

　そろそろ交替を……そう考えていたユキナリ達の所に、大声で名を呼びながら階段を上って姿を現したのは、アーロンだった。

「おい。静かにしてくれ。っていうか此処には出来るだけ近づくなと――」

　監視をしていると殺人者に知られてしまっては元も子もない。

　だが……

「やかましい！　私は貴様の部下などではない！　本当にどうしようもない奴だな！　呼びに来てやっただけでも感謝して欲ほしいものだ！」

「呼びに来た？」

　眉を顰めて呟き、ダーシャ、ベルタと顔を見合わせるユキナリ。

「そうだ。新しい犠ぎ牲せい者しやが出たぞ！」

「またか……！」

　殺人者は、ユキナリのしかけに気づかなかったのか。あるいは気づいてもユキナリの推論が外れていて『天野初音』の文字では効果が無かったのか。

　そもそも――殺人者はユキナリの姉ではないのか。

　あるいは……

「とにかく、貴様も現場に来い。フィオナが呼んでいるのだ！」

　アーロンは苛いら立だたしげに言った。

「全く、こんなところで看板など眺めて一日を過ごすとは！　何を考えているのだ貴様は！　皆みなが警備に駆かり出だされているというこの忙いそがしい時に！」

「それは――」

　確かにフィオナにも、そしてアーロン達にもこの看板の事は詳しく説明していない。

　アーロンが怒るのも無理からぬ事ではあった。

　とはいえ――

「早く来い！」

「…………」

　それでもここを放置しておく訳にはいかない。

　ユキナリ達が場を離はなれている間に、殺人者が中央広場を訪れるかもしれない。そして何らかの反応を示すかもしれない。狙撃云々はともかくとしても、見張っていれば姿無き殺人者を特定出来る可能性は相変わらず残っている。

「ダーシャは俺おれと一緒に来てくれ。ベルタ、すまないが引き続きここで待機していてくれ。出来るだけ早く戻ってきて交替する」

「わかりました」

「さすがに撃っていいかどうかまではわからないだろうが、もしおかしな反応をする奴がいたら、そいつの外見、どの方角に消えたかを確かく認にんしてくれ」

「はい、それなら大だい丈じよう夫ぶです」

　ベルタの返答を聞くと同時に、ユキナリとダーシャは先に鐘楼の階段を駆け下りていくアーロンを追って、走り出す。ユキナリはしかし一度立ち止まり、肩かた越ごしにベルタを振り返った。

「無理はするなよ！」

「……はい！」

　はっきりとした返事が降ってくる。

　ユキナリは頷いてから再び、アーロンを追って走り出した。
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　ユキナリ達が立ち去った後――鐘楼の屋上には静寂が広がった。

　ベルタは〈デールリンガー〉を構えながら中央広場の監視を続ける。

「…………」

　眼めを離していたのはほんの少しの間の事だが、目に見える範はん囲いで何か変わってはいないかと視線を右に左にと動かしてみる。ちなみに〈デールリンガー〉の光学照準器は見える範囲が極きよく端たんに狭せまいので、実際に撃つ直前まではベルタは照準器から眼を離し、両目を開けて広場の方を見る事になる。

　風はない。空も適度に曇くもっている。

　監視にも狙撃にも良い状況と言える。

　快晴の場合――街中では、強すぎる日差しが白い壁や貯水桶の水面に反射したりして、逆に見えづらい事も多い。同時に明るさにあまり眼が慣れると暗がりが見えづらくなり、陰になっている部分で何か動いても気づけない事が多い。

「…………」

　ベルタが見る限りにおいて、街の様子に変化らしい変化は無い。

　人ひと影かげがちらほらと見受けられる程度で、広場には動くものも乏とぼしい。

　ただ――

「…………」

　ふと――ベルタは光学照準器で、広場にいる者の顔を順番にのぞいていった。

　彼等はごく普ふ通つうにしている様に見えるが、よく見てみればいずれもその表情には若じやつ干かんの硬さや暗さが見て取れる。誰もが怯えているのだろう。姿無き殺人者に。

　誰が殺人者か分からない。何処どこに殺人者が居るか分からない。

　だから落ち着けない。

　だが……だからといって日々の営みを中断する訳にもいかない。

　不安が人々の胸を締め付けているのだろう。それはベルタも同じだからよく分かる。ユキナリの傍に居る限り、自分が殺されるかもという不安を感じる事は無いが、また誰かが死ぬかもしれない、それは自分に近しい誰かかもしれないと思うと、どうにも落ち着かないのである。

　以前、宣教騎士団が攻せめてきた時の不安とはまるで質が異なる。

　どうにも形が無いというか……つかみ所が無い。

「…………」

　ベルタは再び立て看板に眼を向ける。

　正確にはその周囲だ。

　最初の一日、二日は人々も見慣れない立て看板を見て気になったのか、立ち止まってその文字を覗のぞき込む者も居たが、今ではもう誰もそこに注意を向けていない。ユキナリが立てたものだというのは誰もが知っているから、恐らくユキナリが何かの呪まじないでもしているのだと思っているのだろう。

　誰もがその前を興味なさげに通り過ぎる。

　少なくともユキナリの言う様な――『おかしな反応』を示す者は居ない。

（でも、おかしな反応って、どんな反応なんだろう。びっくりして立て看板の前でビクッて固まってしまうとか……？）

　その辺りは、やはりはっきりしないままだ。

　ユキナリもこう、とはっきり言える程ほどに分かっている訳ではないのだろう。逆に言えば多くのフリートラントの住人と明らかに違う反応を示す者――という事になるが、当初は人々が立て看板を見て示す動作や表情は本当に様々で、区別がつかなかった。

　むしろ殆どの者が興味を失っている今ならば、よく分かるかもしれない。

（いきなり怒いかりだして立て看板を壊すとか、恐ろしくなってその場から慌てて逃にげ出すとか……ダーシャ様は〈御遣い〉だって言っていたけれど……？）

　ベルタが直に知っている〈御遣い〉といえばユキナリだけだ。

　だからユキナリを基準に想像してしまう訳だが……あのユキナリが、何かを見て慌てて逃げ出す、などという場面はまるで想像がつかない。それこそいきなり地神と出会しても、平然とこれに対たい峙じして憎まれ口を叩たたいていた位なのだから。

　やがて――

「…………あ」

　ふとベルタは一人の女の子が立て看板の前で立ち止まっているのに気付いた。

　ベルタの位置からでは背中しか見えないが、黒くろ髪かみで、他の大人と比較すればベルタよりいくつか年下と思しき……つまりはまだ小さい女の子だ。体型ではなく、長い髪と着ているものから女の子と判断出来ただけである。

（……見てる）

　子ども故の好奇心だろうか。

　女の子は少し首を傾げて立て看板を見ている。

　殆どの者が気にせず通り過ぎる中では、珍しい反応とも言える。

　だが――

（文字が珍しい……？）

　立て看板に書かれているのはユキナリが元いた世界で使っていた文字らしい。だからフリートラントの住人には何と書かれているのか読めない。フィオナはフリートラントの中では特に教養があって、読み書きが出来る一人だが、彼女もまた立て看板の文字は読めないと言っていた。

　普通の大人は、だから読めないと知ってすぐに興味を失う。

　だが子供はまた違う反応を示すかもしれない。文字ではなく絵の様に見えているのかもしれない。孤児院の妹分達が、子供故の自由な発想で木目や石の模様に誰かの『顔』や『姿』を見いだすというのをベルタは何度か見ている。

　だとすると別におかしくはないのか。

　そう考えつつも、一応、細かな仕草も確認しようと光学照準器を介かいしてその姿を子細に見ようとして――その、瞬しゆん間かん。

「……？」

　女の子は震ふるえ始めた。

　怖がっている？　いや。違う。身体を軽く曲げて、両手を顔の前辺りに掲げて――ひょっとして口元に当てている？

　笑っているのか。あれは。

　それも――恐らくは、声を出して。近くを通り掛かかった大人が一人、何事かと顔をしかめてその女の子の方に眼を向けるのが見えた。

（……あれだ）

　直感的にベルタはそう思った。

　看板の内容が分からない――文字が読めないという事で、苛立ちを覚える人はいるかもしれない。驚いたり訝しんだりする者も居るかもしれない。戸惑う者も居るだろう。だが訳の分からないものを見て、身を震わせ、口元を押さえながら笑う――そんな人間はまず居ない。

　勿もち論ろん、ベルタはユキナリが何と書いたのか知らない。

　知らないが、あの女の子はユキナリの書いた文字が読めて、その意味が分かっているのだ。あるいはユキナリの意図を汲み取ってさえいるかもしれない。

（ユキナリ様の御同郷……）

　ユキナリと同じ所から来たという〈御遣い〉。

　だからこそ読める。だからこそ読んで笑える。

（あの子、あの子を見ておかないと！）

　万が一にも間違えたくはない。だからさすがに後ろから撃つ事は躊躇ためらわれた。

　だがあの女の子の顔を覚えておかねばならない。いつまでもこちらに背を向けて立っているという事は無いだろう。その内、どちらかの方を向いて歩き出す筈はずだ。その時に横顔だけでも――いや、どちらの方に去ったのか、どんな服装をしていたのか、そういった情報もユキナリに伝えなければならない。何処どこかの建物に入ったならば、その建物も。

「…………」

　軽く興奮しながらベルタは光学照準器の向こうにいる女の子に視線を注ぎ続ける。

　やがて――女の子は身の震えを止めた。

　笑うのを止めたのか。

　そして――

「……！」

　おもむろに振ふり返った。

　女の子の顔を確認せねばならなかったのだから、それはベルタにとって好都合――である筈だった。その紫の双そう眸ぼうから放たれる視線が、光学照準器越ごしにベルタのそれとぶつかる様な事が、無かったならば。

「え……？」

　思わず声が漏もれる。

　距きよ離りがある。しかもベルタは鐘楼の屋根の上、その縁の部分に伏せながら〈デールリンガー〉を構えている。意識して眼を向けてこなければ、視線がぶつかるなどという事はまずあり得ない。

　しかし女の子の視線は真っ直ぐ、ベルタに向けられていた。そしてそのまま外れる事が無い。明らかに女の子はベルタの存在を察知して見つめている。

　そして――

「――ッ!?」

　にぃっ……と唇の端を左右につり上げて笑みを浮かべた。

　ひ、と短く悲鳴に似た声を上げると、ベルタは〈デールリンガー〉から身を離し、それをそこにそのままにして、後ずさっていた。女の子から見ればベルタは随ずい分ぶんと高い所にいるので、ある程度まで後ずされば鐘楼そのものに遮られて視線は届かなくなる。

　だが――

「わ、私……」

　息が乱れていた。全身に冷たい汗も滲にじんでいる。胸を押さえてみれば動悸が激しくなっているのも分かった。

（お……落ち着かないと……落ち着かないと……）

　意識して大きく息を吸い――吐はく。

　それを何度か繰くり返してから、ベルタは考えた。

（見えてる筈ない……多分……こっちをたまたま見ていただけで……）

　あれだけの距離が在ってこちらに気付く筈が無い。

　そうだ。こちらを見たように見えたのはきっと偶ぐう然ぜんで気の迷いだ。

「ちゃんと……見ないと……」

　紫の瞳ひとみの印象ばかりが強くて、女の子の顔や衣装が記き憶おくに残っていない。

　女の子の顔を覚えて、ユキナリに報告しなければならない。

「…………」

　ベルタは改めてデールリンガーの所に戻って、おそるおそる光学照準器を覗き込む。

　すると――

「…………いない……？」

　立て看板の前だけではなく、中央広場のどこにも、女の子の姿はなかった。

　思わず大きなため息が漏れた。

　安あん堵どと――そして不満の。

「せっかく、せっかくユキナリ様のお役に立つことができるところだったのに……」

　少女が立ち去る瞬間を見ていない。

　どの建物に入ったかどころではなく、どの方角に立ち去ったかも確認できなかった。顔もよく覚えていない。分かったのは黒髪という事位だが、フリートラントでは黒髪の人間は特に珍めずらしい訳ではない。

「…………」

　もう一度探してみよう。

　そう考えてベルタは〈デールリンガー〉の光学照準器から顔を外し、広場の方をゆっくりと見回してみる。ゆっくりと。丁寧に。物陰も含ふくめて。だが……やはり女の子の姿は見つからなかった。

　駄だ目めか。やはり立ち去った後か。

　落胆するベルタ。

　そんな彼女の――

「…………!?」

　肩かたをとんとんと誰かの手が叩く感触があった。

　驚おどろいてびくりと身を震わせるベルタ。

　ユキナリが帰ってきたのだろうか。

「…………」

　ベルタが振り返った先には、陽光を背にする様にして人影が一つ佇たたずんでいた。

　詳しよう細さいは陰に塗りつぶされて見えない。

　ただ――
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「あなた……は……！」

　紫むらさき色いろの双そう眸ぼうが――光学照準器越しに見たそれが、今は、間に何を置く事もなくベルタを静かに見つめていた。
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　ユキナリ達が現場に到着すると――そこには既すでに人だかりが生じていた。

　場所はフリートラントの街門を出てしばらく行った所である。新しく作られた灌かん漑がい用よう水すい路ろの傍そばだった。

　この辺りは初期に作られた水路で、フリートラントの住人達が此こ処こまで来る事は滅めつ多たにない。たまに水路の状態を点検する為に見回る程度だ。

「離れて、離れて！　近づかないで！」

　フィオナと自警団の面々が集まってきた住人達にそう叫さけんで彼等を遠ざけようとしているが、今ひとつ効果は出ていない様だ。誰もが不安なのだろう。誰もが興味を持たざるを得ないのだろう。そこに倒たおれている犠牲者は明日の自分の姿なのかもしれないのだから。

「ちょっと退いて、悪いな」

　そう言ってユキナリはフィオナ達たちの所に近づいていく。

「ユキナリ様だ」

「ユキナリ様――」

　やってきたのがユキナリと知って、人々は自然と左右に分かれて道を作る。

　見ればフィオナや自警団員達の足あし下もとに、野の良ら着ぎを着た男が一人倒れている。格好から察するに、農地で働いている一人だ。恐おそらく用水路を調べに来たのだろう。

　死因は改めて調べるまでもない。

　いつも通りに胸をひと突つきだ。

「…………」

　ユキナリは数秒、その死体を眺ながめていたが――その後は死体ではなく、周囲を見て回るべく歩き出した。

「おい、ユキナリ！　貴様は何を――」

　ユキナリが真ま面じ目めに取り組んでいない様にでも見えたのか、アーロンが怒ど鳴なってくるが、いちいち細かくこの場で説明する気は無い。ユキナリは片手を挙げて振ふりながらアーロンの言葉を適当に受け流した。

「いいから。そっちはそっちで調べていてくれ」

「――ユキ」

　ユキナリの隣となりを歩くダーシャが声を掛けてくる。

「あれを、探している、の？」

　彼女はユキナリが何を探しているのかを察した様だった。

　当然と言えば当然か。彼女はユキナリと一いつ緒しよにあの現場に刻まれた『天野行成』の文字を見ている。それがほぼ全ての現場に遺されていたという事も知っている。

「ああ……最初は気づいていなかったが、というか、おそらく他の奴やつにとっては意味なんてわからないから何かの汚よごれだと思われたのか、何も感じなかったのか……」

　恐らく全ての現場に『天野行成』の文字は在ったのだ。

　だがこの世界の住人に漢字は読めない。だから――自警団の者達がそれと気付かずに消してしまったり、片付けてしまったりした可能性が高い。あるいは死体を文字の傍から自警団員達が動かしてしまった場合もあるだろう。ユキナリがフリートラントで寝ね起おきするようになり、現場に到着するのが早くなったおかげで、ここしばらくはそれが消される前に見つけることができていたのだ。

「……やっぱりあった……」

　今回は、近くに置かれていた木材に、刃は物もので引っ掻いたような傷がつけられていた。

　やはり『天野行成』の四文字。

（やっぱりこれは俺宛なんだよな……？）

　だが何の為ために？

　ユキナリを殺しに来た教会の〈御遣い〉であるならば、直接、ユキナリを襲おそうべきだろう。その機会は今までにも充分に在った。

（もし姉ちゃんだったとして――）

　まるでダイイングメッセージじみてユキナリの名前を現場に遺す事には何の意味が在るのか。あるいは意味など無いのか。

　未いまだに広場の立て看板に反応する人物は見つかっていない。

　ではこの連続殺人の犯人は初音ではないのか。

　それとも――

（いや。待てよ。この文字……）

　ひょっとしてこれは確認の為か。

　ユキナリが立て看板に天野初音の名を刻んでみたのと同じく、この文字は、ユキナリが『天野行成』の転生した存在であるのだと確認する為のものではないか？　だとすればユキナリが現場に遺されたこの文字に対してどんな反応をするのか、刻んだ者は確認しようとするかもしれない。

　ユキナリが中央広場の立て看板を監視している様に。




　――不意に。




「……ッ!?」

　遠雷の如き音がユキナリの耳に触れた。

　銃じゆう声せいだ。それもフリートラントの街の方から。

「なんだ!?」

　フィオナや自警団の面々、野次馬が何事かと辺りを見回す。

　何人かは、それが銃声なのだと気がついているだろう。

　誰かが銃を撃ったのだ。

　アーロン達、元宣教騎き士し団だんの面々や、自警団にも銃は貸与してある。巡じゆん回かいしている彼かれらが亜あ神しんや異い獣じゆうと遭そう遇ぐうして使ったという可能性もある。それ以前に練習で銃を撃つ事だってあるだろう。

　だがユキナリの脳のう裏りに最初に浮かんだのは――中央広場の監視で残してきたベルタの存在だった。

「悪い、ここは任せる！」

　それだけを言い残すと、ユキナリは全力で走り出していた。恐らく同じ考えに至ったのだろう――ダーシャもついてくる。

「ユキ……」

「ダーシャ」

　ユキナリはダーシャに手を伸のばすと、走りながら引っ張る。

「…………」

　ダーシャはまるで最初からユキナリがそうするのだと知っていたかの様に、自分からユキナリの胸に飛び込んできた。この辺りは付き合いが長いが故ゆえの呼吸だ。

　ダーシャを抱きかかえて――更さらにユキナリは走る。彼女の走る速度に合わせるよりも、ユキナリが抱えて走った方が、速いからだ。

「……ユキ」

「大丈夫だ」

　不安げに声を掛けてくるのは、ダーシャも、今回の連続殺人の犯人について目星がついているからだろう。もし銃声がベルタの〈デールリンガー〉のもので、彼女が犯人らしき者を発見して撃ったのだとしたら……現場に駆けつけたユキナリがその犯人と顔を合わせる可能性が高い。

　それはつまり……

「大丈夫だ」

　ダーシャにというよりも、自分に言い聞かせる様にしてユキナリはそう繰り返した。
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　ユキナリはダーシャを抱かかえたまま全力疾しつ走そうしていた。

　この〈御み遣つかい〉の身体は〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉と呼ばれる形態を採らなくとも常人より優すぐれた運動能力と耐久力を誇る。普通の人間は本当の意味での全力疾走となると十秒と保てないが、ユキナリは一分ばかりこれを続ける事が出来る。しかも人間を一人抱えるという負荷を保ったままでだ。

　だからこそ、ユキナリは銃声が響ひびいたその瞬間からさして時間を経る事無く鐘楼に戻る事が出来た。

「ユキ――おろして」

　階段を駆け上がる前にダーシャがそう訴うつたえてくる。

　屋根に上がる為には最終的に梯子に頼たよらざるを得ないので、ダーシャを抱えていてはさすがのユキナリも登る事が出来ないのである。

　ユキナリは彼かの女じよを降ろすとそのまま――一歩につき数段を飛ばして、跳ねる様に鐘楼の屋上へと上がっていく。

　不安と焦しよう燥そうが脳裏を渦巻いていた。

　ベルタに立て看板の監視を任せたとはいえ、彼女がそう易々と誰かを――それが殺人者であろうとも撃てるとは思っていなかった。先の宣教騎士団との戦いで彼女は確かに攻めてきた教会の人間を一人撃っているが、それにも相当な逡しゆん巡じゆんが在った様だ。

　ましてや今回は他の人間も行き来する広場で……となると単純に技術的難易度は上がってしまう。いくら才能が在るといっても、銃を持って一ヶ月と経過していないベルタに、周辺の人の動きを予想した上で、隙すき間まを縫う様な射撃を――つまりは未来予測射撃を求めるのは酷こくというものだろう。

　だから精々、おかしな反応をしている者の姿を確認してくれればそれでいい――そんな風にユキナリは思っていた。

　なのに銃声がした。

　あれは〈デールリンガー〉のもので、鐘楼の方向から響いてきたのは間ま違ちがいない。

　ベルタが撃った可能性が高いのだ。

（……まさかとは思うが……）

　ユキナリは今までこの世界の、つまりは銃を知らない者達を相手にしてきた。

　人間にせよ異獣、亜神の類たぐいにせよ、連中は銃というものを知らない。ましてや長ちよう距きよ離り狙そ撃げきという概がい念ねんを知らない。弓矢よりもはるかに遠い距離から、光学照準器を用いて遥かに高い精度で仕掛ける攻こう撃げきを知らない。

　だからベルタに注意するのを忘れていた。

　陽の角度……というより光学照準器のレンズの反射に気をつけろと。

　この世界の者達ならば、屋根の上で何かが光ってもそれが『狙そ撃げき銃じゆうの光学照準器』だとは考えないだろう。だがもし殺人者が姉の初音で、なおかつ、ユキナリが銃を使ってこの世界で戦っているという情報を、既に得ていたとしたら。

　初音はユキナリの趣しゆ味みに付き合ってよく一緒にアクション映画を見ていた。西部劇の類いが多かったが、現代のアクション映画もそれなりに見ている。そして――映画の中で主人公が自分を狙う狙撃銃の存在に気付くという場面で、光学照準器に光が反射する、という描写は定番だ。

「ベルタ！」

　ユキナリは梯子を踏ふみ壊こわす程の勢いで蹴けって屋上に躍り出る。

　最悪――ベルタが殺人者と一対一で直接対決しているのではないか、そんな場面を彼は想像していたのだ。そして殺人者の武器は分かっている限り細剣レイピアらしき刃物だ。互たがいに向かい合って手が届く様な距離にまで接近された場合、長く重く振り回しづらい狙撃銃ではとても戦えない。足場の悪い屋根の上なら尚なお更さらだ。

「ベルタ――」

　屋上にたどり着いた瞬間、視界の端はしに人影が見えた――一つだけ。

「撃ったのはお前か？　何があっ……」

　杞き憂ゆうだったか。

　ユキナリは先まずそう思った。

　だが――

「…………!?」

　逆光気味で詳細が見えなかった為、ユキナリは見み紛まがったのだ。

　人影が一つに見えたのは両者がユキナリから見て重なった位置にいたからだ。

「……！」

　ベルタと。そして――一人の少女と。

　咄とつ嗟さにユキナリは前に踏み出そうとして、爪つま先さきの感触が滑るのに気付いた。

　今、眼を逸らしてはまずいと知りつつも一いつ瞬しゆんだけ、視線を足下に向ける。そこには血が一筋流れていた。眼でその流れを遡さかのぼっていくと、ベルタと少女の足下にまで達する。

　つまり……

「…………」

　陽光を背に、黒く塗りつぶされているその容姿の中で――紫の瞳がひたとユキナリを見据えている。

（落ち着け……！）

　ユキナリは自分にそう言い聞かせ、詳細を見る為に、大きく弧を描えがく様にして横へ移動していく。光の角度が相対的に変化して、少女とベルタを覆おおっていた陰がゆっくりと剥はがれていった。

　ベルタはぐったりと脱だつ力りよくした状態で、少女に吊つり下げられていた。身長はベルタよりも少女の方が低い。なのに少女はそんなに高々と手を掲げている様子も無かった。

　何かを使っている。

　何を？　棒状の道具。それは勿論――

「ベルタぁッ!!」

　ユキナリは吼ほえた。

　ベルタのふくよかな胸を……少女の持った細剣レイピアが背中まで貫つらぬいているのを見たからだ。

　そして――

「……ユキくん」

　黄昏たそがれの陽を浴びて黒々と陰影を生じている少女の顔。

　その顔は――

「姉ちゃん……なのか……？」

　――ユキくん。

　ユキナリの事をそう呼んだ。

　ユキナリの記憶にある限り彼の事をそう呼ぶのは姉の初音だけだ。

　しかし……

（顔が……いやこちらに来て作られた身体だから違ちがうのは当たり前なのか？）

　ひどく凡ぼん庸ような顔だった。

　まるで無個性という概念をそのまま形にしたかの様な――整ってはいるがひどく印象に残りにくい顔になっている。ユキナリの記憶にある初音の顔とは違う。

　これはこの〈御遣い〉の身体を作った者の趣味なのか、それとも『暗殺任務』の為に、敢あえてそう作られたのか――そこまでは分からないのだが。

　しかもその少女は明らかに幼い。

　姉である以上は当然なのだが、初音はユキナリよりも歳上だった。自宅の火事の最中、ユキナリが最後に彼女を見た時、彼女は十八歳だった。

　だがこの少女はどう見ても十代前半だ。

　ベルタやダーシャと比べてさえ小こ柄がらで幼い。

　しかし……

「ユキくん……私の顔を忘れたの？」

　そう言いながら少女は細剣レイピアを握る右手とは反対側――左の掌てのひらでするりと、己おのれの顔を撫で上げる。掌と顔の間から漏れる青白い、物質変換の光。それをこすりつける様にして白い手が過ぎると、少女の顔は一変していた。

「…………！」

　それは見覚えのある顔だった。

　ダーシャに似ている。似ているが違う。

　ダーシャよりも遥かに見慣れた、忘れる筈の無い、懐なつかしく、愛いとしい人の顔。

　愛らしい。整っている。

　だが……だからこそ、この血ち腥なまぐさい状じよう況きようでその顔に優しげな、柔らかな笑えみを浮うかべているのは、異様の一語に尽きる。白い髪、白い服、そこにべっとりと紅い模様を描き込まれた姿で在れば尚更に。血は恐らく、刺さされた際に、内臓を傷つけられたベルタが口から吐いたものだろう。それを浴びても少女は平然としていた。

　紛まぎれもなくそれは天野初音の顔だった。

　いや。今はもう人間ではない。日本人ですらない。

　恐らくユキナリと同様に〈御遣い〉の身体に魂たましいを封入された存在。

　だから彼女の事は『ハツネ』と表するのが正しいのだろう。

「ぐっ……」

　ユキナリは己の左胸を押さえる。

　心臓発作でも起こしたかの様に胸が苦しい。

　予想はしていた。だが外れれば良いのにとも思っていた。

　姉が、あの優しかった姉が、最愛の姉が、殺人者で――敵。

　何度も、祈る様に、疑問を抱いだいてはこれを潰し、再び抱いては潰し、これを繰り返していたが……もうそれも終わりだ。疑う余地など無い。

「何故なぜだ……！　どうして……!?」

　喘あえぐ様な声でユキナリは問うた。

「ハリス真教会の奴らに命令されたのか!?　だとしたら姉ちゃんは、騙だまされてるんだ！」

　ハリス真教会の者達にはユキナリを殺す理由も、フリートラントの住人を殺す理由も在るだろう。だがハツネには無い筈だ。そしてユキナリ同様に人格と記憶を持ったままハツネが転生してきている以上、ユキナリと敵対する理由も、ハリス真教会の手駒として人を殺す理由も無い。拒めた筈だ。

　だとすれば騙されているのだ。何をどう騙したのかは分からないが、騙されているにきまっている。そうでなければおかしい。あの優しい姉が、こんな――

「騙されてる？　そうかな……？　別に騙されてないと思うよ」

　首を傾かしげてそう言うハツネの姿は無む垢くそのものだ。

「じゃあ――ベルタを、このフリートラントで人を何人も殺したのは、姉ちゃんの意志だっていうのかよ！」

「そうだよ」

　あっさりと、驚く程に静かな声でハツネはそう認めた。

「騙されてるのはユキくんだよ？」

「なに……？」

「私にはユキくんしか居ないし、ユキくんには私しか居ない」

　まるで歌う様にハツネはそう言った。

「私達、二人ぼっちで、いつも一緒だったよね？」

「それは――」

「一生、一緒に居るって言ったよね？　だって私にはユキくんしか居ないし、ユキくんには私しか居ないんだから。私を独りにしないっていつもユキくん、言ってたよね？」

　ハツネの言葉は正しい。

　母親は宗教に、父親は仕事にかまけていて、ろくに子供の面めん倒どうを見ない両親の下で育った姉し弟ていは、互いに寄り添う様にして生きてきた。本来……何よりも先ず最初に構築されるであろう親子という人間関係、愛情関係に失敗してしまった二人は、互いにすがりつくしかなかった。

　それはその通りだ。

　親子も。友人も。そして……恋こい人びとも。およそ考え得る人間関係の全てをユキナリとハツネは互いで補ってきたと言って良い。先ず最初に信頼すべき親に物心ついた時には裏切られていた二人は、改めて他の人間と関係を築く事そのものに慎重に――いや臆おく病びようになっていたのである。

　だが……

「なのにユキくんは」

　ハツネは少し唇くちびるを尖らせて言った。

　幼子が拗ねる様に。妬やく様に。

「ほんの少し離はなれただけで、私の事なんて忘れて他の人達と仲良くなっちゃった」

「それは――」

「でもユキくん。思い出して。他人は何もしてくれなかったでしょう？　私達に関かかわってきたのは皆みな、世間体とか仕事とか、そういう、自分達の為だったでしょう？　私達の事を思って関わってきた人なんて居なかったよ？　私達を好きになってくれた人は、誰だれも居なかったよね？」

　ハツネは微笑しながらそう言った。

「この街の人達だってそうだよ。ユキくんを利用してるだけ。ユキくんを騙しているだけ。ユキくんの事が好きなんじゃない。ユキくんが強いから、大きな力を持ってるから、ユキくんを自分達の都合良くこき使おうとしてるだけだよ？」

「…………」

　勿論、それはそういう側面も在るだろう。

　街の人々がユキナリを慕したっているのは、この街の守護神としてであって、ユキナリ個人について好意を抱いている者は居ない。あるいは居るかもしれないが圧あつ倒とう的てきな少数だ。

　そんな事は勿論、ユキナリも分かっていた。

　分かっていたが――それでもいい、それが当然だと思っていた。

　無償の愛。そんなものを説くのは胡う散さん臭くさい。ユキナリはそう思う。

　宗教にはまって家庭を顧みない母がよくその言葉を口にしていたから。

　ユキナリの身体を作ったイルジナは言っていた。

『無から有を生み出す事は出来ない』

『だから何かを成すには代償が必ず要る』

『錬れん金きん術じゆつだって魔法じゃない』

『だから〈御遣い〉の力もそれはきちんとした理論の上に成り立つ術式であり原理』

『代償を要しない何かがあるとすればそれはもう奇き跡せきの領域』

　……人間の信しん仰こう心、つまりは強い指向性を持った霊れい力りよくでさえも、聖油、霊れい油ゆ、というものに蓄積出来る世界である。イルジナがそう語るのも当然の話だ。

　だがだからこそ……

「邪じや魔まなの」

　とハツネは言った。

　夢見る様に陶酔に煙けむる瞳で。

「私達が昔通りに二人だけになるためにはこの街の人達は邪魔だよ。ユキくんは騙されてるんだよ。気付いてくれるかなって思ったけど、ユキくんは全然分かってくれないし」

「…………邪魔、だから」

　ユキナリはまるで他人の声の様に自分が喋しやべるのを聞いていた。

「殺したのか……」

「うん。そうだよ」

「俺おれが気付くまで、俺が自分でこの街の人達を、殺すまで、お手本を見せる積もりで、殺して見せたのか……!?」

　街を混乱に陥れようとか。住民間の相互不信を煽あおろうとか。

　そんな考えさえ無かったという事だ。徹てつ頭とう徹てつ尾び、ハツネにはユキナリの事しか見えていない。フリートラントの住人など虫の様に――いやそれどころか、書き割りの背景位にしか思っていないのだ。

　残ざん虐ぎやくでも残酷でもない。

　ユキナリ以外の人間に対する……徹てつ底てい的な無関心。

「だからね、これもいらないの」

　ユキナリは咄嗟にその『これ』が何を指し示すのかわからなかった。

　だから反応が遅おくれた。ハツネが右手を振って――ベルタの身体を貫いたままの細剣レイピアを振り回して、彼女の身体を振り落とすのを止められなかった。

「……！」

　遠心力でベルタの身体は己を貫く剣身から解放され、屋根の上に落ちる。そしてそのまま物体の様に転がって落ちていく。文字通りハツネはベルタを投げ捨てたのだ。

　そして――

「うっ……」

　転がり落ちる最中にベルタが小さく呻いた。

「――ベルタ！」

　生きてる。未だ。

　いや、あるいはそれは、単に、落下の衝しよう撃げきで肺に残っていた空気が押おし出されただけの、単なる現象に過ぎなかったのかもしれない。だがユキナリは咄嗟に屋根を蹴ってベルタの身体を抱き留めるべく空中に飛び出していた。

『変身』の余よ裕ゆうは流石さすがにない。

　ユキナリは代わりに左ひだり腕うででベルタを抱え、右腕を伸ばして鐘楼の壁かべに指を突き立てた。

「ぎっ……！」

　如何いかに強きよう靱じんな〈御遣い〉の身体とて、痛覚は普ふ通つうの人間と大差無い。

　壁の僅わずかな凹おう凸とつに指先を引っかけ、摩擦でその指先を焼かれ、あるいは皮を、肉を、削ぎ落とされながらもユキナリは必死に落下の速度を殺す。

　右手から止めどなく流れ込んでくる激痛に――耐える。

　最後に両足のバネを使って着地の衝撃を可能な限り吸収。

「うぐっ……！」

　全身の骨に足の裏から強きよう烈れつな衝撃が走る。だが何とかベルタの身体が地面に叩き付けられるのは防ぐ事が出来た。

　後は――

「ベルタ！」

　抱き留めていたベルタの状態を確かく認にんする。

　貫かれた胸の傷そのものは小さい。そこからの出血も微び々びたるものだ。

　だが血が噴き出してこないのは、まずい。出血量が少ないのはつまり、血圧が低下している――心臓が停止しているという事だ。

「くそっ！　まだだ！」

　ユキナリはベルタの衣服の胸むな元もとを乱暴に破いて開くと、肉がこそげ落ち、骨すら露ろ出しゆつしている自分の右手を彼女の乳房に当てた。

「未だ死んでない！　死んでないんだ、お前は、ベルタ！」

　イルジナを失った時とは違う。

　自分はもう充じゆう分ぶんに〈御遣い〉としての能力を使いこなせる。『前世』の記憶も在る。修復できる筈はずだ。心臓は筋肉の塊かたまりだ。しかも細剣レイピアで貫かれただけだ。微細で複雑な構造の臓器が、跡あと形かたも残らず粉ふん砕さいされたりしたのなら、流石のユキナリにも打つ手は無かっただろうが、小さな傷口をつなぎ合わせる事が出来れば――なんとかなる、筈だ。

「死ぬな！　ベルタ！」

　叫びながらユキナリは物質変換で心臓の修復を試みる。

　失った血も可能な限りに補ほ充じゆうする。心臓が修復できても極きよく端たんな低血圧で――臓器の虚血や低酸素症、急激な出血によるショック症状で死んでしまう可能性もあるからだ。

　だが――

「駄目だよ。ユキくん」

　頭上からそんな声が降ってくる。

　見上げれば――屋根の上からハツネがユキナリ達を見下ろしていた。

「そんな事しちゃ駄目でしょ？」

　まるで聞き分けの無い弟を優しく諭す姉の様な口調でハツネは言った。

「…………」

　彼女の手には細剣レイピアが握にぎられたままだ。

　まずい。この状態で襲われたら……ひとたまりもない。いや。剣を使わずとも、ハツネは単にユキナリ達の上に飛び降りるだけで充分だろう。今、ユキナリが修復作業を止めたら間違いなくベルタは死ぬ。

　ユキナリはベルタの身体を修復しながら、せめて可能な限りに彼女を守ろうと、その身を丸めた。

　そして……

　銃声が轟く。

　空を引き裂くかの様な轟ごう音おんが、立て続けに、二度、いや三度。

　ファニング。引き金を引きっぱなしにした状態で、左手を振ふる様にして撃鉄ハンマーを立て続けに起こし、シングル・アクション・リボルバーを機銃の如く連射する技術。
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　同時にハツネの立っていた鐘楼の屋根の縁が砕けた。

「――！」

　ハツネは姿勢を崩して落下――しそうになったその瞬しゆん間かん、崩れ残った部分を蹴った。

　小柄で華きや奢しやな姿に似合わぬその脚力で彼女は、跳び――鐘楼の隣に在る建物の屋根に着地する。だが更にそれを追う様にして銃じゆう弾だんが三発、撃うち込こまれる。

　ハツネは屋根の上を跳んで、後退。

（ダーシャ……！）

　勿もち論ろん、撃っているのはダーシャだろう。

　だが彼女の持つ〈レッチリ〉は六連発だ。しかもシングルアクション・リボルバーであるあの銃は再装そう填てんに手間取る。撃鉄ハンマーを半起こしハーフコツクにした上で、装填ローデイン孔グ・ゲートを開いて一発ずつ空から薬やつ莢きようを排出し、改めて弾薬を込め直さねばならない。

　つまり今のダーシャは六発撃ちきって、無防備な状態である。

「…………」

　ハツネが建物の屋根の上で膝ひざを曲げる。

　もう一度鐘楼の上に飛び上がってダーシャを殺す積もりか。

「姉ちゃん！　ダーシャッ！」

　ユキナリが叫ぶ。

　そして――銃声。

「――!?」

〈レッチリ〉のものよりも遥かに重いそれは、〈デールリンガー〉のものだ。

　恐らくベルタが刺されて落としてしまったそれを、ダーシャは拾い上げて撃ったのだ。

「――がっ!?」

　何処どこかに着弾したか、回転しながら屋根の上から吹っ飛ぶハツネ。

　彼女の姿は建物の向こうに消えた。

　そして――

「――ユキ！」

　ダーシャが鐘楼の屋根から顔を見せる。

　思った通り、彼女は〈デールリンガー〉を持っていた。

「油断するな！　弾をこめろ！」

　乳房のすぐ下、ベルタの停まった心臓を上から強く押して――いや肋骨を折らんばかりの勢いで叩たたいて刺し激げきを与あたえつつ、ユキナリは叫ぶ。

　頭部を一発で破は壊かいしていたならばともかく、手足に着弾した程度であれば、たとえ切断されようと粉砕されようと、〈御遣い〉は自己修復が可能だ。

　だが……

「――大だい丈じよう夫ぶ」

　ダーシャは〈デールリンガー〉を手にしたまま言った。

「逃にげて、いった」

「…………」

　鐘楼の上という高い位置から見ているダーシャには、ハツネが落下した建物の向こうで逃走に移る姿が見えていたのだろう。ダーシャが予想以上に手強いとみて、一いつ旦たん、退たい却きやくする事にしたのかもしれない。

「ベルタ……は？」

　と僅かながらも不安の表情を浮かべてダーシャが問うてくる。

「……なんとか……多分だ……が……」

　彼女の胸に当てた掌の下で、ようやく心臓が脈打ち始めるのを感じつつ――ユキナリはそう言った。







第四章　『アマノユキナリ』







　気がつけばユキナリは屋内に居た。

　見覚えの在る客間である。それがシリングス邸ていの一室なのだと気付くのには若じやつ干かんながらも時間が必要だった。

「……俺は」

　ふと傍かたわらを見れば窓の外はすっかり暗くなっていて、室内はランプの温かく柔らかい光が満たしている。ユキナリはどうやら寝台ベツドの上に寝ねかされている様だった。

「眼めが覚めたかい？」

「…………う」

　声を掛かけられて身を起こすと貧血の様に少々ふらついた。

「ヴェロニカ……？」

　見れば女傭よう兵へいはこちらに背を向けて座っている。

　どうやらユキナリに付き添ってくれていた訳ではない様だ。確かこの客間には寝台が二つ在った。ヴェロニカはもう一つの寝台の方を向いて座っているのだ。

「…………」

　ヴェロニカの脇わきからその寝台の上に誰かが寝かされているのが見えた。

　それは――

「――ベルタ！」

　寝台の上に寝ているのが誰なのかに気付いてユキナリは跳ね起きる。

　急に身体を起こしたせいで目め眩まいを覚えたが、そんな事に構ってはいられなかった。

「ベルタは――」

「…………」

　ヴェロニカはこちらに背を向けたまま答えない。

　ユキナリは壁に手をついて、未だふらつく身体を支えながら寝台から降り、寝台の上に寝かされているベルタの顔を覗のぞき込んだ。

　ユキナリに捧ささげられた巫女みこの少女は……眠ねむっていた。

　いや。意識を失ったままだったと言うべきか。

　眼は閉じられ、唇も力なく僅かに開いている。血液が未だ足りなかったか、顔色も青白く見える。死体だと言われれば信じる者も居るかもしれない。

「ベルタはどうなんだ？」

　黙だまったままのヴェロニカに、苛立ちの滲にじむ声で尋たずねるユキナリ。

「生きてはいる」

　とだけヴェロニカは言った。

　それ以上の事は何も言わなかった。つまりはユキナリが気を失っている間もベルタは意識を取とり戻もどす事無く眠り続けているという事だろう。

「俺は、治した……確かに治したはずなんだ」

　譫うわ言ごとの様に震ふるえる声でユキナリは呟つぶやく。

　確かに傷は修復した。心臓が鼓こ動どうを再開するのを掌で感じた。そこまでは確かに記き憶おくに残っている。というよりそこで――ベルタの様子をダーシャに尋ねられ、答えた直後でユキナリの記憶は途と切ぎれていた。

「お前もぶっ倒たおれたらしいぞ。私はここに運び込まれてからの事しかわからないが。さっきまではダーシャもいたんだが」

　と扉とびらの方を一いち瞥べつしてヴェロニカが言う。

「彼女まで倒れられては大変だからな。少し休んでくる様に私が部屋から追い出した」

「…………そうか」

　ユキナリは自分が気を失っていたのは精々二、三時間かと思っていたが、あるいは丸一日気絶したままだったのかもしれない。

　ユキナリはベルタを助けようと〈御遣い〉の物質変換――物質合成能力を振ふり絞しぼった。

　元より大した量の物質変換ではなかったが、生物の筋肉や血液といった複雑な組成の物質を錬成するとなると、単なる鉄の塊や水といったものを作り出すのとでは、まるで疲ひ労ろう度どが違う。

　そしてユキナリの場合――物質を合成する場合にはそれに見合った霊力、即すなわち『情報量』を消費する。大たい抵ていは予あらかじめ何かの物質から情報量を奪って……塵や砂に還してそこから生じる構造情報を溜め込んでおくのだが、ここしばらく、殺人者の一件を気に病む余り、その手の『補給』をしてこなかった。それが裏目に出た感じだ。

　意識を失ったのは……能力を使いすぎた結果、自分の中の情報まで消費してしまったのかもしれない。記憶の一部が失われている可能性も在ったが、今は細々とした自分の記憶を確認している余裕は無かった。

「お前は大丈夫なのか？」

　とここでようやくヴェロニカがこちらを向いて尋ねてくる。

「大丈夫だ。ちょっとした貧血の様なものだからな」

「貧血は馬ば鹿かに出来んぞ。まあともあれ――」

「問題はベルタだ」

　言ってユキナリはベルタの顎あごの下に触ふれる。

　指先には確かに彼女の脈が伝わってきた。

「意識が戻らない。医者はまるで原因がわからないそうだ」

「表面上、傷は全部治したからな……」

　むしろそれで医者を混乱させてしまった可能性がある。

　とはいえ、あの場でユキナリが傷を治さなければ、シリングス邸に運び込まれるまでもなくベルタは死んでいただろう。むしろ心臓を貫かれて即死していなかった事の方が奇跡に近い。

（俺があの場に着いた時、既すでにベルタは刺されていた。刺されてから――どれ位経たっていた……？）

　ユキナリ達たちが聴いた銃じゆう声せいはベルタの〈デールリンガー〉のもので間違いなかろう。

　そしてそれを耳にしてから現場にユキナリが到着するまで……きちんと計った訳ではないが三分と経過していない筈だ。だがそこから更さらにユキナリが応急処置を施すまでとなると……全部合わせて何分経過していたか。

　人間の体は、腕うでや足なら多少血の流れが途絶えても生きていける。

　だが脳だけはそうはいかない。

　血流によって常に酸素と栄養とを供給され続けているこの器官は、たった五分血流が途絶えただけでも何らかの――回復不能な障害を生じてしまう可能性が高い。十分を経過すれば死亡する確率が跳ね上がるという。

（くっそ……！）

　ユキナリは最初に刺されたベルタを見た時、既に彼女が死んでいるものだと思ってしまった。だが彼女は実際には生きていた。ユキナリはハツネと会話などせず、とにかく一秒でも早くベルタを助けるべきだったのではないか……？

　そう考えると、居ても経ってもいられない様な強い慚ざん愧きの念が沸いてくる。

（昏睡が続いているのは……脳にダメージが残っているからか……？）

　この世界の医学――というか医術では脳の状態を診断するのは不可能だろう。

　ユキナリもさすがに脳神経外科的な知識は持ち合わせていない。勿論、〈御み遣つかい〉の能力で器質的な構造や神経細さい胞ぼうを復元する事は原理的に可能だが、その為ためにはユキナリがその物質的組成と構造を把は握あくしていなければならない。銃の部品を作るのとは違う。迂う闊かつな真ま似ねをすれば状態を悪化させてしまう可能性も在った。

　つまり――血流の停止によってベルタの脳に損傷が生じていたとしても、手の出しようが無いのだ。

　ベルタが自力で回復してくれるのを祈る位しか今のユキナリに出来る事は無かった。

「…………」

「あんまり気に病むな」

　ヴェロニカが言った。

「あんたのせいじゃない。というより人の生き死には誰のせいでもない。人間一人が責任がとれるのは自分の生死だけだよ」

　それは傭兵として人の生死を常に身近に感じて生きてきたヴェロニカの実感であるのかもしれない。しかし――

「……いや」

　ユキナリは溜ため息いき交じりに首を振った。

「俺はこの子の神様だからな……」

「…………そうだったな」

　とヴェロニカは肩かたを竦すくめる。

　成り行きとはいえ、フリートラントの、そしてベルタの奉じる神様の役をユキナリは引き受けているのだ。責任は在る。それを背負うのは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられる神としての責務とも言えた。

　それに――

（……姉ちゃん……！）

　ベルタをこんな状態にしたのは、姿も無く名も無い謎の殺人者ではない。

　ユキナリの実の姉――アマノハツネなのだ。

　十人以上の住人達が殺されて。

　ウルリーケやイグドゥーラの眷けん属ぞく達たちも事実上の活動停止に追い込まれ。

　そして今やベルタまでもが昏睡状態から脱する事が出来ない。

　もっと何か手を打てたのではないか。殺人者が姉であるという可能性に思い至りながら、それを情報として公開せず、自分とその近しい仲間だけで事を解決しようとした――それどころか殺人者が姉である可能性から、目を背けてきた。ユキナリが早々に覚かく悟ごを決めていたならば、被ひ害がいはもっと少なくて済んだかもしれない。

　自分が愚かだったのだ。

「くそ……」

　ユキナリはきつく――血が滲む程ほどに強く唇を噛んで呻いた。
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　鍵の開く音がする。

　アンジェラは顔を上げようとして、しかし辛かろうじて思いとどまった。今の自分はどんな顔をしているのか自分でもよく分からない。迂う闊かつに顔を上げて浅ましい期待を表情に滲にじませた顔を見られれば――どうなる事か。

　この十日余りで、アンジェラは嫌いやという程に自分の内面を顧みる時間が在った。

　良くも悪くもアンジェラは頭が良い。良いからこそ自分という存在を分ぶん析せきする事が出来た。出来てしまった。今までそれをしてこなかったのは、忙しかったのと、する必要を見いだせなかったからだ。

　自分はこういう人間だ。

　分かり易やすい類型に自分を当てはめて理解した気になっていた。

　自分の事は自分が一番よく分かっているのだ――と。

　しかし……

「アンジェラ・ジンデル」

　その声が地ち下か蔵ぐらに響ひびいた時、アンジェラは身を震わせ、思わず顔を上げていた。卑いやしい欲求に濁った顔を見られるかもしれないが、そんな事は気にならなかった。いや。見られたかった。見られて蔑さげすまれたかった。今まで自分の周りにああいう者は一人として居なかったから――蔑む事はあっても、蔑まれる事など一度も無かった。

「……アマノ……ユキナリ……」

　圧倒的な力を持って今のアンジェラの前に立つ男の名。

　もっと蹂じゆう躙りんされたい。もっと支配されたい。

　何の制約も無く何の不自由も無く好き勝手に振る舞えるという事は、その実、ひどく孤こ独どくである。誰も噛み付いてこない。誰も立ち向かってこない。山の頂に立てば見晴らしは良いが、その実、どこにもすがりつくものが無い。横には誰も立てない。

　だからこそアンジェラは己の頭上に君臨する神を求めた。

　すがりつく先、山の頂の更に上を。

　自分よりも絶対的に強大な存在を。

　アンジェラはそしてハリス真教会で一度は安心を得た。神という概がい念ねんを頭上に戴いただき、宣教騎き士しという枠の中に収まる事によって自分の在り方に納なつ得とく出来た――そう思っていた。

　アマノ・ユキナリと出会うまでは。

　間近にあの人間以上の、人の形をしながらも、文字通りに人外の力を持つ存在を感じた瞬間、自分の頭上に抱いていた『神』という名の重しが、実体の無い仮想のものに過ぎないのだと意識せざるを得なかった。

　そう。神だ。ユキナリは神なのだ。

　肉持つ神。拳こぶし持つ神。運不運などという曖あい昧まいなものではなく、拳で直接、人間を殴なぐる事が出来る、肉在る神だ。

　だから――人間である自分は打ちよう擲ちやくされるべきだ。蹂躙されるべきだ。支配されるべきだ。飼育されるべきだ。そうなる事でようやく自分は安あん寧ねいを得る事が出来る。自分は孤独ではないのだと安あん堵ど出来る。

　首輪が欲ほしい。自分の立ち位置の証あかし。

　アンジェラは痛切にそう思った。

　だから――

「――出ろ。話がある」

　ユキナリがそう言って、鋼鉄の鎖くさりと、そこに繋つながる鋼鉄の環を掲げて見せた時、アンジェラは歓喜の余りに卒そつ倒とうしそうになった。

　分かってくれた。求めるものをくれた。

　この男こそ――いやこの神こそ、私が奉じるべき相手。

「はいっ……！」

　乙おと女めの様に――いや実際アンジェラは男性経験が未いまだに無いのだが――頬ほおを紅く染めながらアンジェラは首しゆ肯こうした。
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　ユキナリはシリングス邸の応接室に自らが選んだ面子を招集した。

　ダーシャ、フィオナ、ヴェロニカ、それにアーロンと――更にはアンジェラも。

　アンジェラに関しては、ユキナリは完全に『暴君』として振る舞う事に決めていた。どうやら結果としてそうしておいた方が面倒が無いし、アンジェラも素す直なおに従う事が多いらしいと分かったからだ。だから敢あえて彼かの女じよをこの場に引き出す時も、手て枷かせでも足あし枷かせでもなく鋼鉄の首輪を作って彼女の首に填はめた。

　正直……この『暴君の振り』は無意味に疲つかれるのだが、アンジェラから情報を引き出す効率の事を考えると、無駄ではないのだろう。地下蔵に彼女を連れに行った時、まるで恋人から婚約指輪でも渡されたかの様に表情を輝かがやかせたアンジェラを見て、ユキナリはこっそりと溜息をついたものだ。

　いずれにしても今は細かいことにこだわっている余裕は無かった。

「…………さて」

　ユキナリは一同を見回す。

　応接室にこれだけの顔ぶれを集めたのは、今、ユキナリが把握している全てを全員と共有するためだった。

　十人を超こえる犠ぎ牲せい者しやが出て。フリートラント全体が恐きよう怖ふに凍えている様な状態で。ウルリーケ達は活動停止で。しかもベルタが意識不明の状態だ。

　もう躊躇ためらっている場合ではない。

　自分の個人的な感情は脇に置かねばどうにもならない。ベルタがこのまま二度と意識を回復しないというのなら、それは間ま違ちがいなく、今までおおよそ犯人の目星をつけながらも、決定的な手を打たなかったユキナリの責任だ。

「ここに集まって貰もらったのは――フリートラントを騒がせている殺人者について、分かった事を皆にも知っておいて欲しいからだ」

　全員の顔を確認した後、ユキナリがそう切り出すと場がざわめいた。

「ユキナリ、何か分かったのですか!?」

　フィオナが表情を輝かせてそう尋ねてくる。

　彼女のそんな反応が今のユキナリにはひどく辛つらい。『さすがはユキナリです』とでも言いそうだった。だが実際には賞賛など受けられる立場にユキナリはない。

　ただ――

「…………」

　ダーシャは、彼女だけは、眼を伏ふせている。

　彼女はおおよその見当がついているからだろう。いや。ハツネとユキナリの会話を聞いていたすると、殺人者が何者かもう理解しているだろう。〈御遣い〉がどうやって造られるかについてもダーシャは知識を持っている。

「まず、暗殺者だが、その正体は〈御遣い〉だ」

「〈御遣い〉……」

　呟いたのはアンジェラである。

　他の者達はただ絶句したままだ。

　特にフィオナは強い衝撃を受けた様だった。彼女にとって〈御遣い〉といえばハリス真教会の奇き跡せき演出人形ではなく、ユキナリだ。ユキナリの力がどれだけ強大で――どれだけフリートラントに貢献してきたか、理解している。だからこそ敵がユキナリの同類だと言われれば、理り屈くつではその可能性が在りうる事を理解出来ても、拒否感が生じるのは仕方在るまい。

「そもそも〈御遣い〉というのは錬れん金きん術じゆつ師しが造るものだ」

　ユキナリはアーロンとアンジェラの方を一いち瞥べつしてそう言った。

　ハリス真教会では、〈御遣い〉はあくまで、真しん摯しな祈りを用いて行われる儀ぎ式しきで、天界から召しよう喚かんされた神の遣いが、自らの力で受肉してこの世に現れた存在であるのだと教えている。そこに錬金術師の介入する余地は無い。

　だが実際には〈御遣い〉は錬金術師がその秘術を用いて作り出した人造人間、合成生体であり、教会は異い端たん狩りで捕獲した錬れん金きん術じゆつ師し達たちを代々教会の最さい奥おう部ぶで飼い殺しにし、奇跡を演出する為の道具を作らせ続けてきたのだ。

〈御遣い〉も。聖油も。恐おそらく守護聖人像の製造技術や運用技術にも錬金術師達の業わざは多々流用されているのだろう。

「…………」

　アーロンもアンジェラも表情を引ひき攣つらせてはいたものの、同時に――教会の本部を離れ、ユキナリと出会い、更にはこのフリートラントにいる間に『もしかしたら』という疑念を覚える様にはなれていたのかもしれない。ユキナリの言葉を正面きって否定してくる様な事は無かった。

「で――これは俺を造った、正しくは今の俺の身体を造ってくれた錬金術師の受け売りなんだが」

　ユキナリは〈御遣い〉の……というより人造人間の基本的な製法について語った。

　異世界から魂たましいを召喚させて定着させる事で、単なる肉の塊は生命として起動する。

　だがいざ起動した後は、自じ我がのある人造人間は道具として使いにくい。反抗や逃とう亡ぼうの恐れがある。だからこそ教会においては、一旦、人造人間が起動した後は記憶や人格を根ね刮こそぎ消して、生き人形として扱うのが基本であるのだ……と。

「それはつまり……」

　フィオナが顔をしかめつつ尋ねてくる。

「人造人間に命を吹ふき込むために一度死んだ人間の魂を用いて、更にそのあと、もう一度『殺す』訳ですか」

「人格と記憶の消去が『殺人』ならそうだろうな」

　とユキナリは頷うなずいた。

「なんて事を……」

「そ、それはしかし、一度死んでいる相手、死者だからして、改めて殺す事には……」

　とアーロンは慌あわてて教会擁よう護ごの論を口にするものの、フィオナに睨まれて黙り込んだ。

「その事の是非を論じるのは後だ」

　ユキナリは言ってもう一度、一同を見回した。

「とにかく。〈御遣い〉はそうやって造られる。俺も『前世』で事故で死んだんだが、その時に肉体を離はなれた魂を使って、今の身体を起動させた――らしい。ただ、イルジナはその後、俺の記憶や人格を消さずにいてくれたので、俺は、俺として存在し続ける事が出来た訳だ」

　その後、イルジナは勝手に自我のある〈御遣い〉を造った事により、教会に処刑される事になる。そしてその事に逆上したユキナリは、〈御遣い〉の力を使って彼女の処刑を決めた者達、処刑を実行した者達を皆みな殺しにし、更にはこの際に自分の前に立ち塞がった協会関係者を全員、薙なぎ払はらった。

　勿論、ハリス真教会も対たい抗こうする為に〈御遣い〉を繰くり出だしてはきたが、ユキナリ以外の〈御遣い〉は元々自我が無いので、自律的に行動できない。文字通りの操あやつり人にん形ぎようであり、一対一で比較した場合、絶対的にユキナリよりも反応が遅れる。

　しかも教会はあくまでも〈御遣い〉を奇跡演出用の道具として運用してきた事しか無かった為、これを兵器として現場で使う為の経験も無ければ、戦術も無かった。

　結果……ユキナリは『大殺さつ戮りく』の後、ダーシャを連れて王都から脱出するが、混乱しきった教会も王国軍も、彼かれを追う余裕は無かった。

「で――ここからが問題なんだが。俺おれは事故で死んだと言ったが、その時に、俺の姉も一いつ緒しよに死んでる筈なんだ」

「ユキナリのお姉様――ですか？」

　とフィオナが驚おどろいた様に尋ねてくる。

「ああ。アマノ・ハツネという」

　そう言ってユキナリは応接間の真ん中に置かれた卓テーブルに、『天野初音』『天野行成』と漢字で書いた羊皮紙を一枚、置いた。

「これは――」

　とアーロンが身を乗り出して眼を瞬まばたかせる。

「あの現場に在った……」

「俺の『前世』の世界で使われていた文字だよ。こっちが俺、こっちが姉ちゃんの名前を示した文字だ」

「……まさか」

　察しの良いフィオナは、すぐにユキナリの話が行き着く先に気付いた様だった。

「そうだ」

　ユキナリは胸の痛みを堪こらえながら言った。

「この街を襲おそっている〈御遣い〉は……俺の……俺の実の姉だ」

「……ユキ」

　そっとユキナリの指先にダーシャが触れてくる。

　思わず彼女の手を握りたい衝しよう動どうに駆られるが、ユキナリはそれを堪えた。今は彼女の気遣いに甘えている場合ではないのだ。

「ベルタが攻こう撃げきされた時に、短い時間だが、会って確かめた」

「ユキナリのお姉様……でも、それならどうして……？」

　とフィオナは自分でも考えをまとめるかの様に右手で口元を覆おおって呟く。

「話をした、確かめた、という事ならば、ユキナリのお姉様の記憶や人格は残っているのでしょう？　だったらユキナリと敵対する意味は無いでしょうし――そもそもユキナリの様な前例があるのだから、教会の側としても、同じ様に人格や記憶を遺のこした〈御遣い〉を造る事には抵てい抗こうがあるのでは……？」

「だったら――」

　ふとそれまで黙っていたアンジェラが言った。

　一同の視線を浴びて、アンジェラは顔をしかめて黙り込むが――ユキナリが頷いて促うながすと、頬を嬉しげに赤らめながら続けた。

「ハリス真教会とは別の勢力が作り出した〈御遣い〉ではないのですか？」

「確かに姉ちゃん――姉は、教会の命令で来たとは一言も言ってなかったが、否定もしなかったよ。ハリス真教会とは別の所に錬金術師が居て、人造人間を造ってるってのはあり得る話だけどな……」

　しかしその場合には、その錬金術師達は何の為にハツネを造ったのか――という疑問も生じてくる。

「教会が、抵抗感はあっても、より確実に俺を仕留めるためにもう一度人格を残した〈御遣い〉を生み出した――と考える方が未だ自然だろう。俺の存在は教会にとっちゃ、是が非でも消してしまいたい醜しゆう聞ぶんだろうしな」

「…………」

　アンジェラは黙り込む。

　だが自分の意見が否定された割には、あまり気分を害した様子は無かった。というより悦よろこんでいる様にすら見える。ひょっとして被虐趣味マゾヒズムというのはこういう場で、自分の意見が否定されても快感が得られるものなのだろうか――と頭の片かた隅すみでユキナリは思う。

　ともあれ……

「いずれにせよ……」

　ユキナリは姉との会話を思い返しながら言った。

「細かい理由は分からないままだが」

「…………」

　ふとダーシャが、少し驚いたかの様な様子で顔を上げるのが視界の端に見えたが敢えてそのままユキナリは言った。

「殺人者が俺の姉なのは間違いない。それは本人も認めてた」

「……とりあえず状じよう況きようは分かりました」

　フィオナは頷いてから、しかし卓の上の羊皮紙を見て言った。

「しかしユキナリ――立て看板を立てた時点で、お姉様が殺人者かも、という予測は出来ていたという事ですよね？　どうしてもっと早く打ち明けてくれなかったのです!?」

「…………」

「それは、確かに実のお姉様が関かかわっている可能性を打ち明ける苦しさは分かりますが、人死にが出ている以上――」

「いや、もちろんそれもあったけどな」

　溜息をついてユキナリは言った。

「……俺が元いた世界には、魔ま女じよ狩りという出来事があった」

「マジョガリ、ですか？」

「ああ……ある国の、一部の地域でのことなんだが、魔法が使える女性がいる、という迷めい信しんが広まったことがあったんだ」

「魔法……迷信……？」

「そう。迷信だ」

　ユキナリはそこを強調した。

「でもその国では魔法が使えるというのは悪魔の下僕の証で、だから皆殺しにしなくちゃならない……という風習になった」

「当然ではないですか」

　と言うのはアンジェラである。

「邪じや悪あくな存在の力を借りる者など――」

「説明の仕方が悪かったか。だから、誤解なんだよ」

　ユキナリはアンジェラの言葉に被せる様にして言った。

「実際には、ちょっとだけ変わった技術があったり、自分達に理解できない風習だったり、何かの誤解や偶ぐう然ぜんだったんだと思う。例えばフィオナ達にも最初は、俺の持つ〈デュランダル〉やダーシャの〈レッチリ〉は魔法じみて見えただろう？　だが実際にはあれは単なる道具であって、使い方を知ってさえいれば誰だれにでも扱える」

「それは……確かに」

「だから魔法が使えるってのは誤解で、その人達は全く普ふ通つうの人だった。それが『魔女』という濡れ衣を着せられたって事だよ」

「濡れ衣なら、晴らせばいいではないですか」

　とアンジェラが言う。

「晴らせればな。というか相手が聴く耳持ってればな」

「…………」

　ユキナリが何を言いたいのかを察したのだろう。アンジェラは怯おびえる様な、悦ぶ様な、曖昧な表情のまま黙り込んだ。

「その地域の人達は完全に恐慌状態に陥おちいっていたし、こっちのハリス真教会に相当する宗教団体が、その魔女狩りを認めたというか、一種の許可を与えちゃった様なもんだったから……誰も止める者が居なくて、皆、冷静な判断が出来なくなった」

「…………地神信しん仰こうにも似たような側面がありますね」

　とフィオナが溜息交じりに言った。

　確かに『それはそういうものなのだ』と大多数が思い込んでしまえば、その是非は検証される事も無く、事実として共有される事になる。そしてそれに対して疑問を呈ていする事そのものが共同体の結束を乱す『罪』になってしまう。

　こうして少数意見は封殺される。

　圧あつ倒とう的てき多数による暴走の完成だ。

「いないものを見つけようとしても見つけられるはずがないんだが……出てこないのは、隠かくすのが巧こう妙みようなだけだと思い込んだんだな。人々は、ちょっとでも疑わしい人間を手当たり次し第だい拷ごう問もんにかけて、そして責め殺した。拷問にかけて、魔女だったら死なない。死んだら普通の人だった、だから肉体は死んでも魂は疑いが晴れて救われる――そんな理屈まで唱えながらな」

「…………」

　アンジェラが身を震わせる。

　自分が似たような理屈でユキナリに対してイルジナを侮ぶ辱じよくする様な台詞せりふを吐いた事を覚えているのだろう。その事についてユキナリが未だ腹を立てていて、また殴られるのかもしれない、そんな恐怖と期待が彼女の中で揺ゆれているに違ちがいない。

「かなり凄惨な拷問が横行したらしい。自分達の中に、超常の力を使う『異物』が紛まぎれ込んでいるのだという恐怖心と、そこから逃にげるためという大義名分が人間をどこまでも残酷にしてしまうという例だな」

「でもそれがどうしてお姉様の話と繋がるのです？」

　とフィオナ。

「〈御遣い〉の力を使えば、全く別の人間の姿形になれるんだよ」

「……!?」

　驚きで顔を見合わせる一同。

　ユキナリは溜息をつきながら更に続けた。

「俺は今までやった事が無かったからな。今すぐにやって見せろと言われても難しいだろうけど――例えば」

　ユキナリはそう言って羊皮紙の上に手を置く。

　物質変換の青白い光を放ちながら、彼の掌てのひらの下で羊皮紙は変化していった。

「こういう事だって出来る訳だ」

「――!?」

　フィオナ、ヴェロニカ、ダーシャ、アンジェラが揃そろって、卓の上を見て――それからアーロンの方を見る。アーロンは束の間、訳が分からないといった様子で眼めを瞬かせていたが、次の瞬しゆん間かん、ようやくユキナリが羊皮紙を変化させて造ったそれが、誰の『顔』であるのかに気付いたらしい。

　そう。それはアーロンの顔そのものだった。

「な、な、何をするのだ、貴様っ――」

　慌ててアーロンが叫さけぶ。

「こ、これは、これは、私の、私の顔ッ……！」

　普ふ段だんから鏡を四六時中眺ながめている様な自己愛主義者ナルシストならともかく、普通の人間は自分の顔をいきなり見せられても、それが自分自身の姿であるのだと認にん識しきするのに一いつ瞬しゆん、遅れる。

「これはまあ仮面だけどな。羊皮紙じゃなくて自分の顔について同じ事をやれば、アーロンに化ける事も出来る」

「つまり今まで殺人者が見つからなかったのは……」

「化けてたんだろうさ。この街の住人の姿に。今もそうなんだろう。ひょっとしたら、今、この場にいるのかもしれないぜ」

「…………」

　気味悪げに顔を見合わせるフィオナ達。

　だが――

「つまり、そういう事ですか」

「そうだ。知っているはずの誰かが殺人者かもしれない、次は自分が殺される番かもしれない――となったら疑ぎ心しん暗あん鬼きでこの街が魔女狩りのようになってしまうかもしれない。少しでも不自然だと疑われたら、後はよってたかって殺人者かもしれない、白状しろと拷問される、あるいは殺される前に殺してしまえ、と殺される。それが街全体に広がる。何しろこの『変装』は見破る方法が無いからな……」

　服装を似せたり、髭ひげや鬘かつらをつけたりしているだけなら、見破る方法も、自己の潔白を証明する方法も在るだろう。しかし『変身』して肉体そのものを変化させている以上、生半可な方法で殺人者を特定する事も、無関係の人間の無実を証明する事も、およそ不可能だ。

「ではこの先、どうすれば……？」

　フィオナの問いは、他の者達も同様に抱いだいた疑問を代弁するものだったろう。

　勿もち論ろん、ユキナリには案がある。

　それを打ち明けるためにこの場に一同を呼んだのだ。自分の案を理解して貰った上で、邪じや魔まをしないように……と。

「俺が一いつ騎き打うちで倒す」

「……ユキナリ!?　それは」

　フィオナが慌てた様に腰こしを浮かす。

「相手の狙ねらいはそれなのではないのですか？」

「かもな」

「ユキナリ、やっぱり、また悪い癖くせが出ています！　そうやって、何でも一人で……」

「いや。厳密に言えば一人じゃない、かな」

　ユキナリは肩を竦めて言った。

「アンジェラを連れて行く」

「わ……私、ですか!?」

　驚いた様にアンジェラが声を上げる。

「な、何故なぜ……」

「囮おとりというか餌えさだよ」

　言ってユキナリはアンジェラの首輪に繋がった鎖を揺り動かした。

「俺の姉がハリス真教会に騙されて、その命令で動いてる場合、アンジェラは姉にとって救出すべき味方だろ。無視される可能性だってあるが。交こう渉しよう材料として使える。何処どこかに姉を呼び出す際のね」

「そ、その場合は、アーロン・ランズダウンも」

「アーロンは前回の戦いでフリートラント側として行動してるのが目もく撃げきされてる可能性が高い。むしろ迂闊に前に出すと俺の姉に殺されかねないよ」

「…………」

　黙だまり込むアンジェラ。

　ユキナリがどうしてこの場に、立場としては未だ『敵』である自分を――それも首輪を付けて連れてきたのか、理解したらしい。

「そこの女宣教騎士は餌だというのなら、やはり一人で戦うというのと同じだろう？」

　とそれまで黙って話を聞いていたヴェロニカが言った。

「ユキナリの悪い癖が出ているというのは私も同じ意見だけどな」

「心配してくれるのは有あり難がたいけどな」

　ユキナリは首を振ふった。

「これは神様アマノユキナリの事情じゃなくて、俺が人間だった頃ころの……なんていうか、しがらみなんだよ。だから俺がやらないと駄だ目めだ。駄目だと、思う」

　我が儘を言っているという自覚はあった。

　十人以上の死者が出ている以上、ユキナリの個人的な感情は脇わきに置いて、確実な対処策を講じる必要が在る。卑ひ怯きよう卑ひ劣れつであろうと、確実にハツネを倒せる戦力を用意するのが正しい筈はずだ。

「ベルタのことで、責任を感じての行動じゃないって、断言できるか？」

　じろりと眼を覗のぞき込む様にしてヴェロニカが尋たずねてくる。

　思っても見なかった言葉だが――ユキナリはすぐには否定できなかった。

「……〈御遣い〉には〈御遣い〉をぶつけるのが正しいだろ？　戦術的に考えれば。今は大軍で攻められてるって時でもないしな」

　ハツネの制圧に大戦力を用いた場合……そうして生じたフリートラント防衛の『隙すき』を、宣教騎き士し団だんなり他の〈御遣い〉なりが突いてくる可能性も在る。

「そういう事じゃ……いや……」

　溜息を挟んでそう言い、しかしヴェロニカはそれ以上追求してはこなかった。

「とにかく、後は俺が片付ける。皆は手を出さず、街の治安維い持じの方に注力してくれ」

　駄だ目め押おしの様に強い口調でユキナリはそう締めくくった。
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　シリングス邸ていを出たユキナリは先まず中央広場に向かった。

　何をするにも先ずハツネに対してユキナリの意志を伝えねばならない。

　対決の場は――やはりフリートラントの外が良いだろう。ハツネが応じてくるかどうかは不明だが、神殿の辺りが適当か。地形的にユキナリが熟知しているし、何より、〈御み遣つかい〉同士が全力で戦うとなると、周囲に相当な被害が生じる可能性が高い。フリートラントの街中は論外だった。

「…………」

　ユキナリは立て看板の前に立って、しばらくこれを睨にらんだ。

　ベルタがハツネに襲われたのは、彼女がこの立て看板を監視していたからだろう。という事はハツネはこの立て看板を見た――気付いたという事になる。

「――ユキナリ？」

　怪け訝げんそうに名を呼んでくるのはユキナリが連れているアンジェラだ。

　ただ一人、ユキナリはこの女宣教騎士だけを伴ってシリングス邸を出た。理由は彼がフィオナ達たちに語った通り、アンジェラが囮というか餌に使えるかもと考えたからである。逆に言えば他にハツネを呼び出す方策を考えつかなかった、というのが本当の所だ。

「何をしているのです？」

「どうやって姉を呼び出すか考えてるんだよ」

　ユキナリは言って手にした鎖を引く。

　じゃらりと鎖が音を立て、その先の首輪に繋がれたアンジェラがユキナリのすぐ脇に引きずり寄せられた。

「もっと近づいて歩け。家か畜ちくみたいに首輪で繋がれてる姿を、フリートラントの住人に見られたいっていうなら、別だが」

「…………」

　激げき怒どするかとも思ったが、アンジェラはむしろ顔を赤らめてユキナリの傍そばに寄り添ってきた。この女は自分が被虐趣味マゾヒズムである事に自覚があるのか無いのか――よく分からないところがあった。

「……さて」

　溜ため息いきを一つついてからユキナリは立て看板に手を伸のばす。

　何か書くものを持ってくれば良かった、と一瞬思ったが、〈御遣い〉の身であればそんなものはどうとでも現場調達出来る。ユキナリは右手の人差し指の先に物質変換能力の応用で熱を集中させた。

『捕ほ虜りよであるハリス真教会の女宣教騎士を連れて、神殿にて待つ』

　指先の熱で立て看板の表面を焦がしながらそう文字を連ねていく。こういう能力の使い方は初めて見るからか、すぐ脇でアンジェラが息を呑んでいるのが分かった。

　場所をこちらから指定するのは、先回りされたり、奇襲を受ける危険性があるが――神殿の周辺ならばユキナリの方がよく知っている筈だ。その優位性で危険性を相殺できるとユキナリは考えていた。

　文字を書き終えて――焼き終えてから読み直す。

　書き損じは無い。

「――で」

　それを確かく認にんしてから、ユキナリは背後を振り返った。

「何の積もりだ？」

「…………」

　視線の先にはダーシャが立っていた。

　シリングス邸から彼女がずっとついてきたのには気付いていた。

　他の者達と違って、この少女だけはユキナリの言いつけに従わなかったのだ。

「ダーシャ。フィオナ達の所に戻――」

「ユキ。手伝う」

　ユキナリの言葉に被せる様にしてダーシャが言った。

　元々表情に乏とぼしい少女なのだが、今は心なしか不満そう――というか若じやつ干かんの膨れっ面である。白い顔にも少し赤みが増している。

「駄目だ。戻れ」

「……嫌いや」

　そう言って上うわ目め遣づかいにユキナリを睨んでくる。

「俺は一人で姉ちゃんと戦――」

「その女を連れてるから一人じゃ、ない」

　そう言ってダーシャが示すのは、言うまでもなくアンジェラだ。

「いや、だから、こいつは……」

「ユキの隣となりに居るべきは、私」

　そう言ってダーシャはユキナリ達の所に歩み寄ると、彼とアンジェラの間に身を割り込ませる様にして立った。

「私の、居場所。譲る気は無い、から」

「…………」

　ユキナリは溜息をつき、アンジェラは唖あ然ぜんとした表情を浮うかべる。

「ダーシャ――」

「ユキは、姉さんと、約束した」

　ダーシャは更さらにこう言った。

「私を守ると。私の傍に居ると。約束は、守るべき」

　頑固そのものの無表情でダーシャはそう言って、ユキナリの右手を掴つかんできた。
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　神殿には冷え冷えとした空気が凝こごっていた。

　別に今夜が特別に気温が低いという訳ではない。恐らくはユキナリの気持ちの問題なのだろう。単純に人の数が減った為ために空気が冷えた様に感じるだけだ。一ヶ月と空けた訳でもないのに、まるで廃はい屋おくの様な雰ふん囲い気きすら在った。

　ベルタが居て。ウルリーケが居て。彼かの女じよ等らが居るのが当たり前になっていたせいで、どうにも空間そのものを持て余している様な印象が在る。

　ちなみにアンジェラはこの部屋に居ない。

　四六時中アンジェラの相手をしているのは――彼女を扱う上で便利な『暴君』を演じているのは疲れるので、彼女は別室に閉じ込めてある。物質変換で鎖くさりの端をそのまま壁かべに融ゆう合ごうさせておいたので、アンジェラ一人の力ではとても逃げられまい。

「…………くそ」

　ユキナリは溜息をついた。

　寂しがっているのだ――と自覚したからだ。

　そもそも自分に『寂しい』と感じる感覚が残っていたのが驚きだった。

　物心ついた頃には姉と二人だった。ハツネが言う様に行ゆき成なりには初はつ音ねが居たし、初音には行成が居た。二人の世界はそれで完結していたし、基本的にどちらも友人はそう多い訳でも付き合いが深い訳でもなかったから、寂しいと感じる様な状況が無かった。お互たがいしか居ないのが当たり前だったのだ。

　なのに今のユキナリは寂しいと感じている。

　こちらの世界に来て、様々な人々と知り合い、親交を深めて、友人が増えた。あるいはそれは姉を失った事で生じた心の隙すき間まを埋うめる為だったのかもしれないが、気がつけばユキナリには親しい間あいだ柄がらの人々が片手では足りない位に出来ていた。

　そしてそれが当たり前になっていたのだ。

　だから今、ユキナリは寂しさを感じてしまっている。

　それを裏切りと言うハツネの気持ちも……分からないではない。

「……姉ちゃん」

　だが行成が変わったというのならば、初音もまた変わり果てていた。

　確かに初音は妙に子供っぽいところが在ったが、基本的には優しい少女であった筈なのだ。弟の行成をとても可愛がってくれた。行成以外の他人に対しても基本的に物もの腰ごしは柔らかで誰かに対して怒ど鳴なったり罵ば倒とうしたりするのを行成は見た事が無い。

　そんな彼女がどうして――と思う。

　生まれ変わった事で、何かが変わったのか。

　それとも……変わったのではなく、ユキナリに見えていなかった何かが顕けん在ざい化かしただけの事なのか。

「俺は――」

　姉と暮らした日々の事を思い出す。

　常識的な観点から見れば、二人は親に見放された子供であり、世間的な価値基準から言えば不幸そのものだったかもしれないが……二人の関係に限って言うならば、蜜みつ月げつと言っても過言ではなかった。

「……ユキ」

　名を呼ばれて顔を上げると、部屋の入り口にダーシャが立っていた。

　彼女はいつもの格好であるが、右手に〈デールリンガー〉を、左手に予備の弾薬箱を携たずさえていた。どちらもユキナリが造って神殿に置いてあったものだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ……大丈夫だ」

　とりあえず笑え顔がおを取とり繕つくろってそう答える。

　ダーシャはユキナリが座っている長椅子の所まで歩いてくると、〈デールリンガー〉を壁に立てかけ、弾薬箱を床ゆかに置いて、ユキナリの隣に腰を下ろした。

「――あ」

　ふと思い出した様子でダーシャが眼を瞬かせる。

「合い言葉……」

「ああ」

　苦く笑しようするユキナリ。

　此処ここに来るまでにユキナリはダーシャ、そしてアンジェラとの間でそれぞれ合い言葉を決めておいたのだ。ハツネは変へん幻げん自じ在ざい、誰にでも化けられる。顔は勿論だが、着ぐるみの様なものを形成して身体を大きく見せる事だって可能だろう。仲間だと思っていた相手が実はいつの間にか敵と入れ替わっていた――という事だってあり得る。

「それを言ってる時点で、まあ大丈夫だとは思うが」

　そもそも目の前のダーシャがハツネの変装ならば、合い言葉の存在自体、知るまい。

　勿論、厳密な話をすれば、シリングス邸から出た直後、広場に来るまでに入れ替わっている、という可能性も無いではなかったが――

「『イルジナの痛みを忘れない』」

　ダーシャが淀よどみなくそう答えた。

「『レッドホットチリペッパー』」

　とユキナリも応じる。

　これでどちらもお互いが本物だと確認出来た事になる。

　しかし――

「…………」

　そこから先は妙に不自然な静寂が凝った。

　ユキナリもダーシャも言葉を発しない。

　長椅子に並んで座っている為に、二人揃ってお互いの顔ではなく同じ方向の壁を無意味に眺めている事になる。武器の準備が終われば、後はもう、ハツネが来るのをひたすら待ち続けるしか二人に出来る事は無かった。

　そして――

「……ユキ」

　不自然な沈ちん黙もくに厭あいたか、ダーシャがふと思い出したかの様な口調で声を掛かけてきた。

「少しお話したい。いい？」

「……それは、まあ、いいが」

　ダーシャの手が自分の手に触ふれてくるのを感じつつユキナリはそう応じる。

（何を今いま更さら、俺は――）

　ダーシャとは一緒に今までに何度もこうして触れ合ってきた。旅をする過程で、互いに手を繋ぐ事も、彼女を抱き上げる事も、そして彼女と同じ毛布にくるまって眠る事だってあった。ユキナリにしてみればダーシャはイルジナの妹であり、自分にとっても妹の様な存在だった。

　だが……

「で……何を話す？」

「ユキの、元居た世界の、こと」

　ダーシャは唐とう突とつにそんな事を言い出した。

　ユキナリとダーシャの間で、今までこの種の話をした事は無い。機会が無かったという事もあるが、あるいは二人共、無意識に避さけていたのかもしれない。今更『前世』の話を蒸むし返しても意味が無い、戻れる訳でもなければ、忘れられる訳でもない、だからただ、考えないようにすべきだ――と。

「ユキは、元の世界ではどんなだった？」

「どんな、か……」

　改めて問われると説明しがたい。

　平へい凡ぼんと言い切ってしまうのは自分でも無理が在ると思うが、殊更に何かを強調して語れる様な、変わった人間でもなかった様に思う。少なくとも世間にはそう認識されていただろう。行成も――そして初音も。

「姉さん、と……ハツネ、と仲は、良かった？」

「…………」

　まるでユキナリの内心を見透かすかの様にダーシャがそう問うてくる。

「俺と姉ちゃんは……」

　一瞬、幾いくつかの言葉が脳のう裏りを過よぎったが、どれも適当ではない様な気がした。

「……俺の家は、母親が変な宗教にはまって……父親は仕事仕事でろくに家に帰ってこなくて……っていうか、多分、今にして思えば、父親も、宗教にはまって言動がおかしくなっていく母親を見るのが辛かったんだと思う」

「…………お母さん、が？」

「ああ。ハリス真教会の連中を見ていてもわかるだろ――宗教ってのは、それ自体は別に悪いもんじゃないんだろうけど、扱あつかい方によっちゃ、人間をどこまでもどこまでも、おかしくできちまう」

「うん……」

　ダーシャが頷うなずく。

　大衆に神の慈愛を説きながら、その裏では異い端たん狩がりで捕らえた錬れん金きん術じゆつ師し達たちを用いて奇き跡せきを演出し、権力者達を帰き依えさせる事で、権力を延々と拡大していくハリス真教会。ダーシャもまた宗教によって家族を奪われた者の一人だ。

「うちの場合は、命を取られるまではいかなかったが、それでも宗教の教えのことしか考えられなくなっちまって、家にもほとんど帰らなくなった。母親は宗教の施設に行ったっきり、父親も、十日に一度も戻もどってこない」

「…………」

「だからまあ、俺おれと姉ちゃんは二人だけの家族みたいにして暮らしてた」

　文字通りに身を寄せ合って。

　冷え込んで形けい骸がい化かした家庭の中で、心まで凍えぬようにと、お互いに温め合いながら。

　そして――

「ユキ、姉さんを愛してい、る？」

「愛してたよ。勿論」

　ユキナリは自然とそう口にしていた。

「家族なんだから当然だろ」

　母親の事も、父親の事も、憎んではいなかった。

　あるいは、それでも、愛していた、と言えたかもしれない。

　家族なのだから。

　しかし――

「違う」

　何か不満げにダーシャは言った。

「……女の人として。お姉さんの事、女の人として、愛して、いた？」

「…………」

　ユキナリは言葉に詰つまった。

　何を馬ば鹿かな――と笑い飛ばすべきだと分かってはいたが、そうは出来なかった。

　行成と初音。親に見捨てられた子供達の、二人だけで完結してしまう世界。

　そこでは二人は姉し弟ていであり、兄妹であり、親子であり、友人であり、師弟であり、そして――恋こい人びとでもあった。二人居れば大たい抵ていの関係は間に合ってしまうものだとユキナリとハツネは知っていた。

　だから……

（だから俺は姉ちゃんと……）

「……姉様の遺言を気にしているのは、私の『姉』だったか、ら？」

　そう尋ねてくるダーシャの表情は……何処か哀しげだった。

「…………」

　ユキナリは答えない。答えられない。

　これもまた意識的に考えないようにしていたのかもしれない。

　そんな彼かれをしばらくダーシャは、眼鏡越ごしの上目遣いで見つめていたが――

「姉様のことは好き。尊敬もしてい、た。でも一つだけ、恨んでる」

　ふとそんな事を彼女は言い出した。

「ダーシャが？　イルジナを？」

　意外な告白である。

　ユキナリが知る限りダーシャはイルジナの事を本当に慕したっていた。似ていない姉妹であったが、だからこそなのか、本当に仲睦むつまじい姉妹だったと思う。

　しかし……

「死んだ人間には、勝てない」

　ぽつりとダーシャはそう言った。

「勝つって……」

　ダーシャがイルジナと何を争あらそって勝つというのか。

「姉様は死んで、ユキの中で絶対になって、る」

「…………」

「……絶対には、勝て、ない」

「それは……」

　想おもい出では美化されるという。

　辛つらい事や嫌な事は、忘れたいと思うのが人間だ。だからこそ今は亡き誰かの事を思い返すなら、人は、その人について好意的な想い出ばかりを脳裏に繰くり返す。

　そうして負の要素は忘却によって削ぎ落とされて、記き憶おくの中の人物はより純化されていく事になる。思い返す人間の『好み』に特化した回想の中の人間は、確かに絶対的な存在にならざるを得ない。

「その姉様すら……」

　ダーシャはユキナリの手を握りながら言った。

「ユキのお姉さんの代わりなら……」

「……え？」

「私には勝負を挑いどむ事すら……出来、ない」

「いや、それは――」

　違う、という言葉をユキナリは言えなかった。

　イルジナの背後に最愛の姉を――天野初音を見ていた訳ではない、そう言い切る事が出来ない。『転生』するまではユキナリにとって初音こそが理想の女性であったし、初音以外の誰かを好きになる事など無かった。

　イルジナに対する自分の想いは異性に対するものではない、あくまで恩人のそれだ、とユキナリは思っていたが、それとて、初音の存在が何処か頭の片かた隅すみに在ったからなのかもしれない。初音を失って、その欠落を埋めようと、初音の様な女性を求めて、縋って……しかし、その女性はやはり初音ではないので初音以上に愛する事は出来なくて。

　そうしてユキナリは異性に対する感情を凍らせたままだったのかもしれない。

「いや……出来、なかった」

「どういう意味だ？」

「もう、戦える。アマノハツネと」

　ダーシャははっきりそう言った。

「お前、それは――」

「……ユキ」

　ダーシャはユキナリの顔に左右から手を伸ばす。

　彼の頬ほおを小さく温かな掌が挟み込んでくる。勿論、所詮は少女の力である。逃げようと思えば逃げられた筈なのだが、ユキナリはしかしそれだけで身動き一つ出来なくなった。

　最初に、眼鏡の縁がユキナリの額にこつんと当たる。

　それから――ダーシャの唇くちびるがユキナリのそれに触れた。

「…………ん」

　ぎこちなく触れ合う唇の奥おくでダーシャが短い声を――喘あえぎとも呻きともつかない声を漏もらす。それ以上はお互いに何をするでもなく、ただ、唇の感触と互いの息のぬくもりを感じながらそうしていた。

「…………」

　突発事故の様な――口吻キス。

　もっとも、時間にすればそれは、わずか数秒の事だったのかもしれない。

　緊張の余りに息を詰めていたのか、ダーシャは唇を話すと、俯き、身を捩り、胸むな元もとを押さえながら大きく息を吸った。その仕草が、今までに無い位に艶めかしく見えたのは、唐突な口吻キスにユキナリが動揺していたからか――それとも。

「……ダーシャ」

「ベルタが居ない時に、こうするのは、抜ぬけ駆がけ、みたいで、気まずい――けど」

　眼を伏せながらダーシャは言い訳するかの様な口調でそんな事を言う。

　そして――

「私は戦うから。ユキの為じゃなくて。私は私の都合で、ユキのお姉さんと戦うから。だから心配しなくて、いい。気にしなくて、いい。私は自分の都合で……恋敵を、殺す、から。お姉さんから、ユキを、奪い取る、為に、自分の、都合で」

「…………」

「だから、ユキは、私の事なんか、気にしなくていいから――」

　ダーシャはそこで言葉に詰まった。

　無言なのに呼吸だけが荒あらく速い。自分でも何を言っているのかよく分からなくて混乱しているのだろう。

「……それじゃ」

　そう言ってダーシャは長椅子から腰を浮かせる。

　言うだけ言ってしまった後で、何かいたたまれない気持ちになったのかもしれない。

　だが――

「…………」

　ユキナリはこの場から去ろうとする――いや逃げようとするダーシャの手を掴んで、引き戻す。かなり強ごう引いんに。ダーシャは足をもつれさせて、ユキナリの胸に倒たおれ込んできた。

「――ユキ？」

「…………」

　不思議そうに自分を見上げてくるダーシャの顔に手を伸ばし、眼鏡を取り上げる。

「あっ……」

　慌あわてて眼を瞬まばたかせる彼女の顔を両手で挟み込んで、逃にげられないようにしてから――今度はユキナリが彼女の唇に自分のそれを押おしつけた。
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　神殿の場所は既すでにフリートラントに来た初日に把は握あくしていた。

　だが実際に訪れるのは初めての事である。ユキナリの為に建てられたものだそうで、かつては地神の餌場――つまり生いけ贄にえに捧ささげられた乙おと女めが貪むさぼり喰くわれる為の場所であったらしい。

　そしてハツネは注意深くその場を訪れるのを避けていた。

　ユキナリにうっかり出会してしまわない様に――だ。

　勿論、ユキナリに会いたくない訳ではない。

　むしろ逆だ。会いたくて会いたくてたまらなかった。愛いとしい弟を会って抱き締めたかった。だがユキナリは今……地神として祀り上げられ、その周りには無粋な連中が意味も無く侍はべっているらしい。ユキナリの心を惑わす猥わい雑ざつ物ぶつを可能な限りに除けてから、万全を期してハツネは再会する積もりだった。

　殺人現場に漢字でユキナリの名を残したのも、彼が自発的に、その邪魔な連中を遠ざけてくれるかと期待したからだ。だが彼は遠ざけるどころかフリートラントに常じよう駐ちゆうする様になり、必死にその住人達を守る構えを見せた。

　だから……ハツネはお仕置きをする事にした。

　弟を叱るのは本当に久しぶりだ。

　可愛い可愛いユキナリ。

　ずっと二人で――二人だけで生きてきたというのに、ハツネは愛情の全てを彼に注いできたというのに、ちょっと目を離はなした隙にユキナリは姉の事など忘れ果てたかの如く、仲良しこよしでこの異世界の住人達と暮らしていた。

　それがハツネには不ふ愉ゆ快かいだった。

　だから比ひ較かく的てき……ユキナリに近しい立場にいる者を選んで殺す事にした。

　きっと優しいユキナリの事だから、とても苦しむだろう。実際、昨日も小しよう銃じゆうを抱えていた少女を一人殺して見せたら、ユキナリはもの凄く動揺していた様だった。最愛の姉と再会したというのに、彼は、ハツネを抱き締める事無く、ゴミの様に投げ捨てた少女の死体を拾いに行ってしまった。

　かくなる上はもっと殺していこう。

　ハツネはそう考えていた。

　殺して殺して念入りに殺して……

　その様子を想像して自然と笑えみが浮かんでくる。

　ユキナリはきっと自分を責めるだろう。助けられなかったと嘆くだろう。とても深く傷ついて苦しむ筈だ。そしたらまた――その苦しみから逃れる為に、姉わたしにすがりついてくるに違ちがいない。

　そうしてようやくハツネは彼をまた抱だいてあげる事が出来る。

　可愛い可愛い弟を――

「…………」

　いざ辿り着いて見ると神殿は――その呼称に反して地味な建物だった。

　大きいが、ただの倉庫と大して違わない。虚こ仮け威おどしの装そう飾しよくも無ければ、複雑な構造をしている訳でもない。中はそれなりに仕切られているのかもしれないが。

　だがハツネはまるで何処かの遊園地にでもやってきたかの様に、気持ちが高こう揚ようしてくるのを感じていた。

「ユキくん――ユぅキぃくん！」

　神殿に伸びる参道の真ん中に立ってハツネは歌う様な声を上げた。

　まるで楽しい楽しい遊びに仲間を呼び出す子供の様に。

「ユキくんのお願い通り、お姉ちゃん来てあげたよ？」

　ハツネは両手を広げて更にそう言った。

「小さい頃からお姉ちゃん、ユキくんのお願いだったらなんでも聞いてあげたでしょ？　ね？　だからユキくん、顔を見せて。お姉ちゃんにユキくんの顔を見せて？」

　聞こえている筈だ。

　そう考えてハツネは、しばらくそのまま待った。

　やがて――

「…………姉ちゃん」

　神殿の中からユキナリが姿を現した。

　武装に身を固めた状態で――だ。

　フリートラントの街で噂うわさに聞いた〈デュランダル〉という銃剣バヨネツト付き騎兵銃カービン。どうやらユキナリは〈御遣い〉の能力を用いてこれを量産しているらしく、期せずして自警団の一人を襲おそって殺した際に一挺、見る機会が在ったのだが……この〈デュランダル〉、ユキナリの趣しゆ味みが丸出しの代しろ物もので、武器としての忌ま忌ましさを感じるよりも前にハツネは微笑ましく思った。

　そう。そういえばユキナリは〈デュランダル〉と同じ形式のモデルガンを持っていた。

　元々は西部劇に出てくる銃じゆうだった筈だ。映画館に一いつ緒しよに見に行ったのでハツネも覚えている。ハツネには少し退屈な映画だったが、ユキナリは――当時まだ小学生だったが、凄すごく興奮していた。

　あんな玩具を背負ってどうする積もりなのだろうか。

　あれでハツネを殺す積もりなのか。

　思わず慈しむ様な笑みを浮かべたハツネだったが――

「…………」

　ふとユキナリの背後から現れた一人の少女を見てその表情が僅わずかに強張った。

　銀ぎん髪ぱつの小こ柄がらな少女だ。髪かみの色がハツネと同じ――のみならず、顔立ちも、少し自分と似ている様な気がする。あれがダーシャという少女なのだろう。ユキナリと一緒にこの街に流れ着いたのだとか。

「ああ……そっか」

　ハツネは独り納なつ得とくして頷いた。

　あれはハツネの代わりなのだ。

　最愛の姉と離ればなれになってしまった無ぶ聊りようを慰なぐさめるべく、ユキナリは何処どこかハツネと面影の似通った少女を傍に侍らせているのだ。ただそれだけの存在だ。

　なのに……あの少女は何を勘かん違ちがいしているのか、こちらに挑む様な視線を眼鏡の奥の双そう眸ぼうから投げ掛けている。手には銃を提げていて、戦う構えの様だ。生意気にも。ただの代替でしかない癖くせに。

「あれは念入りに殺しておかないと」

　偽物で満足する様な、志の低い弟に育てた覚えは無い。

　ハツネがこうしてユキナリと再会した以上、彼に姉の代わりなどもう必要無い。無い筈はずなのだ。あの少女を殺してしまえばユキナリもきっと眼が覚める。

「……姉ちゃん」

　低い声で呼び掛けながらユキナリが歩いてくる。

　彼は距きよ離りにして四メートル程までハツネに近づいたところで、足を止めた。

　互いに手を伸ばしても届かない。

　しかし相手の顔を細かい表情の変化まではっきりと眼で確認出来る距離だ。

　もどかしい、とハツネは思った。

　まるで今の自分達たちの関係の様だ――とも。

「久しぶり――っていうのも変か……」

　ユキナリが躊ちゆう躇ちよに揺ゆれる声でそう切り出した。

「ううん。久しぶりだね。ユキくん」

　ハツネは艶えん然ぜんと微笑んで言った。

「会いたかった。ずっとずっと会いたかったよ」

「俺も――…………」

　半ば反射的にそう言ってから、しかしユキナリは首を振ふった。

「でも、こんな事になるなら会わない方がマシだった」

「何を言っているの、ユキくん？」

　ハツネは首を傾かしげてそう問うた。

「もうお姉ちゃんに会いたくなくなった？　でも此処に私を呼び出したのはユキくんでしょう？　本当……我わが儘ままなんだから」

「…………」

　ユキナリは何か言おうとして口を開き――しかし何ら声を発する事も無く、むしろ気落ちしたかの様に項うな垂だれた。何だか辛そうに見える。何がそんなに哀しいのか。

「…………」

　ユキナリはしばらく言うべき言葉を必死に探していた様だったが。

「……皆みなを殺すって言ったよな」

「そうね」

「俺が……姉ちゃんに断りも無く友達を作ったから？」

「そうね」

　ハツネは笑顔で頷く。

　だがそれがユキナリにはむしろ気に入らない様だった。

「止めてくれ。姉ちゃん。もう一度言うぞ。止めてくれ。頼たのむ。そもそも俺の周りに誰だれが何人居たって関係ねえだろ。俺は、この世で姉ちゃんが一番大切だ――」

　そしてユキナリは眼を伏ふせてこう続けた。

「大切に思ってた」

「過去形なの？」

「…………」

　ユキナリは答えない。

　だがハツネは勝手に都合良く解釈する事にした。

「嬉うれしいな。私も、世界中の誰よりもユキくんのことが大切よ」

「だったら――」

「だからもう一回、一緒に、二人だけで、死のうね」

　ハツネは優しく朗ほがらかな笑顔でそう言った。

「……………………え？」

　ユキナリはひどく間の抜けた表情を晒さらしていた。

　余よ程ほどに驚おどろいたらしい。

「ね……姉ちゃん……？」

　呆ぼう然ぜんとユキナリは言った。

「……もう一回……？」

　どうやら気付いていなかったらしい。

　ハツネはとてもがっかりした。

　一度死んでから、ユキナリは察しの悪い子になってしまったのだろうか。悲しい事だった。昔は人の気持ちが分かる、優しい男の子だったというのに。少し会わない間に変わってしまったのか。

　やはりこの世界の連中はユキナリに悪い影えい響きようを与あたえていた様だ。

「まさか……あの火事は……」

「本当に気付いていなかったの？　ユキくん？」

　ハツネはそう言ってユキナリの顔を改めて覗のぞき込こむ。

　彼は――今にも泣き出しそうな表情をしていた。

「あの火事は私が火をつけたんだよ」

「何故なぜ!?」

　ユキナリの声はまるで悲鳴の様だった。

「なんでそんな――」

「私達は姉弟だから。私達が幸せになれる場所なんてあの世界には無かったでしょう？」

　どれだけ心から愛していても、それを周囲が認めない。異常だと言って蔑さげすまれる。

　まして――

「隠かくしてたけれど。お姉ちゃん……ユキくんの子供が出来ちゃったの」

「なっ…………！」

「その時思ったの。私も、ユキくんも、この子も、多分、もうこの世界に居場所なんて無いんだなって。だからせめて皆で一緒に死のうって。死んだらきっと永遠になれるって。絶対に離れないで済むって。そう思ったの。本当よ？」

　青白い顔で凍こおり付つくユキナリにハツネは笑って見せた。

「そうなの。こんなに簡単な事だったのよ。なのにどうして気付かなかったのかな」

　本当にかつての自分は愚かだったと思う。

　こんなに単純明快な事であるのに……

「ユキくん、一緒に死のう。一緒に時間が止まれば、その瞬しゆん間かんから二人は永遠に結ばれるんだよ。気持ちが変わっちゃう事も無いよ。誰かに邪じや魔まされる事だって無いよ。無敵なんだよ。私達は無敵の恋人同士になれる」

「…………」

「でもその為ためにはユキくんの傍そばに寄ってくる人達は除けないと。私達の永遠を、不純物で汚よごしちゃ駄だ目めだよ。誰かが居たら、ユキくんをとってしまうかもしれない。だから誰も居ない場所で二人だけで死のう」

　言ってハツネは右手を掲かかげる。

　掌てのひらの奥から滲にじみ出でるかの様に細剣レイピアがその切っ先を、剣身を、そして鍔つばを見せ――その後に続く柄つかをハツネの白く細い指が掴つかんだ。

「二人の時間は螺ら旋せんを描えがいて、永遠になるのよ？　比ひ翼よくであり、連理であるの」

　決して離れることのないつがいの鳥――比翼。

　元は別々に生えながら互たがいに絡まって一つになる樹――連理。

　二つで一つ。永遠に離れる事の無い男女の愛を示す言葉。

　これらを知った時、ハツネは目の前の霧きりが一気に晴れた様な気がした。自分とユキナリの為にある様な言葉だと本当に感動したのだ。

「姉ちゃん――」

　ユキナリは喘ぐ様に言った。

「俺おれ達たちはとっくに一度死んでるんだ。もうこっちの世界じゃ血の繋つながった姉弟じゃないんだ。死んで結ばれるなんて事――」

　必要無いとユキナリは言いたいらしい。

　だがハツネに言わせればそれはひどく甘あまい考えだった。

「だって、生きてたら心変わりをするし、誰かが取るかもしれないでしょう？」

　実際に、ユキナリの周りに、余計な連中がはびこっていた様に。

　ユキナリの傍には自分だけが居れば良いし、自分の傍にはユキナリだけが居れば良いというのに。

「だからそれは……」

「一緒に死んだらそんな心配いらないよ……ね？」

　途と方ほうに暮れた様な弟の顔を愛しげに見つめながら――ハツネは優しく微笑んだ。





●






　ユキナリには……ある種の懸け念ねんが在った。

　ハツネを倒さねばならない。それは理解していた。ベルタが刺さされたのをユキナリ自身が確かく認にんした時点で、もう誤解が生じる余地など無かった。ハツネは殺人者だ。放置しておけばこれから先、何人もの犠ぎ牲せい者しやが出るのは間ま違ちがいない。

　だが……それでも。

　ハツネはユキナリにとって最愛の姉だ。しかもこの世界においては恐おそらく唯ゆい一いつの『同類』とも言える。同じ〈御み遣つかい〉の身体と能力を持ちながら、記憶と自じ我がを保っているのだから。家族であり前世を同じくする仲間なのだ。

　だから最後の一線で、ユキナリは自分の覚かく悟ごが足りているのかどうかの不安があった。

　いざ姉の顔を見てしまえば決心が鈍にぶってしまうのではないか――と。

「姉ちゃん――」

　愛していた。家族としても。姉弟としても。そして男女としても。

　決して良くない事と理解はしていたが、それを『過あやまち』などという言葉では表現したくなかった。漠然とした絶望感に苛まれる日々の中で、姉の存在だけが行成にとっては輝かがやかしいものの全てだったし、多分、初音にとってもその通りだろう。

　だが危うい均きん衡こうを保っていた二人の関係はある日突とつ然ぜんに崩くずれる。

　天あま野の初音の――妊にん娠しん。

　女性は妊娠を境にホルモンの分ぶん泌ぴつその他が変化して心情が大きく変化する事も在るという。女は夢見がちだが母は地に足を着けて現実を見み据すえるものだともいう。男であるユキナリにはその辺りの心境の変化は勿もち論ろん、実感する事は出来ないが、倫りん理りを冒ぼう涜とくする様な行こう為いの結果、行成と初音の蜜月は終わりを告げる事になった――という事なのか。

　実の姉を、実の弟を、本気で愛した罪。

　どうしようもないそれを初音は――心中という形で清算しようとした。

　恐らくはそういう事なのだろう。

「ちくしょう……ちくしょうッ!!」

　その罵声は姉に向けたものか、自分に向けたものか。

　確かに畜生の所行だ。

　だが――

「――姉ちゃんッ!!」

　もう戻れない。もう還れない。

　哀しい程にそれが実感出来た。

「――ッ！」

　ユキナリは背中の〈デュランダル〉を抜き放つと同時に、ハツネとの間合いを自分が得意とする距離にまで詰める。

　だが詰めすぎてはまずい。

　ハツネの獲え物ものは剣だ。〈デュランダル〉の銃じゆう剣けんが届く間合いはハツネの間合いでもある事になる。そして〈デュランダル〉は銃――厳密には騎兵銃だ。銃身は短く長ちよう距きよ離り射しや撃げきの精度は無い。あくまで取り回しの楽さを優先して切り詰められている為、じっくり狙ねらって撃つ事には向いていない。

　武器としての〈デュランダル〉の強みは、その気になればいつでも銃に――斬ざん撃げきを銃撃に切り替えられる、戦法の多た彩さいさだ。だからこそあまり間合いを詰めると銃を撃つ為の余よ裕ゆうを確保出来ない。互いに切っ先が届くぎりぎりの間合いで斬り合うのが最もユキナリには有利な筈だった。

　対してハツネは――

「なあに？　ユキくん」

　まるで抱擁しようとするかの様に左右の腕うでを広げる。

　右手の細剣レイピアに加えて左手にも青白い光と共に細剣レイピアが生まれる。

　細剣レイピア二刀流――といった所か。

　だが……

（何の積もりなんだ……？）

　あくまで『前世』での知識だが、確か細剣レイピアは文字通りに剣身が細く軽い為に片手で扱う事が可能で――斬撃よりも刺し突とつに偏かたよった武器だ。攻こう撃げきは線よりも点であり、それ故に攻撃の際に生じる隙すきは大きい。

　これを補う為に、フェンシングではとにかく身体を剣の後ろに置く様な構えで間合いを大きくとるし、そこから飛び込む様にして突つくという攻撃を基本とする為、剣はあくまでも片手に持つのみで、身体を大きく伸のばすのが基本だ。

　あるいは利き手と反対側にも武器を持つ場合は、パリーイングダガー、あるいはマン・ゴーシュと呼ばれる小ぶりな――しかし頑がん丈じような短たん剣けん類を持ち、相手の剣を受け止めるという戦法を採る。短くても幅はば広ひろで壊れにくく、また相手の剣を引っかけて止めるような、特とく殊しゆな刃はの形をしているものが多かったらしい。中には牙きばを並べたかの様な異形の武器も在った様だ。

　いずれにせよ細剣レイピアを両手に持つというのはおよそ現実的ではない。

　ない――筈なのだが。

（姉ちゃんは戦せん闘とうの素人しろうとだから？　けど……）

　ハツネは――初音は頭が良かった。

　細剣レイピアを両手に持つ無意味さにはすぐに気がつきそうなものだが。

（それに間合い……）

　加えて間合い。

　ユキナリが自分の得意な位置関係を確保する事を意識しているのに対し、ハツネはただ細剣レイピアを生成したのみ……ユキナリの動きを目で追ってはいるが、間合いの駆かけ引ひきを行おうという素そ振ぶりは見せなかった。

　やはり〈御遣い〉の能力を備えていても戦闘には素人という事か。

　ユキナリは良くも悪くもこの世界で本物の戦闘を――殺し合いを何度となく経験してきた。剣道においても一人斃たおせば一段とされる。その理り屈くつで言えば今のユキナリは高段位者――玄人くろうとの中の玄人だ。

　ならば――

「さっさと終わらせてやる……！」

　この馬鹿げた姉弟の戦いを。

　あるいは姉が素人であるならば、自分には殺さずに彼かの女じよを制圧する事も出来るかもしれない――そんな風にすらユキナリは思った。

　ユキナリは一歩を踏ふみ込んで〈デュランダル〉で斬きり込む。踏み込む勢いと剣の重さを充じゆう分ぶんに乗せた一いち撃げきだった。

　だが――

「くっ!?」

　その斬撃を――ハツネは左に持った細剣レイピアで易々と弾はじき返していた。

　驚きと共にユキナリの体勢が崩れる。

　ユキナリの斬撃をハツネが跳ね返した、その膂りよ力りよくも驚きだが、細い剣身が、〈デュランダル〉の一打を受けて折れる事も曲がる事も無かったのにも驚かされた。

　あれは……あの細剣レイピアの素材は単なる鍛たん鉄てつではないのか。

「ユキくん」

　即座にハツネが距離を詰め、右に握にぎった細剣レイピアで突きを放つ。

　心臓を狙って放たれた切っ先を、身をよじってユキナリは避けた。上着の胸を細剣レイピアの切っ先が擦って抜ける感触に戦せん慄りつしつつ、ユキナリは後ずさった。

「…………」

　ユキナリは、驚きよう愕がくと興奮で速まる呼吸と鼓こ動どうを落ち着かせようと、深呼吸する。

　素人などとんでもない。いや。素人である事はその通り――ハツネの攻撃は単調なものだ。だがあまりにも速い。そういえばハツネは顔を変えたりしていたが、〈御遣い〉の物質変換能力を用いて自分の肉体を『改造』する事に、ユキナリよりも長けているのかもしれない。筋力強化。神経強化。感覚強化。素人としての無駄が多い動きであったとしても、強化の末に得られる基き礎そ能力が桁けた違ちがいに高ければ、それは玄人の技術に匹ひつ敵てきする脅きよう威いとなり得る。如何いかに優ゆう秀しゆうな空手家でも、素す手でで熊くまや虎とらと戦って勝つのは難しかろう。

　しかも――

（こんなに戦やりづらいのか……！）

　ハツネは小こ柄がらだ。

　今までユキナリが戦ってきた相手は概おおむね、彼と同じか彼よりも大柄な――むしろ巨きよ大だいとさえ言える存在だった。地神。亜あ神しん。異い獣じゆう。宣教騎き士し。そして守護聖人像。ただ斬り付けるだけにしても、ごく自然に相手の身体を狙えたものだ。

　だが――今のハツネは小柄な、ユキナリよりも頭一つ以上背せ丈たけの低い、少女の身体をしている。自分よりも明らかに小さな相手というのは意外に戦いづらいのだ。まさか腰こしを屈かがめて剣を振る訳にもいくまい。

「ユキくん」

　ユキナリがハツネとの力を推し量っている間に――ハツネは再び距離を詰つめて斬撃を繰り出してきた。

　動きは速い。しかりやはり単調だ。

「あらかじめ、わかってれば避さけられるんだよ！」

　続けて三撃、繰り出される凶きよう器きを避けながらユキナリは叫さけんだ。

「そうなの？」

　首を傾げるハツネ。

　それだけ彼女には未まだ余裕が在る。ユキナリの先の言葉は自分を鼓こ舞ぶする意味も含ふくめた一種の強がりだが、ハツネはごく普ふ通つうに――まるでお茶を飲みながら世間話をするかの様な喋り方が出来る位の、余裕が在るという事である。

　気は抜けない。抜いた瞬間に恐らく急所を文字通りに突かれる。

　だから――

「――ッ！」

　四撃目。ハツネの刺突が来る。

　ユキナリは敢あえて左手を前に掲げて、これで細剣レイピアの突きを受けた。

　掌を鋼はがねに貫かん通つうされる衝しよう撃げきと苦痛。だがそれを堪こらえながらユキナリは左手を脇わきに振った。

　細剣レイピアをユキナリの左手に銜くわえ込こまれたまま、ハツネの姿勢が崩れる。

　そこを狙って――ユキナリは〈デュランダル〉で斬りつけた。

　手応えあり。

　恐らく左ひだり腕うでの肩かたの辺りだろう。骨を断つ程ほどに深いものではなかろうが、肉にまで斬り込んだ感触はあった。これでハツネの左腕は使えない――

「痛いよ。ユキくん」

　とハツネは言って――あっさり右手の細剣レイピアを投げ捨てると、左肩の傷に掌を添える。

　青白い光と共に、その傷口が、服の破れ目ごと消えたのは次の瞬間だった。

「なるほど……」

　こうして、人格を保った〈御遣い〉と戦うのは初めてだが……姉が、そして自分が、如何に人間離れした怪かい物ぶつなのかという事を思い知らされた気持ちだった。

　一撃で即死でもさせない限り、何度でも平然と起き上がってくる。

　手を切り落とそうと、足を切り落とそうと、その気になれば丸ごと再生も可能だ。

　つまり殺しても殺しても終わらない、殺されても殺されても終われない、延々と二匹の怪物が殺し合う無間地獄である。

　しかも……

「ユキくん」

　ハツネは再び新しい細剣レイピアを生成し、続けざまに攻撃を仕し掛かけてくる。基本は刺突なのだが、時折――気き紛まぐれに斬撃も混ぜてくるので、気が抜けない。まるで機関銃の弾幕を張られているかの様だった。

　致命的な深い傷を負わされる事は無かったが、細かな傷は幾いくつも、立て続けにユキナリの全身に刻まれていった。

　そして――

「……!?」

　不意にがくんと膝ひざが折れた。

　何とか倒れる事無く堪える事は出来たが――

「な、なんだ!?」

　この脱だつ力りよく感は何なのか。

　強引に発砲してハツネの動きを牽制――ユキナリは後方に飛び下がって己おのれの身体を改めて見つめる。明らかに何かの異常が生じていた。だが一体それは何なのか。

「…………！」

　傷が治っていない。

　出血は止まっているのだが……修復した筈の傷が消えていない。目の前のハツネに集中し、半ば無意識の内に自己修復をしていたので、気がつかなかった。

　これは一体どういう事か？

「あ。気づいた？」

　ハツネは手を止めてむしろ朗らかに言ってきた。

「気付いた……？　姉ちゃん、何を――」

　何かをハツネに仕掛けられていたのか。

「何をやった……？」

「もう、そうやってすぐ、説明してもらおうとする」

　まるで出来の悪い弟の宿題を手伝っているかの様な――そんな口調だった。

「少しは自分で考えないと」

「〈御遣い〉の能力をどうやってか……妨ぼう害がいしてるのか？」

「……そうね」

　あっさりとハツネは頷うなずいた。

「ほら、フリートラントの街にいた、角のある人達。あの人達も同じ方法で動かなくしてあげたの。なんだか変な力に操あやつられていた人達よ」

「角って――」

　それはウルリーケやイグドゥーラの眷けん属ぞく達たちの事か。

　動かなくした。確かにウルリーケ達は昏こん睡すいしているかの様な状態に陥おちいっていたが、あれもハツネの仕し掛かけという事なのか。だが一体どうやって……？

「その……剣なのか？」

「うん。正解だよ」

　嬉しそうにハツネは笑って言った。

　おかしいとは思ったのだ。ユキナリが銃を持っているのはハツネも知っていただろうし、戦う積もりならば自分も同じく銃を生成して持つのが確実である筈だ。

　勿論、モデルガンを所有してしょっちゅう、分解組み立てをしていたユキナリと違い、ハツネは銃の構造的な知識を持っていないだろう。だからいきなり〈デュランダル〉や〈レッチリ〉を作り出すのは難しい。だが単発銃ならば銃身と、撃発装置があれば事足りるし、〈御遣い〉の能力で次々と使い捨ての単発銃を生成していけば、連射は無理でも、連発銃と似た様な使い方は出来ただろう。

　なのにハツネはそれをしなかった。

　ユキナリが銃を持っているのを知っていて、敢えて剣で挑んできた。

　それはつまり――その剣が特別であるからだ。

「〈血の荊いばら〉って言うんだって」

　とハツネはその剣の銘を口にする。

　言われて見れば――確かに白い十字架のような剣の鍔の近くに、血のように赤い荊がまとわりついている。単なる装飾かとも思っていたのだが、それは間違いなのだろう。あれは虚仮威しではなく、何らかの形で機能する装置なのだ。

　それが――〈御遣い〉の能力を妨害し、ウルリーケ達とイグドゥーラの接続を断った。

　両者に共通しているのは霊れい力りよくだ。恐らくあの剣には何か、斬った対象の霊力場を乱す様な効能があるのだろう。あるいは霊力を吸収してしまう機能なのか。

（血の荊……血……聖油……か！）

　霊力をよく吸収し蓄積する液体――錬れん金きん術じゆつで作り出された、紅い液状の霊力貯蔵物質。

〈御遣い〉の血でもあるこれを高速循じゆん環かんさせれば、不安定な霊力は吸収されてしまい、霊力によって作り出される『場』や『波』は変調をきたさずにはおれまい。

　つまり……

　この剣で斬きられれば、ユキナリは上手うまく自己修復が出来ないのだ。実際には治りが遅い程度の事だろうが、対してハツネは〈御遣い〉の能力で瞬時に自己修復が可能である事を考えると、これは決定的な力の差だと言えた。

　恐らくあれは、ハリス真教会が錬金術師に命じて作らせた、対地神用の試作武器なのだろう。使い手の膂力や速度の問題は残るが、あれさえあれば、個人が異獣や亜神と、あるいは地神とも渡り合えるかもしれない。

「ユキくん――」

　地を蹴けってハツネが飛び込んでくる。

　真っ直ぐに、自身が一本の矢と化したかの様な一撃。咄嗟にユキナリは身を捻ひねったが、しかし細剣レイピアの切っ先は彼かれの――回かい避ひしきれず残った足に突き刺さった。

「ぐっ……!?」

「ユキくん。ぼうっとしてちゃ駄目でしょ？」

　とハツネが優しく笑いながら言ってくる。

　ユキナリはよろめく様にして後ずさり、細剣レイピアから逃れるものの――意識を集中しても傷口が治る様子は無い。能力の発動がひどく鈍い。流血を止めるのが精々だ。

　まずい。これはまずい。

「くそ……！」

　片足で跳び退く様にして距離を取る。

　先さき程ほどからユキナリはひたすら防戦一方――押されっぱなしだ。あるいはハツネが早々に勝負を決める積もりであったなら、ユキナリはもう殺されていたかもしれない。

　未だハツネはユキとの久しぶりの邂かい逅こうを楽しむ積もりでいる様だった。

「ユキくん。好きよ」

　ハツネは慈しむ様な笑みを浮かべながら距離を詰めてくる。

　そして銃じゆう弾だんの雨を降らすかの様に左右の細剣レイピアから無数の突きが繰り出されてくる。

「愛してる。ね。一緒に死のう？」

「く、このっ！」

　刺突を強ごう引いんに薙なぎ払はらう様にして〈デュランダル〉を発砲。

　ろくに狙いを定める事も出来なかったが、距離が近かった事もあり、44マグナム弾はハツネの胸に命中した。

　白い尼僧服の胸に紅い大輪の花を咲かせて仰のけ反ぞるハツネ。

　だが――次の瞬間、まるで彼女は発条仕掛けの人形の様に、仰け反るのと同じ位に速く姿勢を戻していた。尼僧服の胸むな元もとは破れ、血に――いや聖油に濡れているが、はだけた胸に傷はもう無い。殆ほとんど一いつ瞬しゆんで消してしまったのだ。

「くっ……」

　そこから再び始まる刺突の雨。

　動きを止めることができない。

　辛かろうじて体幹の重要部――心臓や首、頭、といった部分への攻撃は防ぐ事が出来るが、手足には次々と浅いながらも傷が刻まれ、動きが鈍り、次し第だいに繰り出される攻撃に対処しきれなくなってくる。

　銃撃はあまり効果が無い。

　命中させただけで相手をばらばらに出来る様な対物ライフルの類ならばともかく、マグナムとはいっても所詮は拳けん銃じゆう弾だん――命中させた所でハツネを吹っ飛ばせるだけのエネルギーは無いし、傷も即座に修復されてしまう。足止めとしてすらあまり役には立たない事がすぐに分かった。

　本来、斬撃と銃撃とで行動の幅が広いユキナリの方が、戦術的に選べる選せん択たく肢しが多く、有利になる筈だったのだが――目論見は大きく外れてしまった。

「ユキくん。ユキくん」

　譫うわ言ごとの様に、呪文の様に、ハツネはユキナリの名を唱えながら更さらに攻撃を繰くり返かえす。

　もう先程からユキナリは文字通りに防戦一方になっていた。斬撃も銃撃も繰り出す余裕が全く無くなっているのだ。

　最初は素人考えだと思えた二刀流の細剣レイピアも、今からすれば驚くほど理に適っている。

　ハツネは、そもそも相手の攻撃を防ぐ必要がない。

　だから防御のためのマン・ゴーシュを選せん択たくする事無く、身体を伸ばして相手の間合いの外から一気に突き込む事も無い。闇やみ雲くもに〈血の荊〉を振り回しているだけでも、相手に少しずつ傷を増やしてさえいけば、それで最終的には勝てるのだ。

　だからこそとにかく手数を増やす。

　その為の細剣レイピア二刀流なのだ。

「う……く……」

　次々と繰り出される細剣レイピアの切っ先が徐々に、徐々に、ユキナリを削っていく。

　何度かユキナリは強引に銃撃を試みたが、命中しないか、しても、即座に傷を修復されてしまう。すぐに〈デュランダル〉の弾は尽き、弾だん倉そうに44マグナム弾を再さい装そう填てんしている余裕は勿論、無い。

　遂にユキナリは足をもつれさせ、その場に倒たおれてしまった。

「もう降参？」

　不思議そうに首を傾げながらハツネが尋たずねてくる。

「じゃあユキくん。手足を切りおとすね」

　姉としての優しい笑え顔がおでそんな事をハツネは言ってきた。

「でないとユキくん暴れちゃうでしょ。今度こそ一いつ緒しよに一つになったまま死なないといけないから、最後はこの〈血の荊〉で一緒に頭を貫つらぬいて死のうね」

　確かに理屈の上ではそれが確実だろう。

　元より〈御遣い〉の自己修復を阻害する魔剣〈血の荊〉――そして能力を制せい御ぎよする為の脳を破は壊かいされればいかに〈御遣い〉といえど死に至るしかあるまい。

「ユキくん。愛してる」

　そう告げながらハツネは細剣レイピアを振り上げる。

　まずい。殺される。

　そう感じた瞬間――




　――銃じゆう声せい。




「……え」

　ぽつんと間の抜ぬけた声を漏もらすハツネ。

　次の瞬間、ユキナリの視界を降り注ぐ血が――いや聖油が覆う。紅く汚れた視界の中でハツネが倒れるのと、ユキナリが身を起こすのはほぼ同時だった。

「姉ちゃん――」

　眼を瞬まばたかせるユキナリ。

　ふと振り返ると――そこには〈レッチリ〉を構えたダーシャの姿が在った。





●






　ダーシャが駆け寄ってくる。

　手にしているのは〈レッチリ〉だ。〈デールリンガー〉も準備はしていたが、撃ったのは恐らくこの狙そ撃げき拳けん銃じゆうの方だろう。〈デールリンガー〉は威力が大きく遠えん距きよ離り狙そ撃げきの精度こそ高いが、近い距離で動き回る対象を狙うのには向いていない。

　ユキナリとハツネが格闘戦を繰り広げていた為に、ダーシャとしても今まで撃つ機会を見いだせなかったのだろう。ユキナリが倒れたからこそ――ハツネも動きを止めた。ユキナリとしては意図した事ではないが、結果としてダーシャに狙撃の機会を作った事になる。

「ユキ……大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　ユキナリの傍に着くと彼女は手を差し伸べて彼が立つのを支えてくれた。

「大丈夫……だろう、多分」

〈血の荊〉でつけられた傷は治りが遅いが、それでも普通の人間に比べれば遥はるかに速い速度で自己修復は進んでいる筈はずだ。改めて〈御遣い〉としての能力を使えるかどうかは試ためしてみないと分からないが。

「助かったよ。俺おれが自分の手で決着をつけたかったが……」

「……ごめん、なさい」

　とダーシャは眼めを伏せる。

「いや。本当に助かった。感謝してるよ」

　ダーシャの狙撃が無ければ本当にユキナリは殺されていただろう。

「……姉ちゃん」

　ユキナリは倒れたハツネの遺い骸がいに眼を向ける。

　ダーシャに撃たせてしまった。ダーシャに殺させてしまった。

　その事に対する慚愧の念が強い。

　ダーシャは自分の為にハツネを殺すと宣言していたが、あれは自分自身の退路を断つ意味も在ったろう。言葉に出す事で、ユキナリに伝える事で、ダーシャは覚悟を決めたのだ。逆に言えば彼女は、恐らく、殺したい程にハツネを憎んでなどいなかっただろう。

　表情こそ乏とぼしいが優しい――そして不器用な少女なのだ。

　それはユキナリがよく知っている。

　そして……

　ユキナリもまたハツネを斃たおすと宣言しておきながらも、やはり最後の一線で躊ちゆう躇ちよが在ったのは否めない。明らかにその論理は破は綻たんしていたが、ハツネはハツネでユキナリを本当に愛していたのだ――一緒に死のうと言う位に。

　だが、だからこそ、斃すのならばユキナリの手でしてやるべきだった。

　ハツネが壊れた事には……ユキナリにも原因がある。どちらから求めたのかすら定かでは無い位に、ユキナリもハツネもお互いを愛してはいたが、少なくとも姉し弟てい以上の関係になる事を受け入れてしまった以上、ユキナリにも責任は――少なくともその半分はある。

　だからこそユキナリが殺す事がけじめであった筈なのだ。

　それを――ダーシャにさせてしまった。

　情けない、そんな気持ちが在る。

「終わった、の？」

　ダーシャが俯せに倒れたままのハツネを見遣って問う。

「ああ、脳を撃うち抜かれりゃ、さすがに……」

　剣と違って銃弾の殺傷力は単に『異物を体組織に挿入する』だけではない。特に〈レッチリ〉に装填されている軟弾頭ソフトポイントは着弾し、対象の内部に入ってから、潰れる事によって運動エネルギーを周囲に放出する。弾頭自体は小指の先程の大きさだが、頭ず蓋がい内部に侵入したそれは、結果的に、握り拳こぶし大の穴を穿うがつ筈だ。

　さすがにここまでされれば脳は一瞬で破壊されるだろう。

　能力を使う様な余裕も無い筈――だ。

「……そういえばアンジェラを繋いだままか」

　ふとそんな事を思い出すユキナリ。

　今は他の事でも考えていないと、ひたすら、気持ちが沈んでいきそうだった。

　ダーシャの肩を抱だいて――いやダーシャに肩を貸して貰もらって神殿の方に戻もどりながら、ユキナリは続けた。

「あいつを改修してもう一度、フリートラントに……」

　そこまで言った――時。

「…………」

　視界の端はしで何かが動いた様な気がした。

　肩かた越ごしに振ふり返って見るが、特に何も無い。

　いや。無い。無かった。

　ハツネの死体が。

「ね、姉ちゃん……？」

「――驚おどろいた？」

　そう尋ねるハツネは、近くに生える大樹の枝に腰こし掛かけていた。

　夢でも幻まぼろしでもない。彼女の尼僧服は血に――いや聖油に汚れている。確かにダーシャに撃たれたのだ。それも恐らくは頭部を。でなければ彼女が倒れる筈が無い。

「…………」

　ユキナリは息を呑のむ。

　ハツネの顔。その額に銃創が刻みつけられている。

　額の部分には確かに傷きず跡あとが在るのだ。そこから聖油が流れ落ちた跡も残っている。

　だが――ハツネは生きている。動いて喋しやべっている。

　これはどういう事か――

「だって、ユキくんが銃を使うのは知っていたし」

　手品の種明かしをする様に、少し笑ってハツネは言った。

「頭の骨をね、チタン製に置き換えておいたの」

「防弾プレート……」

　チタン合金は元々防弾板として優すぐれた物質特性を備えている。軽く、劣化せず、しかも金属として一定の硬度と共に粘性を備えている為ため、銃弾を受け止めると同時にその衝撃を分散する特性がある。

　ハツネがチタン合金の防弾性能を知ち悉しつしているとは思えなかったが、チタンは元々、軽い上に、滅めつ多たな環かん境きようでは劣化しない事から、人体内部の各種補強――骨折部分を補強する為のボルト等に使われる事も多い。人間の骨格の補強部品として使える以上、頭蓋を丸ごとチタン製に置き換えても不都合は生じない――ハツネはそう考えたのだろう。

　やはりユキナリは甘かったのだ。

　相手はありとあらゆる意味でユキナリと同じなのだ。

〈御遣い〉の能力も、『前世』における知識も、ユキナリとハツネは遜そん色しよくない。つまりそれは今までユキナリが持っていた優位性が、ことごとく意味を失うという事である。

　だが…………

「ここをね。狙えば良かったのにね」

　そう言ってハツネが指さすのは自身の目である。確かに眼がん窩かであれば銃弾は眼球を破壊し、その奥おくの脳組織に到とう達たつしていた可能性は高い。

「そうだな……」

　ユキナリはダーシャを脇に押おし退のける様にして身を離はなす。

　自分の両足を開いて立ちながらユキナリはハツネを見据えて言った。

「俺が甘かった。姉ちゃんを甘くみてた」

「ユキくん？　どうしたの？」

「ダーシャにも、甘えてた」

「ユキ……？」

　ダーシャが驚いた様にユキナリを見つめてくる。

　だが彼はひたすらハツネに眼の焦点を合わせたままこう続けた。

「今度は最初から全力で掛かる。姉ちゃん――覚かく悟ごしてくれ」

　前に出ながらユキナリは意識を集中する。

〈血の荊〉の影えい響きようはもう殆ど抜けていたか、心の片かた隅すみに在った懸け念ねんを余よ所そに、『変身』はごく順調に進行した。一歩歩く度に光の領域が広がってユキナリの身体を覆う。爪つま先さきから膝ひざへ。膝から腰へ。腰から胸へ。胸から頭へ。蒼そう鋼こうの装そう甲こうがユキナリを包み込み、最後に背中から迸ほとばしった一線を芯しんとして、水すい晶しようの様な羽根をつけた翼つばさが形成される。

　物質変換の際に放出された余よ剰じよう熱量が、陽炎かげろうの様にユキナリの姿を揺らがせた。

『蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ』

　ハリス真教会の醜しゆう聞ぶんであり、フリートラントの守護神。

　神をも斃す超人だ。

「それが『蒼あおい御み遣つかい』というやつね？」

「そうだ、〈御遣い〉の能力を全開にできる」

　頑強な『鋳い型がた』に自らを押し込む事で、自身の維い持じは後回しにして、全ての霊れい的てき出力を物質変換に使う事が出来る。また同時に格闘戦においても装甲を帯びる事によって防御力が上昇し、〈血の荊〉にも対たい抗こうする事が出来る。

　最初からこの姿で戦うべきだった。

　姉に人外の異形を晒さらす事になるとしても――気にせず全力で戦うべきだった。

（姉ちゃんも同じ事が出来るんだろうけどな）

　だから長々と時間を掛けてはいられない。

　ユキナリは片膝をついて、右手を地面に押し当てる。

　物質変換。かつて一度は作ったものだから、生成は簡単だった。

「――ッ！」

　指先を地面にめり込ませ、目的のものを――土砂を変換して造り上げたそれを足の下から掘り起こす。長く、太い、対装甲火砲。以前、アーロン達が持ち込んできた守護聖人像を破壊した時に使ったものだった。

　ハツネは自己修復が出来る。

　ユキナリの側に〈血の荊〉の様な武器は無い。

　ならば一撃で綺麗さっぱりと吹っ飛ばすしか手は無いだろう。一個人に向けて使う様な武器では勿もち論ろん無いが、霊力が続く限り自己修復が可能な〈御遣い〉相手に、過剰殺傷オーバーキルという言葉は意味があるまい。

「姉ちゃん、覚悟――」

「ユキくん？」

　首を傾かしげながら樹上でハツネが笑った。

　その全身が青白い光を放ち始める。そう。全身が。恐おそらくはユキナリ同様に人間としての姿を捨てて戦闘に特化した形態を採る為だろう。

　だが――

「私ね。この身体はね。ユキくんを倒す為に造られたんだって。だからハリス真教会の人達は、色々な武器を見せてくれたよ。銃は無かったけど、代わりに本当に色々な武器を私に見せて、その構造も原理も教えてくれたの」

　ハツネの腰掛ける樹木もまた青白い光に包まれる。いや。それだけではない。樹木の根を支えていた土砂がまるで竜たつ巻まきに吸い上げられるかの様に浮かび上がり、ハツネの周囲に集まっていく。

　これは単なる物質変換ではない。

　恐らくは――

「姉ちゃん……！」

　轟ごう、と大気が悲鳴を上げる。

　周囲の空気すら材料として貪どん欲よくに巻き込みながら、ハツネが大規模な物質変換を行っているのだ。ユキナリは咄とつ嗟さに手にした火砲を撃とうとしたが、土砂が視界を覆おおい隠かくす上、吹き荒れる風の為に長大な火砲が揺ゆれて照準が定まらない。

　灰色に濁る視界。

　その彼方で異形の影が組み上げられていくのが見えた。

「…………！」

　発生と同様、唐とう突とつに嵐あらしは止んだ。

　そして……

「準備出来たよ。ユキくん」

　そう告げてくるのはもうハツネではなかった。

　金属の表皮を備えた人型。

　その点においてはユキナリの『蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ』と変わらない。だがハツネのそれは全身鎧よろいなどという生やさしい代しろ物ものではなかった。

　そもそも身みの丈たけが違ちがう。

　五メートル。いや六メートルはあるだろうか。

　物質変換の材料に土砂が使われたせいか、周囲には直径十メートルを超こえる半球状の窪地クレーターが生じている。その底に立っているのは、鋼鉄の巨人なのだった。

「守護聖人像……!?」

　正しくはその亜種――いや発展型か。

　細部の意い匠しようは守護聖人像と似通っているが、その最大の違いは、胸部から頭部に掛けてである。守護聖人像の頭部は無く、代わりにそこに幾重にも折れ曲がり塊かたまりを成す何十本もの鋼管の構造体が填はまり込んでおり、その中央には、ハツネの顔が在った。

　まるでハツネが鋼鉄の巨人に呑み込まれているかの様にも見える。

　だが……

（いや、これはむしろ……）

　鋼鉄の機構を用いてはいるものの、地神や亜神に近い。己の身体を拡張させ巨大化させたものだ。ハツネは核かくとしてこの巨人体を制御するという事だろう。

「じゃあ、続きをしようか。ユキくん」

　そう言うと、ハツネの顔が鉄巨人の中に沈んでいき、更に装甲板が閉じた。

「くっ……！」

　ユキナリは躊躇無く火砲を撃った。

　鉄巨人はしかし巨体に見合わぬ滑なめらかな動きで反応し、ユキナリの放った砲撃を回避していた。それどころか、腕うでを伸のばし、その掌てのひらですくい上げる様にしてユキナリの火砲をはね上げる。

　ごぉん、と鋼鉄と鋼鉄の激突する轟ごう音おんが響き、火砲は――その砲身の先せん端たん部が潰されていた。元々一発きりの使い捨てであったが、ハツネはそれを知らないので、火砲を潰しにかかったのだろう。

　更に――

「うおっ――!?」

　ユキナリは火砲を捨てて後方に跳び下がる。

　鉄巨人の腕が彼を掴みにきたからである。人間に数倍する掌は、殆どそれ自体が重機の様なものである。掴まれれば普通の人間ならそれだけで全身を骨折して死ぬ。〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉状態でも耐たえられるかどうか。

　轟、と空気を抉えぐり抜く音を響かせながら鋼鉄の腕が空振りする。

　ユキナリは更に距離をとるべく下がるが、しかし鉄巨人は異様な俊しゆん敏びんさでユキナリに追いすがってきた。

　跳躍して空中にいるユキナリは、伸びてくる鉄巨人の手を回避する事が出来ない。

「……!!」

　咄嗟に火薬を生成し掌の上に固定。

　迫り来る巨大な手に、むしろユキナリは己の右手を向けて、更に左腕でこれを保持。鉄巨人の手が触ふれてきたその瞬しゆん間かん、ユキナリはこれを起爆させた。

　爆音と共に、ユキナリと鉄巨人の手が、弾かれた様に離れる。

　反応性爆リアクテイ発装甲ブアーマーである。火薬の爆発力で鉄巨人の手の勢いを削ぐと同時に自らは距離を稼ぐ。咄嗟の思いつきだがとりあえずは上手くいった。

「なんて速さだ……」

　外見からつい守護聖人像と同様の動きを想像してしまったが、全くの別物だ。

　守護聖人像は一つ一つの動きは速いが、それらを滑らかに繋ぐ事が出来ない。いちいち御者が制御用の音声を送り、それが背中の音おん叉さに届いて、内部の聖油を活性化させ、その巨体を動かすのである。

　いわば糸の代わりに音声を使った操り人形だ。

　予あらかじめ決めておいた動作を行うのには滑らかだが、状じよう況きように対応して動くとなると、命令の決定と音声への変換、伝達、反応、という手順を踏む為に、ひどくぎこちないものになる。

　だが……ハツネの鉄巨人にそれは無い。

　ハツネが脳としてあの巨体を直接操っているのだ。細かい作動原理はよく分からないが、一種の強化外骨格の様に、ハツネ本人の動きを何らかの方法で直接、模倣トレースしているのかもしれない。

「ほとんど反則じゃねぇか！」

　巨きよ大だいで、強力で、しかも俊敏。

　つけいる隙すきがまるで無い。

　ひとまず距離をとろうとユキナリは動くのだが――単純に鉄巨人は歩ほ幅はばが大きい為、直線的な動きではすぐに追いつかれてしまう。周囲に生えている木々を利用して小刻みに逃にげるものの、鉄巨人は構わずユキナリを追いかけてきた。障害となる木々はへし折り、あるいは――分解して。

　そう。鉄巨人はハツネの能力をそのまま使えるのだ。

　つまり多少の損傷は自己修復してしまうという事であり、その気になれば剣けんでも槍やりでも作り出せるという事でもある。

（物質変換で――落とし穴？　いや、駄だ目めか）

　以前、アンジェラの宣教騎き士し団だんがフリートラントを攻せめてきた時は、落とし穴も守護聖人像に有効だったが――あれは、やはり、遠隔操作されている人形だったからこそだ。ハツネの場合、それこそ五メートルやそこらの穴ならば、落ちても平然と這い上がってくるだろう。時間稼ぎ程度にはなるかもしれないが……むしろ大量の物質変換を行う為に動きを止めたところを攻こう撃げきされかねない。

（じゃあどうすれば……？）

　一瞬の逡しゆん巡じゆん。

　だがそれが致命的だった。

　鋼鉄の腕がユキナリを掴つかんだ。

「ぐあっ――」

　全身を包む鎧よろいが耳みみ障ざわりな悲鳴を上げ、更にその内側にまで強きよう烈れつな圧迫を加えられる。みしりと自分の身体が軋きしむ音をユキナリは聴いた様な気がした。

　まずい。このまま握にぎり潰つぶされれば、自己修復するにしても、相当な時間を食う。

　その間にハツネは改めて〈血の荊〉をユキナリの頭部に刺さしてくる事だろう。

「ユキッ……!!」

　ダーシャが〈レッチリ〉を撃ってくるが、鋼鉄の装甲の前に、拳銃弾などさしたる意味を持たない。精々、装甲に小さな傷を付ける程度だ。元々守護聖人像を――装甲体を相手にする事も想定して作った〈デールリンガー〉であれば多少は違ったかもしれないが、さすがに今のダーシャが神殿に〈デールリンガー〉を取りに戻っている余よ裕ゆうは無かろう。

　六発を瞬またたく間まに撃ちきり、ダーシャが絶望の表情を浮うかべる。

　左手で予備の弾たまをポケットからつかみ出すが、焦あせっているせいか、それを上手く装填出来ず、彼かの女じよは地面にばらまいてしまった。

「ユキ……ユキ……！」

「よ……よせっ!!」

　ユキナリが叫さけぶが、ダーシャは聞かない。

　彼女は鉄巨人の足あし下もとに駆かけ寄って、〈レッチリ〉を投げだし、両手でその装甲を叩き始めた。勿論、そんな事をしても傷すらつかない。ユキナリが殺されそうなのを見てダーシャは半ば錯さく乱らんしていた。

「邪じや魔まよ？」

　鉄巨人がうるさげに片足を振る。

　ダーシャの身体が軽々と宙を舞った。

「ダーシャッ!!」

　数メートルを跳んで、彼女はその先に生えていた樹の枝に引っかかった。蹴られたというより、接触した状態から鉄巨人の足の動きで投げられた様なものだから、さすがに死んではいない様だったが――ダーシャは枝の上で身を震ふるわせるばかりで、さすがに動けないらしい。

「あなたは先に死になさいね。ユキくんと一緒には死なせてあげない」

　ハツネがそう言って、鉄巨人が右手を掲かかげる。

　これで殴なぐられれば今度こそダーシャは死ぬだろう。

「やめてくれ、やめてくれ姉ちゃん、ダーシャは――」

「駄目。ユキくんは私だけを見ていればいいから」

　笑顔でそう告げるハツネ。

　そして――




　――銃声が響ひびいた。




「……!?」

　同時に鉄巨人の肩かたに火花が咲く。

　ダーシャ――ではない。そもそも〈レッチリ〉の銃声でもない。

　これは〈デールリンガー〉のものだ。

　しかもその火線は……フリートラントのある方角から来ていた。

「まさか――」

　咄嗟にユキナリは物見台の方を見る。

　元々この神殿が在った場所は、儀ぎ式しきの場、即すなわち地神が生いけ贄にえを喰くう為の餌えさ場ばだった訳だが……儀式が滞りなく進んだかどうか、観察するの為の物見台が少し離れた所に設けられている。

　銃じゆう撃げきはそこからだった。

〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉として強化された眼を凝らすと――辛うじてだが、そこに、見慣れた人ひと影かげが見えた。

「アーロン!?」

　その脇わきにはフィオナの姿も見えた。彼女は補助役なのか、予備のものらしい〈デールリンガー〉を手渡わたすべくアーロンの脇に待機している。

　どうやら……あの二人は、ユキナリの言いつけを守らず、勝手に動いていたらしい。




　――私はお前の信徒じゃないのだから、命令など聞く義務はないのだ！




　そんなアーロンの叫びが聞こえてきそうだった。

　勿論、アーロンはベルタ程ほどの腕前は無い。だが幸か不幸かこれだけ的が大きければ、外す様な事は無いだろう。実際、アーロンは更にもう一発、鉄巨人の肩に銃弾を命中させると、フィオナから手渡された次の〈デールリンガー〉を構えてこれを撃ってきた。

　何度も構え直しているせいか、流石さすがに狙ねらいは一定せず、頭部に当たったり、肩に当たったり、外れたりするが――

「…………」

　ハツネはダーシャを殴なぐり潰つぶすのを中止していた。

　それどころか右に左にと動いて銃弾をかわしつつ、更には、煩わずらわしそうに胸部や頭部を――つまりは自分の身体が納まっている辺りを左ひだり腕うでで庇かばう様な動きすら見せている。

　ダーシャの〈レッチリ〉の銃撃は至近距離から浴びても平気だったのに、〈デールリンガー〉の狙撃は気になるらしい。律りち儀ぎに回かい避ひしたり防御したりしているのだ。

「まさか……」

　ユキナリは右みぎ腕うでに握にぎられたまま、火花の咲いた辺りを子細に観察する。

　すると――鉄巨人の各所、装甲に、ほんの小さな穴が空いているのに気がついた。

（〈デールリンガー〉の弾は徹てつ甲こう弾だんだ。だから――）

　前述の通り、〈デールリンガー〉は元々、守護聖人像と戦う為に、対装甲を意識して作られている。銃身は長い為に装薬の爆発力は余さず弾頭の初速に転化されるし、弾頭そのものにも装甲を貫かん通つうしやすい様にと、尖とがった形状が与あたえられ、滑らかな表面処理を施されている。

　だから遠距離でも、この鉄巨人の装甲に穴を穿うがつ事が出来るのだ。

　アーロンの銃撃は執しゆう念ねん深く続いた。

　一見、それはただ空しく鉄巨人の装甲に火花を咲かせているだけの様にも見えるが――実際には小さいながらも幾いくつかの穴が穿たれている。しかもハツネはこの銃撃を回避、あるいは防御しようとしている為、結果として鉄巨人がダーシャを殺すのも、ユキナリを殺すのも、後回しになっていた。

　鉄巨人の側に長ちよう距きよ離り攻こう撃げき兵器は無いのだろう。

　だから深刻な損傷こそ負っていないものの、一方的に銃撃に晒されるばかりだ。

　銃弾の全てが鉄巨人に穴を空ける訳ではなく、中には角度が浅く跳ね返されるものもある。装甲を貫通しても文字通りに表皮一枚を傷つけただけ、という場合も在るだろう。

　だが人型の可動構造を持つこの鉄巨人は、当然ながら、装甲は均一ではない。

　恐らく中には〈デールリンガー〉で破壊出来る部分――例えば関節構造や、動力源たる聖油の循じゆん環かん器き等、弱点、急所とも言うべき部分があるだろう。ハツネはそこを破損する事を嫌きらっているのだ。勿論、修復は出来るだろうが、その間はどうしてもユキナリに対する注意がおざなりになる。

　本来、〈御遣い〉の力を持ってすれば取るに足らない人間の攻撃が、見事にハツネの足止めになっている。如何いかに強大な力を持っていても、操る者の意識が一人分である以上、複数方向に注意を向けるのは難しい。

　だから――

「――それなら」

　ユキナリは自分の身体を握り込む鉄巨人の指に手を掛かける。

　物質変換――いや単なる分解だ。

　関節構造を破壊されて鉄巨人の指が脱だつ力りよくする。ユキナリは強ごう引いんにその掌から抜け出すと、今度は腕を伝い、鉄巨人の胸部装甲に取り付いた。

　胸部装甲の表面をやはり物質変換で分解し、取っ掛かりを造り、そのまま更に――装甲を分解。即座にハツネが修復を試みた様だったが、そこに更にアーロンの銃撃が加わり、注意を分散されるハツネは、ユキナリの行動を抑おさえ込む事が出来ない。

　物質変換の能力を用いて鉄巨人の身体を掘り進むユキナリ。

　鉄巨人はユキナリをつまみ出そうと、身を捩よじって暴れ、己おのれの『傷口』に手を突っ込んでくるが、良くも悪くも鋼鉄の身体、生の肉体の様な柔じゆう軟なん性せいが無い。手は自分の装甲に引っかかってユキナリに届かない。

（――妙みような気分だ）

　一いつ瞬しゆん、そんな考えが脳のう裏りを過よぎる。

　胎たい内ない回かい帰き。考えてみれば自分は今、ハツネの『身体』の中にいるのだ。

　あるいはこのままハツネが〈御遣い〉の能力を逆流――というか全ての物質の分解に使えば、ユキナリとハツネはこのまま塵ちりとなって消しよう滅めつするかもしれない。

　ならばハツネがその手に思い至る前に、全てを終わらせねばならない。

　やがて――

「――姉ちゃん」

『掘る』際の手応えが変わる。

　ユキナリが手の先に生じた空間に強引に身体をねじ込むと――そこにハツネの顔が在った。その身体は半ば絡み合う鋼管の中に埋もれており、何本かはハツネの身体に突つき刺さっている。恐らく聖油を鉄巨人と共有する事で、ハツネは自身の身体感覚をこの巨体全部に延ばしていたのだろう。

　ハツネは――抵てい抗こうできない。

　鉄巨人を制御する為の機構が、そのまま彼女の枷かせにもなっている。勿論、ここで強引に手足を鉄巨人から引き抜く事も出来ようが、この至近距離でユキナリが対している以上、そんな余裕は許される筈も無かった。

「姉ちゃん……」

　ユキナリはそっと指を伸ばしてハツネの額に汗で張り付いていた前まえ髪がみを除ける。

　懐なつかしい、本当に懐かしい、幼い頃ころのハツネの顔。

　愛おしい女性のその頬ほおを、額を、ユキナリは優しくその指先で撫でてから――彼かれは左手で形成した〈レッチリ〉を持ち上げて、その銃口をハツネの額に押しつけた。

　内部の銃じゆう弾だんは対装甲用の徹てつ甲こう弾だん頭とう。装薬は通常の三倍――トリプルフィード。密着した状態で撃てばいかにチタン合金の頭蓋でも貫通するだろう。いや。たとえ銃弾そのものは停められても衝しよう撃げきまでは遮しや断だん出来ない。

　撃鉄ハンマーを起こすユキナリ。

「姉ちゃん……ごめん」

　それがユキナリの選んだ決別の言葉だった。

　だが――

「……ん。ありがとう」

　撃鉄ハンマーが落ちて発砲するその瞬間、ハツネが呟つぶやいたのは感謝の言葉だった。

「――!?」

　何故なぜ？

　そう疑問を覚えるが銃弾は停められない。

　強烈な銃声が鉄巨人の体内に反響し、それが隅すみ々ずみまで伝わっていく。

　ハツネが額から血を噴ふき出だすのと同時、鉄巨人全体が力を失い、ゆっくりとその場に膝ひざをつき――更さらには、分解を始めた。

　がらんがらんと音を立てて、装甲が剥はがれ、骨格が崩れ、部品がただの鉄くずとなって周囲に散らばっていく。ユキナリは鋼鉄の機構の中に埋うまっていたハツネの身体を引き出して抱き締めると、小山を作った残骸の上で、問うた。

「なんで……なんで？　なんで礼なんて……やっぱり洗脳されて」
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「洗脳なんて……されてない……よ……？」

　血の様な聖油と共に、途と切れ途切れの言葉が唇くちびるからこぼれる。

　明らかにハツネの頭蓋は破は壊かいされ、内部で跳ね返った衝撃で脳細さい胞ぼうも破壊されたのか、彼女は眼から、耳から、鼻から、口から、聖油をこぼしていたが――それでも奇き跡せき的にまだ意識が在る様だった。

「ただ……ね……毒薬は……仕込まれた……から……」

「……え？」

「この世界での……私の寿じゆ命みようは……元々……半年ほどなの……」

　一度は覚悟を決めて死んで。

　だが改めてこの世界で生き返らされて。

　しかも半年の寿命を区切られて、更に、最愛の弟を討てと命じられて。

　だから――

「……一いつ緒しよに死ねたらいいかなって……思ったの……」

　それは『前世』の事か。それとも今世の事か。

「そんなの、〈御遣い〉の力で分解しちまえばいいじゃないか！」

「……毒は全身の……聖油に混ぜられているから……無理なのよ……」

「そんな……」

「そんな顔しない……で？」

　ハツネは……血まみれの顔で微笑んだ。

「ユキくんと……一緒に死ねれば……それが一番だったけれど……それが無理なら……せめてユキくんの手で殺して貰もらえたらって……思ったから……」

「馬ば鹿かな事を……」

「うん……そうだね……」

　痙けい攣れんするハツネ。あるいはこれは笑ったのか。

「あのねユキくん……私達はあっちの世界で死んで……こっちに魂たましいだけで来て……新しい身体に生まれ変わったのよね……？」

「ああ。そう聞いてる」

「赤ちゃん……」

「――え？」

「私達の赤ちゃんも……産んであげる事は出来なかったけど……ひょっとしたら、こっちで、生まれ変わってるのか……な……？」

「…………」

　ユキナリは言葉に詰つまった。

　考えてもみなかった。

　だが赤ん坊にも――胎児にももし魂があるのだとすれば。

「もしそう……なら……ユキくん……その子は……その子を見つける事が出来たら……その子だけは……私の代わりに……幸せにしてあげてね？」

「姉ちゃん――」

「お母さんがごめんねって言ってたって……伝えて」

「…………」

　ユキナリはもう何も言えなかった。

　何も知らなかった自分が憎にくたらしい。

　何も出来なかった自分が腹立たしい。

「ユキくん……ああ……私の……ユキくん……」

　既すでに奇跡も時間切れなのか、ハツネの声は譫言の様に輪りん郭かくを失っていく。

　そして――

「――姉は」

　ふと静かな声が投げ掛けられる。

「いつかは、弟離れ、すべき」

「――ダーシャ」

　眼鏡の少女は、いつもと変わらぬ無表情で、ハツネを――自分とよく似た顔と髪をした〈御遣い〉を見下ろしている。

　彼女の言葉は聞き方によっては情け容よう赦しやないものだったが――

「……そうね……私、もう眠るよ……」

　ハツネは何故か微笑を浮かべた。

「ごめんね」

　最後に遺のこしたのはその言葉で。

　ハツネはそのまま己の台詞せりふ通り眠るかの様に眼を閉じると、そのまま永遠に動きを止めた。〈蒼鋼のブルースチール冒涜者・ブラスフエマ〉として装甲に包まれているものの、ユキナリは彼女の身体から体温がゆっくりと失われ、霊れい力りよくが拡散していくのを感じていた。

「くそっ……」

　後悔の念ばかりが沸いてくる。

　ハツネの行こう為いはとても許せるものではなかった。

　彼女の理り屈くつもとても受け入れられるものではなかった。

　それでもユキナリにとっては、家族であり、最愛の人であり、この世界における唯ゆい一いつの『仲間』だった存在だ。そんなハツネとの別れは、ユキナリに鈍く深い胸の痛みを遺していた。

　わずかな時間だけ与えられた仮初めの生だったとしても、どうしてもっと違う話ができなかったのか。どうしてもっと違う時間が持てなかったのか。

　ただただ――悔しくて、ユキナリは、泣いた。





●






　ベルタが意識を取とり戻もどしたのはそれから二日後の事だった。

『結界』を施したハツネが死んだからか、あるいは元々効果時間に限りがあったのか、ウルリーケやイグドゥーラの眷けん属ぞく達たちも、程なくして動き出した。

　だが街の住人達……殺された人々は勿論、戻ってこない。

　ハツネは悪夢の如き殺人者として、街の人々には背後の事情を説明される事無く、神殿の傍そばに埋まい葬そうされた。建前としては、ユキナリが神の威い光こうで悪夢の殺人者を二度と蘇よみがえってこない様に『封じる』という形になっているらしい。

　街は……少しずつだが落ち着きを取り戻しつつあった。

　そして更に三日後。

「――いきなり呼び出して済まない」

　ユキナリはシリングス邸ていの応接室に、見知った面々を集めて言った。

　ダーシャ、ベルタ、フィオナ、ヴェロニカ、アーロン、自警団員のハンス、そして今やユキナリの言う事に従順に従う様になったアンジェラ。

　彼かれ等らの顔を見回してから、ユキナリはこう切り出した。

「俺おれはハリス真教会と戦う」

「…………」

　フィオナ達が顔を見合わせる。

「戦うというのは……つまり今までの様に、彼等が攻めてきた場合に迎むかえ撃うつという訳ではなく……？」

　一同を代表しフィオナがそう尋たずねてきた。

「そうだ。いきなり王都に攻め上ろうって訳じゃない。だが守りを固める――というだけの姿勢を止める。積極的に教会に対抗する為ための力を集めて、機会があれば連中と戦う」

「……それは、どういう心境の変化なんですか？」

「復ふく讐しゆう。いや八つ当たりか」

　あっさりとユキナリは言った。

「ユキナリ――」

　呆あきれた様な表情を浮かべるフィオナ。

　此こ処こに居る面子には、街の他の住人と異なり、ユキナリとハツネの関係と、事件の顛てん末まつを詳しよう細さい漏もらさず報しらせてある。だからユキナリが復讐、あるいは八つ当たりという言葉を口にしても、ある意味で納なつ得とくしやすいだろう。

　だが……

「違う。ユキが決めたのは、皆みなの為」

　ダーシャがぽつりとそう言った。

「ダーシャ――」

「ユキの、悪い癖くせ」

　ダーシャは上うわ目め遣づかいにユキナリを睨にらむ。

「この期ごに及んで、皆が、降りやすい様に、してる」

「……え？」

　と驚おどろきの声を上げるのはベルタだ。

　更にダーシャは皆を見回してこう続けた。

「自分の個人的な復讐の為に、戦うと言った方が、皆を巻き込まずに、済む」

「まあそうだろうなとは思ったが」

　とヴェロニカが溜ため息いきをついて首を振ふった。

「今回の一件で、ハリス真教会が、ユキナリを斃たおす為に形なり振ふり構っていないのがはっきりと分かった。アーロン・ランズダウンや、アンジェラ・ジンデル、お前達たちの時とは違うんだ。何しろフリートラントの住人を巻き込む事も――『ついでに殺す』事も、教会は何とも思っていないのだから」

「それは……」

　とアーロンとアンジェラが互たがいに顔を見合わせる。

　確かに宣教騎き士し達たちは、あくまでこの街の住人を教化する為に――ハリス真教会の信徒に組み入れる為にやってきたのであって、刃は向かう者には容赦しないにしても、街の住人を殺す事はむしろ、避けようとしていた。

「ハリス真教会の教えそのものは真っ当なものかもしれないが、教会という集団の上に立つ連中は、そういう判断をする、してしまう、という事なんだよ」

「……そういう事だな」

　自分の考えを殆ほとんど代弁されて苦く笑しようしながらユキナリは頷うなずいた。

「現教皇がどういう奴やつなのか、俺は知らない。だけどそいつは、他人に教えを垂れたり救いの手を差し伸べたりする資格なんか無い。俺はそう思う」

　本当に宗教だというのなら――人の道を教え、救いの手を差し伸べるのが彼等の職務であるというのなら、彼等はハツネを救ってやるべきだった。前世の妄もう執しゆうなど捨てて平和に過ごせと諭さとすべきだった。明らかに病んだ魂の持ち主がそこに居るのを分かっていながら、救うどころか、それを逆手にとる様な真ま似ねまでした。

　そんな者達がこの世界最大の宗教組織を牛耳っている。

　それは――きっと、危険な事だ。彼等はこれから、更に情け容赦ない方法を使ってユキナリを、そして彼を奉じるフリートラントを潰しに掛かるだろう。それを甘んじて受ける積もりはユキナリには無い。

　また……これから同様の事は、他の、地神信しん仰こうを持つ様な街でも起こる可能性が在る。

　ハリス真教会は体面を保つために、信徒を増やす為に、ひたすら武力を蓄たくわえ、それをあちこちに派は遣けんしている。今後、フリートラントやロストルーク以外でも、激しい抵抗をする街や村も出てくる筈はずだ。

　もうこれ以上、フリートラントの住人を死なせたくない。

　フリートラントに限らず、教会のせいで人々が殺されるのを看かん過かできない。

　だが守りに徹てつしているだけでは、今回の様な攻め方をされれば、もうどうしようもない。

　だから……

「相手が組織である以上は、対たい抗こう上、組織力がこちらにも必要だ」

　とヴェロニカが言う。

「そうだな。だから……俺は地方勢力をまとめ上げて中央に対抗するための動きに出ようと思う。けれど、こういう考えに踏ふみ切るきっかけが、姉ちゃんの一件だって事も本当なんだ。だからこれは俺の個人的な恨みに端たんを発する、私闘でもある。その事を知ってる皆は――特に、アーロン、アンジェラ、宣教騎き士しであるお前達は、俺の考えに従わない権利だって、在る。フィオナも街の住人を『戦争』に巻き込みたくないと思えば、拒否する事は出来る」

「そういう事ですか……」

　得心した様子でフィオナが頷く。

「動くなら少しでも早いほうがいい。急がせて済まないが、明日の朝までに俺の考えに乗るか、それとも逃げるか、決めておいてくれ」

　そう一同に告げると、ユキナリはシリングス邸の応接室を出る。

　窓から冷気と夕ゆう闇やみが染み入ってくる廊ろう下かを歩きながら、ユキナリは短い溜息をついた。

「――ユキ」

　呼ばれて振り返るとダーシャが応接室を出てユキナリを追ってくる所だった。

「ダーシャ……ごめんな」

　窓の外をぼんやりと眺ながめながらユキナリはそう詫わびた。

「……ユキ？」

「結局、俺は、ダーシャを守るより、自分の感情を優先させてる」

　ダーシャを守る。それがこの世界においてユキナリが唯一奉じるべき行動指針であった筈なのだが。ユキナリは今、彼女を守る事よりも、より多くの人を守る事を優先しようとしている。

「……ユキ」

　ダーシャはユキナリのすぐ隣となりに来て立ち止まると、その両手を伸ばしてきた。

「ダーシャ」

「ユキ。愛してる」

　そう言って彼女は背伸びをすると、ユキナリに口吻キスしてきた。

　しばらくそうして彼女はユキナリに触れていたが――

「私は、幸せだから。ユキのしたいことを手伝えるなら、それが、幸せだから」

　身を離はなしてこう続けてきた。

「ユキ。私はユキの『妹』じゃ、ない。いつまでもユキに守られているだけの、子供でもない。私はだから、私の都合で、私の幸せの為に、ユキを手伝う。私の為だと思うなら、私を幸せにしようって思うなら、ユキは、私に手伝わせて？」

　それは、相棒であり伴はん侶りよであるという宣言か。

　自分はもうユキナリに庇ひ護ごされているだけの存在ではないのだ、と。

　ユキナリはしばらく、ダーシャのその顔を見つめていたが――

「分かった。一緒だ。死が互いを別つまで――いや」

　ユキナリは小さく笑って言い直す。

「死が互いを別っても、俺おれ達たちは、一緒だ」

「――ん」

　ほんの少し頬を赤らめながら、ダーシャが頷いた。

　…………

　…………

　この夜からおよそ、二十年後。

　ユキナリが率いる辺境連合と、ハリス真教会の意を受けた王国軍が、永い紛ふん争そうと対立の果てに、一定の合意と和解に至る。

　その際、ハリス真教会の錬れん金きん術じゆつ師し達たちと、初代人造人間である『教祖』の存在が明るみに出て、この世界全体に激げき震しんが走るのだという事を……自分達が、この世界の価値観そのものを根本からひっくり返してしまうという事を、しかし今の彼等は未まだ、知らなかった。
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あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: ]です。




『蒼鋼の冒涜者』四巻をお届けいたします。

　…………

　…………えーと。

　諸事情ありまして、とりあえず本作は急遽四巻で一区切りという事に相成りましたのであります（汗）。多少強引に話が進んでおりますが、どうかご容赦を。

　細かい事は聞かないでください。泣くぞ。大の大人が……！




　それはさておき。




　以下、ネタバレ含みますので本編未読の方は読まれぬが吉。




　シリーズものをやるといつもの事なのですが……世間（読者様）や関係各者の反応を見つつ設定や物語構成を少しずつ変化させていく事があります。良くも悪くもシリーズとして複数巻を刊行し、一年以上やっていくライトノベルの場合、厳密に設定を決めすぎると自縄自縛に陥ってどうにもならない事があるからです。

　ぶっちゃけ、売れれば十巻、二十巻と続くし、売れなければ最悪、一冊で打ち切りなんて事もある訳で。良くも悪くも十五年以上ラノベの業界で仕事してるとそういう事例も山程みるし山程経験するし。

　まあ、そういう訳で、敢えて曖昧にしてある部分も多々ある訳です。

　で……そんな中に実は『ダーシャの過去（？）』もあったりします。




　ユキナリの姉であるハツネについては、当初からラスボス半歩手前に設定しておりまして、一巻の冒頭の転生シーンが、異世界転生チートハーレムでは定番のトラックによる交通事故になってないのもこの為です。




　ところが何やら『ダーシャがハツネの転生体なんですよね？』的な意見をあちこちからいただいて。著者本人は「え？　そうなの？」状態。




　ダーシャに関しては本当に明確な過去設定は無く、実を言えば、当初は『眼鏡っ娘』である以外は外見描写もあまり定まっておりませんで。確か何となく『一見、地味に見せる』というコンセプトから茶色の髪に設定していた様な気がします。




　ところが、実際に設定画があがってきた際に、ダーシャはユキナリ同様の銀髪。




　まあ作家さんによっては『俺の設定と違う！』と怒ったりする人も居るんでしょうが、やっぱり絵としての見栄えは絵師さんの方が専門家なので、私はその種の提案があった場合は絵師さんのデザインに沿う様にしてます（物語構成上どうしても変更できない設定に関しては、その限りではありませんが）。

　なので「お、可愛いやん！」とそのままダーシャは銀髪に変更。

　ただ、ユキナリが銀髪である事から、『銀髪＝ホムンクルスの証』みたいに読者の方々には受け取られていた節があり。恐らく『ダーシャがハツネ』というのは、この辺も影響しているのではないかと思ったりする訳です。

　でもって――

「まあそれならそれで！」

　と敢えて空白にしておいたダーシャの過去というか設定を色々弄る事になった訳ですが。

　姉ちゃんがラスボス半歩手前だとすると、ダーシャ＝ハツネは色々まずい。

　じゃあどうしようか――と考えた結果、まあ、その、ちょいと危ない系の設定を詰めた上で敢えて『明確には語らない』事にいたしました。




　さて、読者の方々の反応や如何に。




　ともあれ、私としては幾つかの挑戦的な部分を含んだ『蒼鋼の冒涜者』はひとまずこれで幕であります。読者の皆様におかれましては、次の作品でまたお会い出来れば幸いです。
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